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序 文

私たちが住んでいる長岡京市は、 かつて都があったところで、 市街地のほぽ全域が「長岡京

跡」をはじめとした遺跡に含まれています。 このように地下に刻まれた遺構等埋蔵文化財につ

いては、 文字や文献の乏しい時代の文化を解明するための唯一の歴史資料であり、 これを解明

し後世に伝えるとともに、 広く活用を図ることは現代の私たちに課せられた重要な使命であり

ます。

今年度より長期不況もようやく明るい兆しが見え始めてきましたが、 まだまだ企業活動、 個

人消費は低迷が続いているこの時期、 1月17 日に阪神大震災が発生しました。 今まで想像もし

なかった5千人以上の人命と財産が奪われるという甚大な被害を被るとともに、 住宅、 ライフ

ラインや企業活動は壊滅的な打撃を受けました。 一 Hも早い復興をお祈りいたします。

さて、 本市では今年度の発掘調査件数は例年に比べかなり少なく、 前年度に引き続き少ない

件数で推移してきました。 その中から注目すべき成果として、 教育委員会が国庫補助事業とし

て実施した井ノ内稲荷塚古墳から横穴式石室と木棺直葬の主体部が出土しました。 6世紀前半

の前方後円墳で異なる形式の主体部が確認されたのは、 近畿で2 例目で全国的にも珍しいもの

です。 また、 乙訓地域では向H市の物集女車塚古墳と並んで最古の横穴式石室であることも判

明しました。

この報告書では、 上記の件も含め、 長岡京跡の西市、 中世の開田集落に関する発掘成果をま

とめています。 これらの成果が長岡京跡をはじめ、 郷土の歴史を解明する上で貴重な資料にな

るとともに、 歴史学習の資料として広く活用していただき、 少しでもお役に立てれば幸いです。

最後になりましたが、 調査にあたり種々のご指導をいただいた諸先生方並びに関係機関、 ま

た発掘調査にご理解とご協力を賜りました土地所有者の方々に、 紙面をお借りして厚くお礼申

し上げます。

平成7 年3月

長岡京市教育委員会

教育長 中 小 路 脩



ー
.
l

 

凡 例

1. 本冊は平成 6 年度に長岡京市教育委員会が国庫補助事業として実施した長岡京跡ほかの発

掘調査の概要報告である。

2. 上記の調査地は付表 1のとおりである。 その位置は第 1 図に示した。

3. 長岡京跡の調査次数は、 長岡京跡左京、 長岡京跡右京ごとに通算したものである。 調査地

区名は、 京都府教育委員会 『埋蔵文化財発掘調査概報』(1977)による旧大字小字名をもとに

した地区割に従った。

4。 長岡京跡の条坊復原については、 近年条坊が従来のものより二町分北にずれることが判明

しつつある。 本書では新たな有力説である山中 章 「古代条坊制論」 『考古学研究』第38巻第

4号(1992年）の復原に従った。 なお、 従来の復原は必要に応じて（ ）を付けて示した。

5 。 本書に使用する地形分類は、 とくに断らない限り「長岡京市域地形分類 図」 『長岡京市史資

料編ー』(199 1年）に従った。

6. 各調査報告の執筆者は各章のはじめに記した。

7 。 本書の編集は長岡京市教育委員会文化スポ ー ツ課文化財係中尾秀正が行った。

8. 現地調査および本書作成に至るまでの整理・製 図作業には下記の方々のご協力を得た。 ま

た、 図面のトレ ースは財団法人長岡京市埋蔵文化財センタ ー 白川成明氏に、 遺物写真撮影の
一部は写房楠本真紀子氏にそれぞれご協力を得た。

〔技術補佐員〕池庄司 淳• 高橋浩二 。 朴 天秀・清野孝之• 高田健一

〔調査作業員〕岩岸三郎・麻田安太郎 ・ 平木秋夫•高瀬嘉一郎•田頭道登•堤 昭治•佐藤

昭三•前田 正。今井貰三郎

〔調査補助員・整理員〕船戸裕子 。 橋田邦夫 ・久保直子• 井上礼子・坂根 巧•森 昌彦・

西口秀樹・尾崎みづ樹•河合澄子・岡本弓美子・楕谷智香・小畠絢子。岩川絢

子 ・ 田中京子・天白真理子・太田美枝子・奥野久美子・早川いずみ•安尾美穂・

大川充夫•黒田利恵•松浦宇哲•宮崎 認•安河内敬志•伊藤崇樹・大林 元 。

川村雪絵•北田明宏・楠樹華奈 。 宍戸太一• 竹花明良。田中史子・寺前直人・

豊島直博•林 涼子

付表 1 本書報告調査一覧表
調 査 次 数 地区名 所 在 地 土地所有者 調査期間（現地） 調査面積 備 考

井ノ内稲荷塚第2次調査 7ANGKS-2 長岡京市井ノ内小西40 林三代次 1994 7. 20- 8 .11 40m' 長第4岡78京次跡調右査京

長岡京跡右京第475次調査 7ANKNT-3 長岡京市開田4丁甘608-1他 樋日 一 雄 1994. 6 27- 8 5 242m' 開田遺跡

長岡京跡右京第479次調査 7ANMSI-14 長岡京市開田4丁廿405-1 藤井膊 ー 1994. 8. 22-10. 7 297m' 開田遺跡
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第1図 本書報告調査地位置図

長岡京条坊復原図
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第1章 井ノ内稲荷塚古墳第2次調査概要

長岡京跡右京第478次調査

1 調 査 経 過

( 1)周辺の古墳

京都盆地の西南端に位置する乙訓地方は、 旧石器時代から現代に至るまでの様々な時代の人々

が住み続け、 生活する舞台である。 井ノ内稲荷塚古墳は、 この乙訓地方の東端を南流する小畑

川が形成した低位河岸段丘上、 京都府長岡京市井ノ内小西40番地に位置する。 古墳は現在、 竹

林に覆われ目立たなくなってはいるが、 本来は向H ・ 樫原地域を越えて丹波に至る交通路から

よくみえる場所に存在していたと考えられる。

乙訓地方に最も早く出現する古墳は、 稲荷塚古墳の北東約1 km、 西山山塊から南東に低く派

生する向H丘陵の南端に位置する元稲荷古墳（前方後方墳、 全長94m)である。 出土した最古

型式の円筒埴輪などから、 全国でも最古の古墳の1 つに数えられている。 向日丘陵には、 この

後も寺戸大塚古墳(98m)。五塚原古墳(98m)・ 妙見山古墳(120m)といった前方後円墳が前

期を通じて次々と築かれ、 一連の首長系譜を形作っている。 向H丘陵の北方、 京都市樫原付近

の丘陵上にも、 一本松古墳（前方後円墳）・ 百々池古墳（円墳）・ 天皇ノ杜古墳（前方後円墳、

86m)と続く首長系譜を認めることができる。 これらに対して、 長岡京市以南の乙訓地方南部

では長法寺南原古墳（前方後方墳、 60m)以外に顕著な前期古墳は発達しない。

ところが、 中期になると状況は一変する。 これまで乙訓地方の盟主的地位を保っていた向日

地域には前方後円墳が築かれなくなり、 牛廻古墳( 40m)・ 伝高畠陵古墳( 65m)・ 恵比須山古

墳(15m)といった円墳以外築かれなくなる。 一方、 乙訓地方南部には、 丘陵上の鳥居前古墳

（前方後円墳、 51m)・カ ラネガ岳2号墳（造り出し付円墳、 3 6m)など前期末葉の首長墓に引

き続き、 今里車塚古墳（推定74m)· 恵解山古墳(120m)などの前方後円墳が東の平野部に造

られるようになるのである。恵解山古墳は、 1980年の調査で前方部副葬品埋納施設から総数700

点におよぶ大量の鉄製品が出土し、 注目 された。 以上のような大型古墳のほかに中期中葉にな

ると、 群集する小規模古墳が乙訓地方の平野部に現れる。 恵解山古墳のすぐ南にある栗ヶ塚古

墳群•境野古墳群、 北方の小畑川上流の芝古墳群、 向日丘陵の麓にある南条古墳群• 山畑古墳

群などがそれである。 これらの古墳群の中には、 初期須恵器が出土したものから陶棺を用いる

ものまであり、 造営時期にかなりの輻が認められるが、 いずれにしても乙訓地方において中期

以降古墳を造ることのできる人々の間で階層分化が進んだことを示している。

後期になって大型古墳が顕著にみられるのは、 乙訓地方北部の樫原地域である。 金銅装の馬

具や帯金具などの豊富な副葬品を持ち、 学史的にも有名な中期後菓の穀塚古墳（前方後円墳、
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第2図

グ

乙訓地域の古墳分布図

40m) のあと、 清水塚古墳 ・ 天鼓森古墳（ともに前方後円墳）と続く首長系譜を認めることが

できる。 稲荷塚古墳の北東約2 km、 向H丘陵の東方の低位段丘上には、 6 世紀前半に物集女車

塚古墳（前方後円墳、 45m)が築かれる。 物集女車塚古墳は、 組み合わせ式の家形石棺を納め

る右片袖式の横穴式石室を持ち、 金銅装の馬具 。冠などを副葬する有力な首長墓である。 長岡

京市北部では、 ほぼ同じ頃小畑川上流域に稲荷塚古墳• 井ノ内車塚古墳（前方後円墳、 37m)
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第3図 井ノ内稲荷塚古墳の位湿

が出現した。 また同地域には、 遺構• 時期などの詳細は不明ながら、 親王御塚古墳（前方後円

墳）など 3基の古墳が存在していたことを古絵 図から知ることができる。 稲荷塚古墳より南方

の今里•長法寺地域には、 5 世紀末から 6世紀中葉にかけて塚本古墳（前方後円墳、 30m)・舞

塚古墳（帆立貝式古墳、 39m)・細塚古墳（前方後円墳、 20m) といった比較的小規模な古墳が

築かれるが、 6世紀後半になると山城でも最大級の横穴式石室を持つ今里 大塚古墳(45 mの円

墳または後円部径45 mの前方後円墳）が築かれる。 そして、 この古墳を最後に乙訓地方では大

型古墳の築造は終わりを告げる。 後期の群集墳は乙訓地方の各丘陵上および平野部にも分布す

るが、 稲荷塚古墳の周辺では、 芝古墳群• 小西古墳群。灰方古墳群・カラネガ岳古墳群•南原

古墳群・大原古墳群• 長法寺七 ツ塚古墳群• 稲荷山古墳群などが知られている。 丘陵上に位置

するものの多くは横穴式石室を持つが、 平野部に位置するもののなかには木棺や陶棺を直葬す

る主体部を形成し横穴式石室を持たない古墳があるなどの相違が認められる。

古墳時代より 200年ほど後、 この地には桓武天皇によって長岡京が造営され、 その際多くの古

墳が破壊されたと考えられる。 実際、 右京の五条以北・ニ坊以東および宮域内に存在した古墳

の多くはこの時期に完全に破壊され、 周濠などの痕跡を残すのみとなっている。 一方、 右京ニ

条四坊に位置する稲荷塚古墳は横穴式石室の石材の一部を抜き取られているものの、 完全な破

壊は免れている。 このことは長岡京の造営の実態がどのようなものであったかを考える手掛か

りの 1つになるとおもわれる。 （高田）



4 調査経過

( 2)過去の調査

京都府教育委員 会 に よ る調査 1967年から翌年にかけて京都府教育委員会が行った向H丘陵

周辺における遺跡分布調査のなかで、 稲荷塚古墳に関しても測量調査が行われた。 その結果、

稲荷塚古墳は全長 45m 、 後円部径28m 、 後円部高4 .2m 、 前方部輻20m 、 前方部高2 . 6m の規模

を持つ前方後円墳であることが示 された。

大阪大学 に よ る調査 大阪大学文学部では文部省科学研究費補助金（一般研究A 、 研究代表

者小松和彦助教授） を得て、 1992年から3 ヶ年の計画で、 日本古代の葬制と社会の関わりをテ
ー マにした考古学、 文献史学、 文化人類学の共同研究を企画した。 考古学班は、 首長墓の構造

の変遷から古墳時代の社会的、 政治的動向を解明するための事例研究として、 長岡京市稲荷塚

古墳の測量調査および墳丘発掘調査（第 1 次調査と呼称） を実施することにした。

稲荷塚古墳は、 当 地域の古墳時代首長系譜研究の空 白部分を埋める古墳時代後期の首長墓の

1 つと推定 されてはいたが、 発掘調査がな されたことはなく実態は不明のままであった。 その

いっぽうで、 古墳周辺では一帯に広がっていた筍栽培用の竹薮を浸食する形で宅地開発が進み、

古墳が位置する環境も変化しつつある。 そのため、 現時点でこの古墳に関する正確なデー タ を

得ておくことは、 今後の研究の進展のためにも、 また、 文化財の保護活用の点からみても欠か

せない作業であった。

調査はまず、 1993 年3月15 日から23 B までの約1 週間を費やして墳丘測菫を行い、 その成果

をもとに、 同年7月20 日から 8月11 日までの期間において、 古墳の規模、 形態を解明すること

を主眼 においた発掘調査を実施した。 その結果、 古墳は後泄にかなりの削平を受けていること、

墳丘残存部の大き さは全長 45m 、 後円部径29m 程度であること、 墳丘裾に幅 4 -5 m の浅い溝

を持つこと、 墳丘はほとんど盛土で造られており、 埴輪や葺石は施 されていないこ と などが判

明し、 今回の第 2 次調査を実施する上での貴重な墓礎デー タ となった。 （福永）

( 3)調査経過

調査の 目 的 今回の第 2 次発掘調査は、 市内でも数少ない後期の前方後円墳であるこの古墳

の保存、 整備を考えていく上での基礎資料を得るために、 長岡京市教育委員会が主体となり、

国庫補助事業として実施 された。 その具体的な目的は墳丘形態や築造時期の確定、 埋葬施設残

存状況の確認などである。 調査は大阪大学文学部教授都出比呂 志の指導を得て同助教授福永伸

哉、 同助手杉井健が担 当 した。 調査期間は1994年7月20 日から 8月11 日までの23 日間である。

調査経過 調査はまず設定トレンチ内の竹の根起こしを行い、 その後各トレンチで墳丘面の

検出作業にとりかかった。 埴輪、 葺石などの外表施設がなく、 墳丘盛土も黒色ないし暗褐色の

ため、 墳丘面の判別が難しく、 サ ブトレンチを多用して対処した。 墳丘斜面部と前方部墳項 部

の墳丘面がほぼ確定した後は、 残 された後円部墳項 部の攪乱坑内の攪乱土除去作業にあたった。

この夏の猛暑は記録的で、 期間中最高気温39℃ を越える 日が 4 日間も続くなど、 手掘りの発掘
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調査にと っ ては過酷な条件であ っ たが、 そのせいか例 年大いに悩まされるヤ ブ蚊が比較的少な

か っ たのはせめてもの救いだ っ た。

8月 1 日 にな っ て後円部項の攪乱坑内から数個の巨石が姿を現し、 輪郭をたど っ ていくと横

穴式石室の側壁であることが明らかにな っ た。 さらに 4 B には、 前方部の墳丘盛土の構造を確

認 するために墳丘面を断 ち 割 っ た深さ 2 mの前方部墳項トレンチの底から須恵器が並べられた

状態で検出され、 周囲を精査したところ 墳丘主軸に直交 する木棺直葬の小口に納められた副葬

土器であることが判明した。 今回の調査は埋葬施設も含めてその残存状況を確認 することが 目

的であ っ たため、 検出したこれらの埋葬施設についてはこれ以上の調査は行わず、 現状の実測、

写真撮影などを行うにとどめ、 9 A までにその記録作業を終えた。 この間、 8 日 には調査成果

について関係者説明会を行っ た。 10、 1 1日 の両 日 で埋め戻しを行い、 現地での作業を終了 した。

調査参加者 発掘調査、 整理作業には調査員、 調査補助員として大阪大学文学部考古学研究

室、 大阪大学考古学研究会のメ ンバー等が参加した。 また、 このほかに、 調査団の合宿生活を

支えるために多数の学生諸君が協力した。 それらも含めた参加者の氏名は次の通りである。

朴天秀、 清野孝之、 高田健一 （大学院文学研究科）、 高橋浩二 （文学部研究生）、 大川充夫 、

黒田利恵 、 松浦宇哲、 宮崎認、 安河内敬志 （文学部 4回 生）、 伊藤崇樹、 大林元、 川村雪絵、 北

田明宏、 楠樹華奈、 古松良章、 宍戸太一、 竹花明良、 田中史子、 寺前直人、 豊島直博、 林涼子、

岩崎腸子 （文学部 3回 生）、 松本め ぐ み （人間科学部 3 回 生）、 山本征治 （エ学部 3回 生）、 関口

俊洋、 中川直樹、 岡寺良、 高橋徹、 林正 憲、 岩戸晶 子、 衣畑真紀子、 忽那敬三、 村田真一、 湯

野基生 （考古学研究会）。

また、 本書には内容記述と調査成果の理解のための便宜をはか っ て、 前 年に行われた大阪大

学による第 1次調査の成果も加えているが、 この調査の参加者のうち 今回の第2次調査に加わ

っ ていない人の氏名をあげ、 その負 うところ を記しておきたい。

佐々木憲一、 ウ ェ ルナ。 シ ュ タ イ ンハ ウ ス、 金田普敬、 辻美紀、 橋本達也、 角 南聡一郎、 赤

木寛、 秋山妙子、 荒木亮太、 泉和郎、 井上順子、 白 井美友紀、 鶴田健治、 吉田進、 飯岡直子、

第 4 図 調査風景 (1994年） 第 5 図 説明会風景 (1994年）
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大森圭一郎、 道下将章、 山上和棋、 山田朋子、 吉野瑞穂。

なお、 本章の執筆は福永、 杉井、 朴、 清野、 高田、 高橋（浩）が行い、 杉井がこれを編集した。

各人の分担は執筆箇所の文末に示した。

謝 辞 調査の実施にあたっては多くの方々の御援助を項 いた。

調査地の地権者林三代次氏は発掘調査に御理解を項 き、 調査を快諾 された。 また、 隣接地の

地権者岡本隆、 五十棲春一、 野村伊三郎、 野村義三、 石田繁利、 石田芳嗣、 石田秀次郎の各氏

および隣接地の（有）大筆興業からは調査に関してご協力を項 いた。 子守勝手神社総代会は調査団

の宿舎を貸与 され、 合宿生活の円滑化に関して便宜を図られた。 後円部出土の墨書土器の釈読

に関しては向日市埋蔵文化財センタ ー の清水みき氏からご教示を項 いた。

このほかにも さま ざまな方面からの協力と援助によって発掘調査が大きな成果を上げること

ができたことに、 深く感謝の意を表したい。 （福永）

2 墳丘 の構造

( 1 ) 墳丘の現状

稲荷塚古墳は西から東に向かって傾斜する低位段丘の上面に立地し、 付近の標高 は 42m 前後

である（第 3 図）。 古墳の北側はいまだうっそうとした竹薮で覆われており、 古墳はその竹藪の

中に存在する。 墳丘および周囲の地形については、 1967- 6 8年の京都府教育委員会の調査、 1993

年の大阪大学の調査において測量図が作成 されているが、 両者を見比べてみると、 25 年の歳月

を経ても、 その間に古墳の墳丘部分に関しては大きな改変を受けていないことがわかる。 ここ

では、 大阪大学が作成した地形図をもとに墳丘各部分についての所見をのべる（第 6 図）。

古墳は前方部を南に向ける前方後円墳であるが、 その外形は前方後円形をよく保っ ている。

特に後円部北西斜面の残存状態は良好であ る 。

後円部についてみてみると、 その北西斜面の良好な残存状況に対して北東斜面の等高線には

若干の乱れがみられる。 しかし後円部北側斜面に関しては比較的よく旧状を残してい るとおも

われる。 ただ、 古墳のすぐ西側にまで開発がおよび コ ン ク リ ートの塀が後円部西側 を 取り巻く

ようにめぐっているため、 後円部西側の墳端部分については若干の削平を受けてい る 可能性が

ある。 後円部墳項 部には 「 オ キ ツネサン」と俗称 される小 さな祠が祭られているが、 等高線か

らは、 それを中心とする後円部の南側が大きくえぐり取られたと判断できる。 しかし、 後述す

る調査結果から、 一見後円部の残存部のようにおもえる祠北側の高まりも、 その大半は後円部

墳項 部削平後の堆積であることがわかった。 また、 等高線をみると、 西側クビレ部が不 自 然に

大きく外側へ張り出しており、 後円部墳項 部を削平した際の廃土が押しやられた状況を想定す

ることができる。 一方、 東側の クビレ部は比較的良好に旧地形を保存している。

前方部については、 その前面と西側 コ ー ナ 一部分の残存状態が良好である。 おそ ら くそれに
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ル ．A.
 

西 山 高校 グ ラ ウ ン ド

゜ 20m 

第 6 図 墳丘測羅図
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第 7 図 ト レ ン チ 配躍図 （ ア ミ は埋葬施設）

と呼称 する。

続く西側斜面の等高線の直線的な

ライ ンも、 本来の墳丘面を反映し

たものであろ う。 それに対し、 東

側 コ ー ナ 一 部分の等高線は円弧状

の カー ブを描き、 また東側斜面の

等高線も明瞭な直線とはならず、

これらの部分は後惟の改変を受け

ていると考えられる。

現状の墳丘において、 後円部墳

項部の最高点の標高は46. 5 m、 後

円部の削平による平坦部分の標高

は44. 5 m前後、 前方部の最高点は

44. 8mである。 また、 墳丘裾の標

高は42m前後であり、 したがって

現状の後円部最高点との比高差は

約4. 5 mとなる。 また、 後円部、 前

方部とも段築の存在は確認できず、

植輪や葺石が存在する証拠も認め

ることはできない。 （杉 井）

(2) トレンチの設定

墳丘調査においては、 前方部、

クビレ 部、 後円部にそれぞれ 2箇

所、 計 6箇所のトレンチを設定し

た（第7 図）。 トレンチの名称は前

方部、 クビレ 部、 後円部ともそれ

ぞれ西側から第 1、 第2トレンチ

トレンチの設定は、 墳丘の形態および墳丘斜面の形状を明らかにすることを 目 的に、 墳丘が

良好に保存されているとおもわれるところ を中心に行った。 このうち 前方部第 1トレンチ、 お

よび後円部第2トレンチは古墳の全長を知ることを主眼におき、 墳丘主軸に沿 う かた ち で設定

した。 以下、 各トレンチの調査内容、 およびそれによって得た所見を述べたい。 （杉 井）

(3) 調査の所見

前方部第 1 ト レ ン チ（第8 図上） 前方部前面における墳端の位置を確認 する 目 的で設定し
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たトレンチである。 後述 す

る後円部やクビレ 部の各ト

レ ン チに比べて墳丘の遺存

状態は良好で、 トレンチの

上半部（北半部）では表土

下 0. 3- 0. 5 m、 下端部（南

端部）では約 1 mで墳丘面

を確認した。

墳丘盛土は、 あいだに黄

褐色土層を 2層はさんで暗

茶褐色系の土と明茶褐色系

の土を互層に盛っており、

／
 

レ

本

褐

ト

基

黄

2

も

の

第

と

部

部

果

上

方

結

。

前

察

る

る

観

す

べ

の

応

述

で

対

に

チ

に

後

ン

的

色土層上面のレ ベルは標高

43. l mである。 この墳丘盛

土面は約 3Tの角 度で南に傾

斜し、 トレンチ南端部から

約 0. 5 mの位置で水平面と

なる。 ち ょ うど水平となる

地点から南は小礫を多鼠に

含む暗黄褐色土の地山面と

p□□□□□〗 e'.:
前方部第 1 ト レ ン チ
1 .  表土
2 .  黄褐色粘性砂質土
3 .  暗茶褐色礫混粘質土
4 .  暗褐色土
5 .  褐色土

6 .  褐色礫混土
7 .  黒褐色粗砂混粘質土
8 .  暗黒褐色粘性砂質土
9 .  暗茶褐色粘性砂質土
10 . 茶褐色粘質土

（盛土）
11 . 暗茶褐色土 43.0 m -
12 . 褐色土
13 . 暗褐色土
14 . 黄褐色土
15 .  黒褐色土
16 . 暗褐色土
17 . 暗黄褐色土
18 . 黄褐色土
19 . 暗黄褐色土゜ 2m 

前方部第 2 ト レ ン チ
l 表土
2 .  明褐色砂質土
3 .  明黄褐色土
4 .  暗黄褐色粘性砂質土
5 .  明茶褐色砂質土

（盛土）
1 1 .  黄褐色砂質土
12 . 暗茶色粘性砂質土
13 . 明買褐色粘性砂質土
14 . 暗茶褐色粘性砂質土
15 . 暗褐色粘性砂質土 18 . 黒褐色粘性砂質土
16 . 茶褐色粘性砂質土 19 . 暗褐色粘性砂質土
17 . 暗茶褐色粘質土 20 . 明褐色粘質土

6 .  暗茶褐色粘性砂質土
7 . 暗茶色粘性砂質土
8 .  茶褐色砂質土
9 .  暗褐色砂質土
10 .  黒褐色粘質土

42.0 m 

� 41.Qm 

こ二 黄褐色土

なり、 この傾斜変換点をも
第 8 図 前方部 第 1 . 第 2 ト レ ン チ 平面図、 断面図

（上 ： 第1 、 下 ： 第2 )

って墳端と認識した。 墳端、 および地山面のレ ベルは40. S mである。 一方、 トレンチ上部（北

端部）でも盛土面が平坦となることを確認した。 墳丘測量図（第6 図）の等高線の状況からみ

ても、 この付近で前方部墳項平坦面に移行すると考えるのが妥 当 である。

なお、 墳丘面には葺石は施されず、 段築も存在しない。 また、 トレンチ下部（南端部）の平

坦面より南側は調査範囲外であったため周溝の有無は確認できなかった。 遣物は須恵器片 • 土

師器片などが出土したが、 いずれも古墳に伴う時期のものではない。 （高田）

前方部第2 ト レ ン チ（第8 図下） 前方部側面の正確な形態を解明 する 目 的で前方部東側斜

面に設定したトレンチであるが、 古墳築造当 初の墳丘面は後世の人為的な削平や小動物の巣穴

などによってほとんど残存していなかった。 したがって、 平面的に墳丘面を検出することが困
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難であったため任意の面まで掘り下げ、 土層断面の観察によって墳丘面の確定を行った。

トレンチ西端部で黄褐色土層の存在を確認したが、 その残存する上面の レベルは標高43 . lm

であり、 前方部第 1トレンチおよび後述する クビレ部第 2トレンチの同様の土層と レベルが一

致する。 よってこの黄褐色土層を盛土の一部であると認識し、 この土層以下を墳丘残存部と判

断 した。 さらに、 墳丘はトレンチの下半部において最も大きく削りとられているため、 墳端は

明らかにしがたいが、 地山、 および盛土と考えられる19 · 20層の上面をたどると、 トレンチ上

部の ポイントP13 から約5 . lm のところで平坦な地山面を復元できる。 このような状況はトレン

チ南壁の土層でも観察できる。 したがって、 この平坦面が始まる部分をもって墳端と解釈して

おきたい。 なお、 墳端とする地点の レベルは41 .0m 前後であり、 前方部第 1トレンチおよび後

述の クビレ部第 2トレンチにおけるそれぞれの墳端の レベルとほぼ同じである。 また、 残存す

る地山上面の レベルは41 . 3 - 4 m である。 なお、 葺石の存在は確認できない。 遺物は奈良時代

の土師器片 。 須恵器片などのほか、 墳丘盛土から弥生式土器片が出土した。 （高田）

ク ビ レ 部第 1 ト レ ン チ（第10図上） 西側クビレ部の構造および墳端 ラインを確定するため

に設定したトレンチである。 表土および流土を1 .2 - 2 m 掘り下げ、 ようやく墳丘面に到達し

た。 トレンチ上半部（東半部）では墳丘部分が大きく削平 されている。 第10図上の22層（明褐

色粘質土）は非 常によくしまり粘性も強く、 これ以下を墳丘残存部と判断した。 この レベルは

標高43 . lm である。

トレンチ中央部から下半部（西半部）では礫を含む暗黄褐色土の地山面を検出した。 この地

山面も22層に続く墳丘残存面であると考えられるが、 安定した傾斜面をな さず、 後泄の改変を

受けているとおもわれる。 トレンチの西端部付近で、 ゆるやかに傾斜してきた地山面が水平に

なる箇所が確認 され、 その地点を墳端であると判断した。 墳端の レベルは41 . 4m 、 トレンチ中

央部の地山平坦面の レベルは42 .5m である。 なお、 葺石の存在は確認 されなかった。

トレンチ中央部の地山上面から、 若干の堆積土をは さんで比較的大きな石材が出土した。 こ

れは後述する後円部中央の横穴式石室に使用 されていた石材の可能性がある。 また遺物は流出
ほ う と う ふ や し き

土のなかから方頭斧箭式鉄鏃や土師器の小片、

須恵器の数片、 および古墳に伴わない若干の弥

生式士器片と中世の土器片が検出 された。 これ

らのうち鉄鏃は横穴式石室に納められた副葬品

の一部である可能性がある。 墳丘の現状のとこ

ろで述べたように、 西側クビレ部の等高線は不

自 然に外側へ張り出しており、 これを後円部墳

項 部を削平した際の廃土の集積と考えることは、
第 9 図 北宋銭 出土状況 （ ク ビ レ 部第 2 ト レ ン チ） このトレンチから大きな石材や鉄鏃などの横穴
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ク ピ レ 部第 1 ト レ ン チ
1 .  表土
2 朋黒褐色礫混砂質上
3 .  暗褐色礫混砂質土
4 .  明褐色枯質土
5 .  茶褐色礫混砂質土
6 .  暗褐色砂質土
7 .  暗茶褐色粘質土
8 .  茶褐色枯性砂質土
9 、 黄褐色礫混砂質土
10 . 褐色礫混砂質土
11 . 褐色砂質土
12 . 黒褐色礫混砂質土
13 . 暗黒褐色礫混枯質土
14 . 暗黒褐色粘性砂質土
15 . 茶褐色粘質土
16 . 暗褐色枯質土
1 7 .  暗茶褐色粘質土

攪乱
44.0m 

- ;-
P a  □二

=
18 . 暗褐色礫混粘質土
19 . 茶褐色枯性砂質土
20 . 暗茶褐色粘質土
21 . 暗黒褐色粘質土
22 . 明褐色枯質土 （盛土）

15 . 暗茶褐色礫混砂質七
16 . 暗茶褐色陛混粘性砂質上
1 7 .  茶褐色砂質土
18 . 暗茶褐色礫混粘性砂質上
19 . 灰茶褐色粘性砂質土
20 県灰褐色粘性砂質土 （盛土）
21 黒褐茶色粘性砂質土 25 黒色粘性砂質士
22 . 黒茶褐色枯性砂質土 26 . 茶褐色粘性砂質土
23 黒茶褐色礫混枯性砂質土 27 .  黄褐色土
24 . 暗茶褐色礫混砂質土 28 . 黄褐色土

ク ピ レ 部第 2 ト レ ン チ
1 .  表土
2 .  茶褐色礫混砂質土
3 .  茶褐色砂質土
4 .  明茶褐色砂質土
5 .  暗茶褐色桔性砂質土
6 .  淡黒色礫混砂質土
7 .  暗茶褐色礫混粘性砂質土

□, p 

8 .  暗茶褐色礫混粘性砂質上
9 .  暗茶褐色粘性砂質士
10 . 茶褐色桔l生砂質土
11 . 明茶褐色粘性砂質土
12 . 黒茶褐色粘性砂質土
13 . 明茶褐色礫混粘性砂質土
14 . 茶褐色礫混砂質上

亡□ 黄褐色土 ニ e .:

゜ 4 m  

第10図 ク ビ レ 部 第 1 . 第 2 ト レ ン チ 平面図 、 断面図 （上 ： 第 1 、 下 ： 第 2 )

式石室に関連 すると考えられる遣物が検出された こ とに矛盾しない。 さらに、 横穴式石室に対

する攪乱行為に伴って、 こ のトレンチでみられた墳丘面の改変もなされたと考える こ ともでき

よう。 （朴）

ク ビ レ 部第2 ト レ ン チ（第10図下） 東側クビレ 部の構造を確認 するために設定したトレン

チである。 表土および流出土を 0. 5 - 1 m程度掘り下げると、 東側に向かって約 22゜の角 度で傾斜

する一連の面を検出した。 こ の面は、 トレンチ西端から約 1. 5 mの間では水平面をなし、 その地

点から東ヘ一定の角 度で傾斜したの ち 、 東端から約 3. 5 mの位置で再び傾斜を変え、 ほぼ水平と

なる。 こ の安定した一連の面を墳丘盛土の残存面であると判断した。 よって、 こ のトレンチに

おける墳端の位濯は、 傾斜面が再び水平面に変わるトレンチ東端から約 3. 5 mのあたりであると

判断できる。 墳端のレ ベルは4 1. l mである。 一方、 トレンチ西端部の水平面は、 墳項平坦面と

するにはレ ベルが低く、 後世の削平を受け形成されたものと考えられる。 こ の部分のレ ベルは

約43. 2mである。



;, ロロニ
後 円 部第 1 ト レ ン チ
1 . 表土
2 . 暗茶色砂質土
3 .  暗黄褐色礫混砂質土
4 .  褐色砂質土
5 .  黒色土
6 .  茶黒色砂質土
7 .  黄褐色礫混砂質土
8 .  暗褐色砂質ナ
9 .  黄褐色礫混砂質土
10 . 黒色土
11 . 暗茶褐色砂質土
12 . 茶褐色砂質土
13 . 暗茶褐色砂質土
14 . 暗荼褐色砂質土
15 . 茶褐色砂質土
16 . 暗荼褐色砂質士

＼
 17 . 暗茶褐色砂質土

18 . 暗茶褐色粘性砂質土
19 . 暗黄褐色粘性砂質土
20 . 暗黄荼褐色粘性砂質土
21 . 暗褐色粘性砂質土
22 . 暗褐色枯性砂質土
23 . 暗黄褐色枯質土
2 4 .  暗黄茶褐色粘性砂質ナ

□□二二 t
a' 

45.0m 

後 円 部第 2 ト レ ン チ
1 . 明黄茶褐色砂質土
2 .  暗茶褐色砂質土
3 .  暗褐色砂質土
4 .  茶褐色砂質土
5 .  暗黄茶褐色砂質土
6 .  暗赤茶褐色礫混土
7 . 暗茶褐色粘性砂質土
8 .  暗黄褐色粘性砂質土
9 . 暗褐色砂質土
10 . 暗黄褐色礫混粘性砂質土
11 . 暗黄褐色粘性砂質土
12 . 黄茶褐色礫混粘性砂質土

（盛土）
13 . 暗茶褐色砂質土
14 . 暗質褐色枯性砂質土
15 . 暗黄褐色礫混粘性砂質土
16 . 暗黄茶褐色粘性砂質土
17 . 黄褐色礫混枯性砂質士
1 8 .  暗茶褐色砂質土
19 . 暗黄茶褐色粘性砂質土
20 . 黒褐色粘性砂質土
21 . 暗茶褐色粘性砂質土
22 . 暗黄褐色粘性砂質土

仁□ 小 さ な 単位の盛土

二 黄褐色土
（盛土）

25 . 暗茶褐色粘質土
26 . 黒褐色枯性砂質土
27 . 黄褐色礫混粘質土
28 . 暗黄茶色粘質土
29 . 暗褐色砂質土
30 . 黒褐色枯質土
31 . 暗茶褐色粘質土
32 . 暗褐色粘質土

44.0m 

43.0m 

-デ� 42.0m 

23 . 黒茶色土
24 . 明茶褐色土
25 . 黒色土
26. 明黄色土
2 7 .  暗赤茶褐色土
28 . 暗赤茶褐色土
29 . 暗茶褐色土
30. 黒色土
31 . 茶褐色土
32 . 明黄茶褐色土
33 . 黒褐色土

迎
茫
c
g
野

e, ロニ゚
4 m  
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第11図 後円部第 1 . 第 2 ト レ ン チ平面図、 断面図 （上 ： 第 1 、 下 ： 第 2 )



第 1 章 井 ノ 内稲荷塚古墳第 2 次調査 1 3  

墳丘面を構成する盛上層には、 標高43 .0m 、 および42 .3m のあたりに明るい黄褐色の土層が

2 層存在する。 特にその上部の黄褐色土層(27層）は、 先に述べた前方部第 1トレンチ、 第 2

トレンチで確認 された同様の黄褐色土層と レベルが一致することは重要である。 これ ら の黄褐

色土層には さまれた部分の盛土は、 黒色ないしは茶褐色の均質な粘性砂質土で形成 される。 ま

た、 トレンチのほほ中央部か ら 東側では礫を多く含む黄色砂質土の地山となる。 その地山の最

高点の レベルは41 .5 - 6m であり、 前方部第 2トレンチの地山上面の高 さとほぼ同じである。 葺

石および段築の存在は確認できなかった。

遺物は墳丘盛土直上の土層か ら 北宋銭 7 枚が検出 されたほか （第 9 図）、 流出上か ら 古墳以降

の土師器、 須恵器、 陶磁器の小片が出土した。 （杉井）

後 円 部第 1 ト レ ン チ （第11 図上） 後円部の北西斜面に設定したトレンチである。 後円部の

墳端 ラインの確定を目的としたが、 トレンチの下部に大きな攪乱がおよんでいたため、 それを

明確にするには至 ら なかった。 しかし、 墳丘面の認定が困難であったことが結果的に墳丘の一

部を新ち割ることとなり、 墳丘盛土に関して重要な知見を得ることができた。

トレンチの北西部 （下部）では、 現地表下約 lm で賀褐色 シ ルト質粘質土の地山面を検出し

た。 この地山面は標高41 . 9m の品 さで水平面となり、 その上に墳丘の盛土がな されている。 地

山と盛土の開にいわゆるブ ラ ッ クバン ド は認め ら れない。 盛土には幾つかの大きなまとまりが

存在することを観察できるが、 そのうち標高44 .0 - 44 .5m を境にしてその上下で全く盛土の施

し方が異なることは注目 される。 すなわち標高44 .0m 以下の盛土は、 厚 さ20 - 40cm、 水平輻2

m 以上を1 単位とするもので、 比較的大きな盛土単位をなす。 一方、 標高44 .0m 以上では、 厚

さ5 -10cmの断面凸 レンズ状の小 さな単位を密に幾層にも積み重ねる盛土となる。

大きな単位の盛土部分に関して

は さ ら に2 つの部分に分割できる。

まず、 水平に整地した地山面の上

に暗褐色ないし黒褐色粘質土の盛

土 を60 -70cm 施 し （第11 図 上 —

2 9 -32層）、 その上に小 さな礫を含

む黄褐色粘質土を中心とした盛土

を行う(27 ·28層）。 これが下部の

ひとまとまりをなし、 その厚 さは

1 m 程である。 その上にこれと同

様の盛土をもう1 単位繰り返す。 O 1 m  
I I I I I ' I 

茶色粘質土
茶褐色砂質土

二 暗茶褐色砂質土
鵬璽 黒褐色砂質土
区 暗茶色砂質土
已コ 黄褐色礫混砂質土
伽 黒褐色砂質土

p 3 

1 .  表土
2 .  暗茶色砂質土
3 .  暗黄褐色礫混砂質土
4 .  褐色砂質土
5 . 黒色土
6 .  茶黒色砂質土
7 .  黄褐色礫混砂質土
8 .  暗褐色砂質土
9 . 黄褐色礫混砂質土
10 . 黒色土
11 . 暗茶褐色砂質土

2 度目の盛土単位となる黄褐色土

の上面は後円部の中心に向かって
第12図 後円部第 1 ト レ ン チ上半部の盛土状況図
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徐々に レ ベルをあげてい る が整っ た平坦面をなし、 盛土作業におけ る 重要な整地面および作業

休止面の 1 つであろ う。 こ こ を境に盛土の形状が全く異 な る こ とも そ の こ とをよく示してい る 。

そ の上部の、 密に凸 レンズ状の小さな 単位の盛土を繰り返す部分は、 茶色系および茶褐色系の

砂質土あ る いは粘質土を交互に盛り固めた状況を呈 す る （第1 2図）。 盛土 ひと運びごとに土質を

変え、 非常に念入りに盛土作業を行 っ た様子がうかがえ る 。 ト レンチ上端部で こ の種の盛土の

残存 す る 厚さは7 0cm程度であ る が、 後円部墳項部が大きく削平を受けてい る こ と、 および後述

す る 横穴式石室の復元され る 高さを考慮 す る と、 こ の部分にも本来はさらにいくらかの盛土が

存在していたと考え る のが妥 当 であ る 。 なお、 段築および葺石の存在は確認されなか っ た。 遺

物は、 須恵器、 土師器の小 片が出土してい る が、 大半は古墳以降の遺物であ る 。 （杉 井）

後 円 部第2 ト レ ン チ （第11 図下） 後円部の北側、 墳丘主軸上に設定したト レンチであ る 。

古墳の全長、 および周溝の有無を明らかにす る こ とを 目 的とした。 こ のト レンチにおいても結

果的に墳丘の一部を断 ち割 る こ ととなり、 後円部第1 ト レンチと同様に盛土の様子を観察 す る

こ とができた。

まず墳端は、 ト レンチ北端部より南へ約 6 mの位置で確認した。 そ れは直径20cm以下の多く

の礫を合む明黄色砂礫層の地山を削り込み形成されてい る 。 墳端の レ ベルは41 . 2mで、 墳丘側

の地山平坦面の レ ベルが41 . 8- 9mであ る から、 60- 7 0cmの削り出しの品さを持つ。 地山は墳端

部から北へゆ る やかに傾斜し、 ト レンチ北端部から 2. 7 - S mのと こ ろ で最も レ ベ ルが低くな っ

たあと、 再びゆ る やかに レ ベルをあげ る 。 そして、 ト レンチ北端部から7 0- SOcmの箇所で再び

墳端部と同じ レ ベルにな る 。 地山の削り込みは後にも述べ る ように墳丘構築時の人為的 なもの

であ る と考えられ る から、 こ の後円部北端部に続く地山の浅いくはみも人の手によ る 意味のあ

る ものと考え る のが妥 当であろ う。 よ っ て、 こ の輻約 5 m、 深さ約 30cmの浅いくぽみを墳丘裾

に設けられた溝の一部であ る と判斬した。

墳丘盛土は、 後円部第1 ト レンチでみられた状況と類似 す る 。 すなわち 標高41 . 9mの高さで

地山を水平に整地し、 そ の上に盛土が施され る 。 地山と盛土の間にはブラ ッ クバン ド は存在し

ない。 盛土は、 まず下部に比較的大きな 単位の土盛りを施し、 そ れには黄褐色系の土層を 2層

はさむ （第11 図下—14 。 17層）。 また、 後円部第1 ト レンチとほぼ同じ レ ベルの標高44. 3mを越

え る 位置で大きく盛土の状況が変化し、 小さな 単位の密 な盛土とな る 。 特に、 地山上面の レ ベ

ル、 および盛土の状態が大きく変化す る 地点の レ ベルが後円部の両ト レンチにおいて一致 す る

こ とは注 目 され、 そ の両面が墳丘構築作業時におけ る 重要な作業単位面であ る 可能性が高い。

なお、 段築、 詳石の存在は確認されなか っ た。 また、 遺物は、 若干の須恵器片 、 土師器片が検

出されてい る 。 （杉 井）

(4) 墳丘形態の復元

墳丘の形態 （第1 3図） こ れまで述べてきたように、 稲荷塚古墳の墳丘は後世の削平によっ



て各所が改変を受けているが、 墳丘に設けた

6 箇所のトレンチのうち5 箇所で墳端を確認

することができた。

まず、 後円部径の復元にあたっては、 確実

に後円部の外郭線と認めうる後円部第 2トレ

ンチおよび ク ビレ部第 1トレンチで検出した

墳端 ラインが、 円周上の一部となる正円を描

く作業を行った。 円周上の点が2 点のみであ

るため、 幾つもの正円を描くことができるが、

墳丘測量図の等高線や後円部第 1トレンチの

下端部で検出した地山面の レベルを参考に、

最も妥 当であるとおもわれる後円部の外郭線

を描いた。

ここで1 つ問題となるのは、 ク ビレ部第 2

トレンチで検出 された墳端 ラインを後円部の
一部として取り込むのかどうかという点であ

る。 第10図下のトレンチ平面図に示した等高

線をみると、 墳端であると認識したあたりの

等高線は後円部の一部とするのにふ さわしい

ラインを描いているようにみえる。 しかしト

レンチ上半部で検出した盛土面の傾斜から判

第 1 章 井 ノ 内稲荷塚古墳第 2 次調査 1 5  

第13図 井 ノ 内稲荷塚古墳墳丘復元図

断すると、 ここではむしろ前方部の墳丘斜面を検出しているとみるほうが妥 当 であるとおもわ

れ、 したがって 当トレンチのすぐ北側に後円部と前方部の連結部分が存在するとの推察が可能

となろう。

前方部の前面については、 前方部第 1トレンチで検出した墳端 ラインによって確実に捉える

ことができる。 一方、 その側面に関しては、 ク ビレ部第 2トレンチおよび前方部第 2トレンチ

で検出した墳端 ラインを直線で結び、 それを現状で想定しうる墳丘中軸線を境に西側へ折り返

すことにより復元した。 この折り返し作業においては、 墳丘中軸線の位置により前方部の幅が

大きく異なってくるが、 後述する後円部や前方部で検出 された主体部の位置、 およびよく墳丘

が保存 されていると考えられる前方部西側 コ ー ナ 一部と西側斜面の等高線の方向を参考にして、

墳丘中軸線の決定と折り返し作業を行った。

以上の結果、 墳丘の平面形態は第13 図のように復元できる。 すなわち、 稲荷塚古墳は全長 46

m 、 後円部径29 .5m 、 ク ビレ部幅21 .5m 、 前方部長1 6 .5m 、 前方部幅29 .5m の規模を持つ前方



1 6  墳丘の構造

付表 2 墳丘 ト レ ン チ各部分の高 さ

＼ 墳 端 地 山上面 黄褐色の盛土

前第方
1

部
ト レ ン チ 40 . S m  40 . 8 m  43 . 1 m 

41 . 2 -3 

前第方部
2 ト レ ン チ 41 . 0  41 . 3 -4  43  1 

ク ビ レ部 41 4 42 . 5  第 1 ト レ ン チ
ク ビ レ部 41 . 1  41 . 5 - 6  43 . 0  第 2 ト レ ン チ 42 . 3 
後第円部 41  9 44 o�s 

1 ト レ ン チ 43 . 2 
後第円部 41 . 2 4 1 . 9  44 . 3  

2 ト レ ン チ 42 . 4- 5  

できない。

後円墳である。 また、 現存する後円部高は 4

m 、 前方部高は3 .5m である。 墳丘主軸の方向

はN25 ゜Wで、 前方部は南に向く。 後円部第 2

トレンチ北半部の所見から、 墳丘裾には輻5

m 程の浅い溝がめぐら されていたと考えられ

るが、 これが全周するか否かという点も含め

て詳細な内容は現状では不明である。 ただし、

埋土の状況からみて常に帯水状態にあるよう

な溝であったとは考えがたい。 さらに、 葺石、

埴輪を持たず、 段築成の存在も認めることが

墳丘の構築 各トレンチの所見の部分で個別に記述した盛土や地山の高 さを第 1 表にまとめ

た。 これをもとに、 墳丘の構築過程を考えてみたい。

まず注目 されるのは、 各トレンチにおいて地山と盛土の境を示す地山上面の レベルがほぼ
一致することである。 これは、 墳丘を構築するにあたって、 まず旧地形を削平し平坦面に整地

するという行為があったことを推察 させる。 後円部のトレンチで確認したように地山上面にい

わゆるブラ ッ クバン ド が存在しないことは、 この推察を裏付ける。 また、 墳端の レベルは標高

約41m で共通し、 地山上面の レベルと比べて各トレンチとも数10cm低いことから、 墳丘の基底

ラインは地山を削り込むことによって造り出 されたことがわかる。 墳丘裾の浅い溝 はこの作業

の結果形成 されたものであろう。

その地山の上に盛土がな されるのであるが、 ベルト状には さみこまれた黄褐色系の盛土の レ
ベルが、 前方部、 後円部ごとに共通することも注目 される。 特に後円部にみられる上層の黄褐

色土の レベルが標高44m を超えたあたりの数値で共通し、 さらにこれを境に大きな単位の盛土

から小 さな単位の盛土に変化することは重要である。 後述する後円部墳項トレンチで確認 され

た石室の裏込め土および墳丘盛土においても同様の小 さな単位の土盛りがみられ、 レベル的に

墳丘トレンチのそれと同質のものであると考えられる。 こうしたことから、 標高44 m の黄褐色

土の整地面は墳丘構築においてはもちろん、 石室構築においても重要な作業休止面であっ た 可

能性が高い。 また、 想定 される石室の高 さから判断して、 標高41 .9m の後円部にお ける地山整

形面が、 石室の基底面であると考えられる。
一方、 前方部では標高43m あたりに黄褐色系の盛土が存在するが、 その上下で後円部でみら

れたような盛土の1 単位の大き さが変化する状況はみられない。 黄褐色土の レベルが後円部と

前方部で一致しないことも合わせて考えると、 前方部と後円部における墳丘構築の手順が同じ

ものではなかったと予想できる。 （杉井）
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( 1) 発掘区の設定
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第14図 後円部墳項 ト レ ン チ 平面図、 断面図
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第16図 土師器出土状況 （後円部墳項 ト レ ン チ） 第17図 焼土層 の堆積 （後円部墳項 ト レ ン チ ）

れ墳丘主軸に沿う方向とそれに直交する方向に十字形に設定した。 また後円部墳項トレ ン チで

は、 横穴式石室の主軸方向を確認するため、 トレ ンチが十字形に直交する部分の南西 コ ー ナ ー

部をカ ットした。

以下、 両トレ ンチの調査内容と、 調査の結果その存在を確認した主体部の構造について、 概

要と現状におけ る 所見を述べたい。 （清野）

( 2)調査の所見

後 円 部墳頂 ト レ ン チ 後円部における主体部の残存状況の確認を目的とし、 墳丘主軸方向に

長 さ10m 、 ポイ ントp 1 でこれと直交する長 さ7m のトレ ンチを加えた十字形に設定した。 そ

の結果、 標高44m 付近より下層に横穴式石室が遺存していることを確認した。 また、 石室の周

囲に施 された裏込めおよび墳丘盛土の状況を確認した。

横穴式石室、 墳丘盛土および石室裏込めの状況については後述することにして、 ここではま

ずそれらの上部の攪乱坑内（第1 4図— 1 - 42層）の状況について概要を報告する。 なお説明の便

宜上、 十字形のトレ ン チを ポイ ントp 1 を中心に東、 西、 南、 北区とそれぞれ呼び分けること

にする。

横穴式石室、 墳丘盛土および石室裏込めは大規模な攪乱を受けており、 石室の上半部は完全

に破壊 されている。 この攪乱は各所において石室石材が存在していたとおもわれる位置より さ

らに外側の石室裏込めおよび墳丘盛土にまでおよぶ。 特に東区において は墳丘盛土を大きくえ

ぐり込んでいる（第1 4図、 図版 7 - 1)。

東区において、 この攪乱土中より土師器が一括して検出 された（第1 6 図）。 いずれも長岡京期

のものと考えられ、 この攪乱がそのころのものであることを示している。 これらの上師器のう

ちでも特に注目 されるものは、 その外面に墨書人面が描かれることがしばしばあるタ イプの土

器が含まれることである（第22図—23)。 こうした土師器が一括して面的に検出 されたことから、

この遺構に伴って何らかの祭祀が行われたと考えてよかろう。 他に、 この時期に該 当 する遺物

として、 底部外面に墨書を施す須恵器（第22図ー27)などがある。
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この攪乱坑内の上層から焼土を含む層（第14図— 2 - 5 、 9層）がいくつか検出された（第1 7

図）。 土層の堆積状況からみてこの層が堆積した時点では すでに大規模な攪乱坑がほとんど埋ま

り、 墳項部が浅くくぼん だ状態であったことが想定できる。 焼上を含む層はその浅いくぼみの

ほぼ中央部に堆積している。 焼土を含む層はいくつか重なって存在し、 後円部墳項付近で何回

かにわたって火を使用したことがうかがえる。 こ れらの層からは中世の羽釜、 瓦器や、 近世、

近代の遺物など、 様々な時代のものが出土しており、 焼土を含む層の時期を特定 するには至ら

なかった。

ところ で、 最初に述べた石室にまでおよぶ大規模な攪乱については以下のことが想 定できる。

もし石室内を盗掘することのみが 目 的であればこれほど大規模な攪乱は必要ではなかろ う。 石

室の側壁を大きく越えてその外側にまで攪乱がおよんでいることを考慮 すると、 当 初から石室

の石材を抜き取ることが 目 的であったと解釈した方が蓋然性が高い。 さらに先述した一括出土

の土師器からみて、 石室石材の抜き取りに際し、 何らかの祭祀行為が行われたとみな すことも

できよう。 また、 これらの土師器の時期がほぼ長岡京期に比定できることも勘案 すれ ば、 この

大規模な攪乱が長岡京造営工事で使用する石材を調達 するための古墳破壊であった可能性が考

えられる。 （清野）

前方部墳頂 ト レ ン チ 前方部における主体部の存否、 および墳丘盛土を確認 するために設定

したトレンチである。 前方部墳項に位蹟し、 墳丘主軸にそって南•北区、 それに直交 する東・

西区という十字形のトレンチを設定した。 規模はそれぞれ南北 7 m、 東西 7 mで、 幅は 1 mで

ある。 調査の結果、 土層は 4つに大別できることが判明した。 東西区北壁の土層でそれを示す

と、 上から表土（第18図— 1層）、 2次的な堆積土層(2層）および後祉の攪乱土層(3 - 6 

層）、 盛土層( 7 - 19層）、 主体部に関係する土層(20- 39層）となる。 また木棺を直葬した主

体部が東区から検出されたが、 これについてはの ち に詳しく述べることにし、 ここではまずそ

の上面の土層の状況について述べる。

後世の攪乱は、 少なくとも 2回 認められる。 まず中央部から東区にかけて、 墳丘盛土をす り

鉢状に大きく掘り窪めているものである。 規模は上面で南北4. 5 m、 東西5 . 8mである。 埋土中

からは、 中近世の土師器皿などが出土した。 さらに東区では、 この層を掘り込む攪乱が認めら

れる。 規模は東西 2. 2mである。 埋土中からは、 若干の炭とともに、 中近世の土師器皿などが出

土した。 そして、 これらの攪乱層の上に 2次的な土層が堆積 する。 この層からは中近世の土師

器皿の他、 須恵器や陶磁器などが出土した。

これらの層を除去 すると、 盛土と考えられる硬く締まった層が検出された。 北区の状況でこ

れを示すと、 盛土は上から茶褐色系 (42層）、 黄褐色系 (44層）、 黒褐色系 (45 - 47層）と交互

に積み上げられている。 北区北端で、 45 - 47層のような水平に積み上げようと意識した盛土が

認められた。 ただし後円部の各トレンチで検出されたような小さな単位の盛土はみられなかっ



第 1 章 井 ノ 内稲荷塚古墳第 2 次調査 2 1  

西区

北区 1 .  表土 20 . 暗黄褐色粘性砂質土
2 .  黄褐色粘性砂質土 21 . 淡黄褐色粘質土
3 .  黄褐色炭混 じ り 土 22 . 暗黄褐色炭混 じ り 土
4 賀茶褐色粘性砂質土 23 . 淡黄褐色炭混 じ り 土
5 .  茶褐色粘質土 24 . 黄茶褐色炭混 じ り 土
6 朋茶褐色粘性砂質土 25 . 黄橙褐色粘質土

26 . 暗黄橙褐色粘質土
7 .  暗黄褐色粘質土 27 . 黒茶褐色粘質土
8 黄褐色粘質土 28 朋黒茶褐色粘質土
9 .  暗褐色粘質土 29 . 淡黒茶褐色粘質土
10 . 黄黒褐色粘質土 30 . 黄橙茶褐色枯質土
11 . 暗黄黒褐色粘質土 31 . 暗黄橙茶褐色粘質土
12 . 黒褐色粘質土 32 . 黄色粘質土
13 . 淡黄黒褐色粘質土 33 . 暗黄黒茶褐色土
14 . 明黄黒褐色粘質土 34 . 明黄黒茶褐色土
15 . 黒茶褐色粘質土 35 . 黄色粘質土
16 . 黄黒茶褐色粘質土 36 . 黄橙褐色炭混 じ り 土
17 . 明黒茶褐色粘質土 37 . 暗黄黒茶褐色粘質土
18 . 明黄茶褐色粘質土 38 . 暗黒褐色粘質土
19 . 暗黒茶褐色粘質土 39 . 暗黒褐色粘質土

木棺直葬

40 . 暗黄褐色粘質土 47 . 黒褐色粘質土
41 . 黄褐色礫混土 48 . 暗茶褐色粘質土
42 . 暗茶褐色礫混枯質土 49 . 黄茶褐色粘質土
43 . 茶褐色礫混粘質土 50 . 明黄褐色粘性砂質土
44 . 明黄褐色粘質土 51 . 明茶褐色粘質土
45 . 黒褐色粘性砂質土
46 . 暗黒褐色粘質土

□ 棺材の痕跡
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第18図 前方部墳項 ト レ ン チ 平面図、 断面図

た 。

さらに主体部を確認する目的と地山までの土層の状況を調べる ために、 東西区で深 さ lm ほ

どの断ち割り作業を行った 。 その作業の途中、 東区で主体部に副葬 され た須恵器を検出した 。

地表下約2 m 、 標高42 . 6 -7m の こ の レベルが、 主体部のほぼ下面に相 当 しよう。 こ こ で作業を

中止 し 、 土層の断面観察を行っ た 結果、 盛土の状況や主体部の掘り込みを確認し た。

東西区での盛土状況をみてい くと、 こ こ でも黒褐色系( 7 層）、 黄褐色系( 8 層）、 黒褐色系

( 9  -12、 1 4、 19層）、 黄褐色系(17、 18層）と互いに層をなす こ とがわかった 。 た だ し 、 小 さ

な単位の盛土は認められない。 ま た12層からは、 墳丘構築以前の弥生式土器の甕底部 と 考えら

れるものの他、 数点の土師器小破片が出土している。 （高橋）
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(3) 埋葬施設の構造

1。 後円部横穴式石室

前述の通り、 後円部において横穴式石室の存在が確認された。 ここでは横穴式石室と、 墳丘

盛土および石室裏込めの状況について述べる。

石室裏込め お よ び墳丘盛土 石室裏込めは、 西区の北壁に裏込めの用途を持つとおもわれ る

石材がみられるものの、 北区、 東区では石の使用が確認できず、 土により石室裏込めを行った

と判斯できる。 そのため墳丘盛土と石室の裏込め土を区別 することは困難であり、 ここでまと

めてふれることにする。

墳丘盛士および石室裏込めは黄褐色系と茶褐色系の土が小さな単位で積み 重なる互層となっ

ており、 各層は墳項部を最高所とする墳丘の傾斜に平行して斜めに積まれている（第15 図）。 こ

れらの土はいずれもしまりが良く、 粘性を持つものが多く、 また大きな礫を含まない。 こうし

たことから石室裏込めおよび墳丘盛土には均質な、 きめの 細かい上を選択的に使用したと考え

ることができる。

また、 後円部第 1、 第2トレンチでは、 標高44. 0- 44. 5 m付近に墳丘盛土をいったん平坦に

整地した面が検出されている。 この平坦面より上の墳丘盛土は、 横穴式石室の周囲の墳丘盛土

および石室裏込めと同様に、 しまりがよく、 均質な、 きめの 細かい、 黄褐色系と茶褐色系の上

を互層に積むことから、 石室構築に対応した盛上である可能性が高い。 すなわ ち 、 この盛土整

地面でいったん後円部墳項を平坦にならした後に、 石室構築と並行して墳丘を築造していった

ことが想定できる。 おそらく、 この盛土整地面は何らかの作業休止面に当 たるものであろ う。

さらに、 後円部においては標高4 1. 9mで地山が平坦に整地されている。 レ ベルから判断して、

これは石室構築における甚底面になる可能性が高い。

石室の規模 今回の調査では、 調査区が限られていたため、 玄室および羨道の一部を確認し

たものの奥壁は検出されなかった。 また、 横穴式石室を検出した時点で掘り下げを中止 したた

めに、 石室の残存している部分の上面を確認したに過 ぎない。 このため石室の規模、 構造等に

ついて得ることのできた情報は限られているが、 現状で判明している範囲で報告 する。

横穴式石室は奥壁からみて右側に袖を持つ右片袖式である（第14図）。 石室主軸は N 28. 5 ゜ E

で、 南南西に開 口する。 玄室の輻は各所で多少の差はあるが、 およそ 1. 85 m、 袖部の輻は 0. 6

m、 羨道の輻は 1. 16mである。 玄室の長さは、 奥壁が検出されていないので不明だが、 最も短

く見 積もって、 東区のほぼ中央の大型の石材が側壁と奥壁の コ ー ナ 一 部に相 当 すると考えると、

3. 6m程度となろ う。 その場合、 玄室の中央が後円部のほぽ中心に位臨 することになる。

また、 前述の通り、 後円部第 1、 第2トレンチで認められた標高4 1. 9mの地山整形面を石室

構築の甚底面と すると、 このレ ベル付近に石室床面が存在 すると考えられよう。 それならば床

面からおよそ 2 mの高さまで石室が残存していることになる。
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石室石材 石材は東区の中央付近の石および袖石に大きいも

のを用いるが、 小 さな石材も各区でみられる。 現位置を保つと

おもわれる石材が多く、 残存する石室の側壁 ラインを想定でき

る。 しかし、 北区南端の、 玄室側壁に沿って 4 つ並んだ20 -25

cm程度の石、 袖部 コ ー ナ ーの25 cm程度の石、 南区北端付近にあ

る、 南区と東区との コ ー ナ ーに一部だけみえている石は、 石室

の側壁ラインから石室内側にはみ出しているため、 原位置を保

つものではないと判断できる。

石材は 自 然石が使用 され、 その短辺を石室側に向け、 小 口 積

みに されている。 石材の上面はほぼ平坦であるが、 石室内側が

やや高くなるようにエ夫 されている。 これは石材の荷重を石室

の外側に分散 させるための構造上の理由によると考えられる。

築造の時期 この横穴式石室の築造の時期を直接示す遺物は

確認 されていない。 しかし横穴式石室が後円部のほぼ中央に位

置することから、 これはこの古墳の中心埋葬と考えられ、 前方

部の木棺直葬がT K lO型式期の須恵器を伴うことから判断して、

これとほぼ同時かそれ以前の時期を想定することができよう。

これ以降の時期に属する古墳時代の須恵器が後円部に設けられ

たトレンチからいくつか検出 されており、 これらは横穴式石室

に伴う遍物である可能性がある。 （清野）

2 . 前方部木棺直葬

前述のように、 前方部墳項 の主体部は、 トレンチ断ち割り作

業によって、 地表下 2 m の位置で発見 された。 主体部は墳丘の

主軸に直交し、 前方部墳項 の東側に偏って位置する。 主体部の

構造については、 墓猥や木棺、 および裏込め部分などがわかっ

ている。

墓堀は盛土を掘り込んで構築している。 断面観察の結果、 上

面は攪乱層によって削られているものの、 掘り込みの西端が検

出できた。 東端は、 さらにトレンチ東方に存在すると考えられ

る。 結果的に墓城の規模は、 上面で長 さ5 . 4m 以上、 下面で4 .8

m 以上になる。 また墓堀の幅はトレンチ外に位翫するため不明

である。

木棺は、 組合せ式箱形木棺である。 小 口 板が側板の外側に接

棺材の痕跡

"
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第19図 木棺直葬平面図
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する形態をなす。 木棺の規模は長 さ約3 .5m で、 輻は0 .6m 以上である。 小日板の南北長は、 現

状で0 .7m 確認できる。小 口 板の厚みは東側で狭く、 西側で広い。 それぞれ 8 cm、 15 cmほどであ

る。 また側板の厚みは7 cmほどで、 一部わずかに木質が残存していた。 木棺の西端は、 墓墟の

掘り込みから0 .5m の間隔をおく。 東端では、 墓堀との間隔は さらに広がる。

また木棺には、 須恵器が品IJ葬 されていた。 須恵器は木棺内東端で、 小 口 板に接して検出 され

た。 現状で5 セ ット分が確認できた。 北側から横瓶と考えられる個体、 杯身 ・ 杯蓋のセ ット、

短頸壺と把手付蓋のセ ット、 杯身 ・ 杯蓋のセ ット、 南端も杯身 。 杯蓋のセ ットである。 これら

はすべて、 全面に赤色顔料が塗られている。

木棺の両小 口 外イ則では、 裏込め土を除去すると、 円形の ピ ットが1 箇所ずつ検出 された。 両

方とも直径約20cmである。 東側 ピ ットは木棺から約30cm、 西側は7 cm離れて位置し、 両者の間

隔は3 .8m である。未掘のため、 深 さはわからない。この ピ ットは木棺の下面と同 レベルに存在

する。 木棺の埋設にあたって、 墓横内に木棺を 吊 り下げるなどの用をなす支柱が立て られた可

能性もある。

これらの主体部構造にともなって、 層位も大きく 4 つに分割できる。木棺上埋土（第18図ー3 6 ・

37層）、 木棺立ち上がり( 3 8層）、 木棺裏込め(30 -35 層）、 そしてこれらの上層に墓城内埋土(20 -29

層）が厚く堆積する。3 6 層からは、 須恵器杯身などが出土した。

さらにトレンチ西区で、 トレンチ西端から約0 . 4m のところに、 土横の一部を検出した。墳丘

主軸に平行し、 墳項 中央部からやや西側に位置する。 幅は、 約0 . 4m と小型である。上述した木

棺直葬が墳項 中央部からかなり東に備在することから他にも複数に主体部が存在する可能性が

高く、 この土城も その1 つである可能性がある。

以上、 前方部墳項 主体部についてみてきた。 最後に主体部の築造順序を復元し、 まとめたい。

①盛土を掘り込んで、 墓堀を構築する（長 さ上面で5 .4m 以上、 下面で4 .8m 以上）。

②墓横内に ピ ットを設ける。 それとともに、 木棺（長 さ約3 .5m 、 幅0 . 6m 以上）を設置する。

棺内に須恵器などを副葬する。

③木棺裏込め土を積み上げる(30 -35 層）
＼
；

④木棺上に上を積む(3 6 · 37層）。

⑤墓渡内全面に土を積み上げる(20 -29層）。

このように主体部は構築 され、 さらに上面に は盛土がな されたと考えられる。（高橋）

4 出 士 遺 物

( 1)遺物の概要

遺物は総数600点余りが出土した。墳丘トレンチ出土のものは、 弥生式土器および古墳築造以

後ほぼ現代までの土師器 ・ 須恵器 ・ 瓦器 ・ 陶磁器などの土器類が大半を 占 め、 他に瓦 ・ 銅銭 。
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鉄釘 ・ 釣針 。 砥石などがある。 古墳に伴う可能性のある須恵器が後円部第 1 . 第2トレンチお

よびクビレ 部第2トレンチから少 量出土している。 後円部墳項トレンチからは、 奈良時代の土

師器 ・ 須恵器（墨書土器を含む）とともに古墳時代の須恵器も検出されている。 また、 前方部

墳項トレンチでは、 木棺に副葬された須恵器のセ ッ トが良好な状態で遺存しているこ と を確認

した。 以下、 各遺物についての概要を述べる。 （高田）

(2) 古墳に伴う遺物

木棺 に 副 葬 さ れ た 土器（第20図— 1) 前方部にある木棺直葬の棺内東小口において、 杯身 ・

杯蓋の組合せが 3セ ッ ト、 短頸壺 ． 把手付蓋の組合せが 1セ ッ ト、 横瓶と考えられるものが 1

点の計 9点が原位濯を保ったままの状態で遺存していることを確認した。 遺物は今回の調査で

は取り上げず、 埋め戻した。 したがって、 調査時に一時的にその一部を取り上げて 図化した杯

蓋 1点について報告する。 今回は破片から復元 ・ 作成した 図を示しているが、 本来は完形品で

ある。

それは口径13. 6cm、 高さ 3. 9cmの杯蓋である。 胎土には径2mm以下の長石•石英を含み、 焼成

は堅緻である。 色調は明灰色を呈 する。 口緑端部は内傾し、 不明瞭ながらも段を持つ。 天井部

と体部の境 目 には凹線がめ ぐ る。 上面のケ ズ リ の範囲は外面の約 2/ 3を 占 め、 反時計囮りに

削る。 外面には赤色顔料が塗布されている。 日 緑端部が内傾 する点、 天井部とイ本部の境 目 の稜

が失われている代わりに凹線がめ ぐ る点などから、 陶 邑編 年の T K lO型式期に併行する時期の

ものと考えられる。

墳丘流 出 土 か ら 出 土 し た 土器（第20図— 2 - 22) 後円部 。 クビレ 部の墳丘トレンチおよび、

後円部•前方部の墳項トレンチからは流出土や攪乱土中から古墳に伴う可能性のある須恵器片

が少 量検出されている。 器種は杯身 ・ 杯蓋が最も多 く 、 他に器台杯部 ・ 同脚部 ・ 聴 ・ 高 杯脚部 ・

短頸壺 ・ 甕などが出土している。

杯蓋は 7個体分示した。 小破片からの復元のため若干の誤差を含むが、 口径13cm前後で器高

の高いもの(2 。 3) と口径15cm前後で偏平な も の(5 - 7) に分けることができる。 天井部

と体部の境が明瞭でないものが多 く 、 いずれも口縁端部は丸 く おさめている。 ヘラ ケ ズ リ の範

囲も狭 く 、 外面の 1/ 2 - 1/ 3程度である。 その中で後円部第2トレンチから出土した 8は、

ヘラケ ズ リ の範囲が外面の 2/ 3におよび、 天井部と体部の境 目 に弱い凹線がめ ぐ る点で古い

要索を持っている。 また外面天井部には直線のヘラ記号がある。

杯身は 7個体分示した。 9 · 10は立 ち 上がりが内傾して低 く 、 受部は上向きにつ く 。 口径は

非常に小さ く 、 ともに 10cm前後であり、 胎土や焼成もよ く 似る。 子持器台の一部である可能性

もある。 12 · 13は立 ち 上がりが内傾し、 受部は小さ く やや上向き外方にのびる。 ヘラケ ズ リ の

範囲は外面の 1/ 3ほどで、 12は底部内外面に、 13は底部内面に不整方向の指ナ デを施す。 14·

15はやや上向きに伸びる受部と薄い器壁が特徴である。 偏平な体部であると考えられ、 比較的
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第20図 古墳 に伴 う 土器実測図

大きな 口 径をなす。

旭17は 口 頸部が失われ胴部のみが残る。 肩部に1 条の凹線をめぐらすほかには装飾はな い 。

胴部最大径は胴部の中央より上にあり、 底部は細か い 不整方向のヘ ラケ ズ リ を施す。 18は肩部

から胴部にかけての破片で、 やはり胴部最大径は胴部の中央より上にあり、 2 条の凹線をめぐ

らす。 い ずれも器壁が厚く、 小型化が進んだ段階のものである。
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20 -22は後円部墳項トレ ン チから出土した器台の破片である。20は杯部 ,--------7 I 
＼ へ l ＂ 

内面には同心 円状の 当 て具痕を残す。21 · 22は脚部とおもわれるが、 いず ＿

れも20とは胎土、 焼成が異なる。22の外面には1 ないし2 条の凹線の間に

雑な波状文が施 される。21 はカ キ メ 調整ののち波状文を施す。 残存する部

分でみる限り、 22に比べて波状文の施文は丁寧である。

以上のほか、 短頸壺(1 6)やヘ ラで切り込みを入れただけの透孔のある

短脚高杯の脚部とおもわれる破片(19)や甕などが出土しているが、 個体

数は少ない。時期はおおむね陶邑編年のT K43 型式期から T K209型式期に

比定 されるものであろう。

鉄鏃（第21 図） クビレ部第 1トレ ン チから出土した。 関から直線的に
ほ う と う ふ や

大きく開いて刃部に至る形態で、 先端が欠けているが、 いわゆる方頭斧箭
し き ぞ く

式鏃と考えられる。 残存長は8 .8cmで、 鏃身5 .8cm、 茎3 .0cmが残存する。 刃

ビご二〕

□〗

0 4 cm 
I I I 

部近くでは厚 さ2 mmの平造りであるが、 関では 6 mmと厚みを増し、 鏃身と
第21図 鉄鏃実測図

茎の間には段を有する。 このタ イプの鉄鏃は奈良時代にも残るため時期を決めがたいが、 6 軋

紀後半以降のものは、 鏃身と茎の間に段を作らず一連の面をなすものが多い。 したがって、 こ

れはそれ以前の古い形態をとっており、 古墳に伴うものである可能性が高い。 出土位固から判

断して横穴式石室に副葬 されていたものと考えるのが妥 当 であろう。（高田）

( 3)その他の遺物

長岡京期の土器（第22図ー23 -28 · 39 · 40) 23 -2 6 は後円部墳項トレ ンチの横穴式石室検出

面上層からまとまって出土した土師器である。23 は墨書人面は描かれていないが、 墨書人面を

描くために専用に製作 された土器である。日径17cm、 高 さ9 .5 cmの中型品である。内面および日

縁部の内外面には丁寧にナ デを行い平滑に仕上げているが、 日緑部以下の外面には指頭圧痕を

残すのみで、 粘土紐の接合痕が明瞭に残る。底部面から1 cm上方には直径8 .5 cmほどの外型作り

の圧痕も円形に残る。2 4は高台を持たない杯Aである。 日径18cm、 高 さ 4 cmで、 ヘ ラ削りが外

面全体におよぶ c 手法の調整を施す。 口 緑端部内面が強い横ナ デによって浅くくぽむ。 25 は ロ

径1 6 cm、 高 さ2 .8cmの皿Aである。調整は C 手法であるが、 口 緑端部外面に横ナ デの痕跡を残し

ている。2 6 は復元 口 径13 cm、 高 さ5 cmの椀Aである。 C 手法による調整である。

39 · 40は土師器の高杯である。39は復元 口 径33 .5 cmの杯部で、 直線的にのびる形態をなす。

口 緑端部を内側につまみ上げる。 調整は内面にはナ デ、 外面には若干のケ ズ リ 痕を残したナ デ

が施 されその上からヘ ラ ミ ガキが行われる。 40は脚の筒部であり、 7 角 形に面取り されている。

筒部内壁面が平滑であることから棒心作り( b 手法）であると判断できる。

27は底部外面に 「功食（こうし ょ く）」 の墨書がある須恵器杯Aである。 後円部墳項トレ ンチ
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で検出された。 日 径9. 5crn、 高さ 3. 3crnである。 内外面とも丁寧なナ デ調整が行われるが、 底部

面には粘土紐の接合痕が明瞭に残る。 功食とは、 古代に揺役労働や雇傭労働に対して与えられ

た食料のことである。

28は輪状高 台 を持つ須恵器杯 B である。 ヘラ切りによって底部切り離しを行った後、 高 台 を

貼り付ける。 高 台は底部端よりやや内側をめ ぐ る。 8世紀後葉のものとおもわれる。

須恵器椀（第22図— 29- 3 1) 29は底部から体部へ内湾して立 ち 上がることから椀 B であると

判断できる。 削り出し高 台をもつ。 30 · 3 1は蛇の 目 高 台を持つ椀 C である。 これらは 10世紀の

所産であろ う 。

土 師器皿（第22図— 32- 36) 32- 34の 日 径は6. 5 - 7crnで共通するが、 調整方法が若干異な

っている。 32 · 33は内面をナ デ仕上げするが外面は指押さえのみで器面や 口 緑部の凹 凸が激し

い。 色調は黄褐色である。 34は 日 緑部内外面と内面にナ デを行 う が外面下半は無調整である。

内面に残る痕跡から板状工具によるナ デであることは明らかである。 外面の 日 緑部やや下方に

浅い凹状の く ぼみがあること、 底部外面が無調整であることを合わせて考えると、 外型を使用

し成形した可能性がある。 色調は灰黄色である。 35は、 その色調が白色であることが特徴であ

る。 口 径は 7. 5crn、 調整は内面と 口 緑部に強いナ デを施し、 そのため 口 緑端部がとがり気味に薄

く 仕上がる。 32- 34に比べ器壁が薄い。 これらは室町時代の所産であろ う 。

36は内面の立 ち 上がり部に溝を作ることを特徴とする。 内面と 日 緑部にナ デを行 う が、 外面

の下半は無調整で凹 凸がみられる。 日 径は 9crnである。 江戸時代のものであろ う 。

瓦器小皿（第22図— 37· 38) 37· 38は 口 径 9crnの瓦器小皿である。 37は内面見込みに省 略さ

れた鋸歯状の暗文が施されている。 内面と 日 縁部内外面には丁寧なナ デを行 う 。 一方、 38には

暗文は施されず、 内面と 口 緑部内外面にはナ デを行 う が器面の凹 凸が激し く 、 器形のゆがみが

目 立つ。 これらは 12- 13世紀のものであろ う 。

羽釜（第22図—4 1- 44) 4 1- 43は羽釜の釜部である。 4 1は復元 口 径26crn、 鍔の輻 2. 5crn、 鍔

から 口 縁端部までは4. 5crnあり、 42や43に比べて大型である。 調整は外面がナ デ、 内面が荒いハ

ケ で、 外面口 縁部付近に強いナ デによってできた浅い く ほみがある。 鍔の下面には煤が付着し

ている。 42は上半部と下半部の破片が完全には接合しなかったが、 焼成や胎土、 調整の様子、

器壁の厚さなどから同 一個体と判断し、 完形に復元した 図を示した。 法 量は 日 径20crn、 高さ 1 1

crnとなり、 日 径は器高の 2倍近い。 器壁が薄 く 、 色調は明赤褐色で、 焼成が非常に良好である。

煤は付着しない。 43は 口 径が 15 . 5crnに復元できるやや縦長の羽釜である。 内面には細かいハ ケ

を丁寧に行い、 口 縁部および鍔部には回転ナ デを施す。 外面には煤が付着している。 44は三足

付羽釜の脚部と考えられるが、 接合する釜部は検出されなかった。 これらは 13世紀前後のもの

と判断できる。

陶磁器（第22図—45 - 47) 45は備前焼のすり鉢である。 日 径は 32crnに復元できる。 口 緑端部



23 

ゞノ
. ― - - - - - - - - - -- - - , ― - -- ---- - - - - --- ., 

＼ し—ー 」二�瞥,28

、三��
--'---d雪響,�。

文;;
�2 

第 1 章 井 ノ 内稲荷塚古墳第 2 次調査 29 

三

‘‘‘ 

: : : :  4
0 

’‘ - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - -- -- - - - T - -- - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - ­'ヽ
. , , 

が 43

// 41 

/ 45 

交33

� 
�4 

"-c::-- ------1  

文— 口

_...,
35 �2,�37 

�6 こ丑�8

第22図 古墳以降の土器実測図

0 10cm 



30 出土遺物

O 2 cm 
I ' .I 

は上方に大きく立 ち上がり、 上端部を

丸くおさめる。 内外面ナ デ調整で、 内

面のおろ し 目 は 7条の櫛 目 である。 外

面の口緑部やや下方まで釉がかかる。

15世紀の所産である。 47は古瀬戸の灰

釉平椀である。 復元口径17. 5cm、 高さ

6. 5cmである。 底部から直線的に斜めに

のびる体部には、 外面下半を除いて内

外面に黄緑色の灰釉がかけられている。

15世紀のものである。 46は竜泉窯系の

青磁の椀である。 12- 13世紀のもので

あろ う。

北宋銭（第23図） 後円部墳項トレ

第23図 北宋銭拓影 ンチお よ びクビレ 部第2トレンチから
1. 咸平元賓 (998年初鋳） 2. 祥符元賓 (1009年）
3 .  明道元賓 策書 (1032年） 4 .  皇宋通賣 真書 (1038年） 出土した。 第23図のう ち 、 1は 3枚、
5 .  元豊通賓 行書 (1078年） 6 .  元豊通賓 策書 (1078年）
7 .  元祐通賓 策書 (1086年） 8 · 9 . 政和通賓 分楷 (1111年） 2は 2枚：が錆着しているため、 その表

面のみの拓影を示した。 したがって出上総数は 12枚である。 各北宋銭の概要は、 第23図の キ ャ

プ シ ョ ンに示した通りである。 初鋳 年は 998年の咸平元賓( 1)が最も古く、 1 1 1 1年の政和通賓

( 8 · 9) 力ゞ帝斤しい。

以上みてきた稲荷塚古墳が築造されて以降の遺物には、 幾つかの特色を認めることができる。

まず第 1に長岡京期に位置付けることのできる遺物が多くみられることである。 特に墨書人

面を描くための特殊な土器が検出されたことは注 目 できる。 後円部の横穴式石室上面の土層か

ら他の長岡京期の土師器と一括で検出されたことも重要である。 これらの点から、 横穴式石室

に対 する攪乱行為が長岡京期に行われたことを想定できると同時に、 攪乱行為に伴ってなんら

かの祭祀行為が後円部墳項上で行われたことも予想できる。 第2に 12- 13世紀を中心とする平

安時代の遺物が多いことである。 瓦器小1ll1や青磁、 羽 釜、 北宋銭がこの時期のものであるが、

羽 釜などの煮沸具が検出されたことは重要である。 羽釜の外面には煤が付着しており実際に使

用されたものであることも注意される。 これらの遺物は、 後円部、 クビレ部の各トレンチから

多く検出されており、 後円部墳項トレンチで確認された焼土を含む土層が形成された時期の一

端を示すものとなろ う。 第3に 15憔紀を中心とする室町時代の遺物が多いことである。 土師器

皿や備前焼のすり鉢、 古瀬戸の灰釉平椀などがこれに含まれる。 さらに江戸時代の土師器皿が

後円部第2トレンチで検出されていることから、 稲荷塚古墳の後円部墳項部は現代に至るまで

継続して人々が活動を行った場であったことがわかる。 （杉 井）
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今回の稲荷塚古墳の調査では、 こ れまで不明瞭であった市域北部の首長墓の実態や性格につ

い て きわめて 重要な知見を得る こ とができた。 その全容の解明は今後の更なる調査にゆ だねる

が、 こ こ では現時点の成果を概括 し 、 若干の問題点につい て 指摘 し て お こ う 。

まず、 稲荷塚古墳の墳丘構造につい て は、 全長46m、 後円部径29. 5 m、 前方部長 16. 5 m、 ク

ビレ 部幅 2 1. 5 m、 前方部前端輻 29. 5 m、 現存の高さ 4 mの前方後円墳である こ とが確認された。

また、 一部のトレンチにおい て は墳丘裾に浅 い 溝状の落 ち 込みが検出されたが、 墳丘を全周す

る周溝になる可能性は少ないと考 え られる。 墳丘の大部分は盛土に よ って 造られて い る。

今回の調査で確認された埋葬施設は、 横穴式石室 1、 木棺直葬 1の計 2基である。 こ の う ち 、

木棺直葬からは T K lO型式期の副葬須恵 諾が検出された。 横穴式石室の調査がなされて いない

現状では、 こ れが古墳築造 年代を示唆するもっとも有力な資料であるが、 中心埋葬でな い こ と

もあり、 後円部の横穴式石室構築時期は こ れ よ りややさかのぼる可能性も残って い る。 また、

こ の木棺直葬は墳丘主軸からはずれた位置にある こ とから、 さらに何基かの埋葬施設が前方部

に存在 し て い る可能性が高 い。

横穴式石室はトレンチ部分で確認 したため、 その構造に関 し て は不確定要素が多い が、 現時

点では南側のクビレ 部に開口する右片袖式の石室と判断 し て い る。 玄室規模は検出面で長さ 3. 6

m以上、 幅 1. 85 m、 羨道の輻は 1. 16mをはかる。 ただ、 後円部墳丘トレンチ調査の所見に よ れ

ば地 山レ ベルは標高4 1. 9m付近にあり、 石室基底部が地 山面まで逹 し て い ると考えるなら、 石

室床面は今回の検出面からさらに約 2 mの深さの位置に存在する こ とになる。 壁体の持ち 送り

を考慮 すれは、 床面における玄室規模は長さ 5 m、 輻 2. 5 m程度に逹する可能性がある。

築造時期につい て も、 T K lO型式期を降らず、 乙訓地方では向 日 市物集女車塚古墳と並 んで

最古の横穴式石室墳となる こ とは確実である。 玄室規模も上述の よ う に復元的に考えた場合、

長さ5 . 07m、 最大輻 2. 8 0mをはかる同古墳に匹敵する大型石室となる。

前方後円墳にお い て 、 横穴式石室と木棺直葬が墳丘に共存 し て い る事例はきわめて まれであ
(5) 

る。 稲荷塚古墳の周辺では、 当古墳の北方 30mに位置する長岡京市小西古墳群や長法寺七 ツ塚
16) 

古墳群などにお い て も、 おなじ く T K lO型式期の須恵器を副葬する中小規模の木棺直葬墳が確

認されて い る。 こ の こ とは、 こ う し た墓制を営んでいた乙訓西部の有力層のなかで、 項点に立

つ首長の墳墓に、 横穴式石室とい う 新形式の埋葬施設がまず採用された こ とを示 し て い る。 横

穴式石室導入のあり方が う かがえる重要な事例である。

以上の成果は 当 地域の首長系譜の分析に新たな問題を提起する こ とになる。 すなわ ち 6憔紀

の乙訓地域におい て は、 それまで優位に立って い た西部の長岡系譜にかわって東部の向 日 系譜

のなかに物集女車塚古墳とい う 傑出 した前方後円墳が出現する こ とから、 盟主的首長を輩出す
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る系譜が交代 したととらえられてきた。 しか し 、 今回の調査によって稲荷塚古墳が物集女車塚

古墳とほぼ同時期、 同規模の前方後円墳であり、 しかも大型の横穴式石室を有 し て いることが

判明 した。 現時表の情報による限りでは、 埴輪、 葺石、 段築構造がみられる点で物集女車塚古

墳が畿内の大王墓 ク ラ ス の古墳と構造的共通性を多く有 しているといえるが、 両者の立場をい

ま一度比較 してみる必要が生 じたことは間違 い な い 。 石室構造、 副葬品の特徴など今後の調査

において明らかにすべき点は多 い。

なお、 稲荷塚古墳の墳丘上の堆積上からは古代 ～ 近世に属 する数多くの土器類が出土 した。

これらを含む土砂が人為的に搬入 されたものでないとすれば、 墳丘上やその周辺が後世に何ら

かの人間活動の場になってい たとい うことができるが、 限られたトレンチ調査ではなぜこれら

の遺物が墳丘上に存在するのか解釈 しにく い 。 ただ、 後円部石室上の攪乱坑内下層の上器出士

状況は、 あたかも人為的に投棄 したようなありかたで興味深 い 。 第 3 節におい て述べたように

この攪乱坑は石室側壁のち ょ うど外側まで及んで いることから、 副葬品目当 ての盗掘坑という

よりむ しろ石材 そのものを取り出すための掘り込みであった可能性が高 い 。 したがって、 この

攪乱坑の下層で出土 した完形に復元できる長岡京期の土師器、 須恵器は、 石材入手のため古墳

を破壊 したことに対する鎮魂の祭祀に用い られた可能性も考えられるのである。 墨書人面土器

専用タ イプの壺が含まれていることもこの想定と矛盾 しない。 現時点では状況証拠にす ぎな い

が、 宮都造営にあたって古墳が破壊 されたことは文献史料や他の発掘調査事例から も うかがえ

ることであり、 当古墳の墳項 部攪乱坑につい ても長岡京造営に関連 した石材採取による古墳破
(8) 

壊の一例と推測 しておきたい 。 （福永）

注 1 ) 堤圭三郎、 高橋美久二 「 向 日 丘陵地周辺遺跡分布調査概要」 （ 『埋蔵文化財発掘調査概報』 1968

京都府教育委員会 1968年） pp . 36 - 37 

2 ) 大阪大学文学部考古学研究室、 長岡京市教育委員会 『稲荷塚古墳発掘調査説明会資料』 1993年

3 ) 秋山 浩三、 山 中章編 『物集女車塚古墳』 向 B 市教育委員会 1988年

4 ) 近畿地方では類例 と し て大阪府高石市富木車塚古墳が あ げ ら れ る 。 上田宏範 ほ か 『富木車塚古

墳』 大阪市立美術館 1960年

5 )  『長 岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー 年報』 昭和63年度 長 岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー 1990年

6 ) 山 本輝雄 『長法寺七ツ塚古墳群』 長 岡京市教育委員会 1988年

7 ) 都 出 比 呂 志 「古墳時代首長系譜の継続 と 断絶」 『待兼山論叢』 史学篇第22号 大阪大学文学部

1988年

8 ) 平城 京の造営 に あ た っ て 、 古墳 を 破壊 し た場合に鎮魂祭祀 を 行 う べ き こ と を 命 じ た勅が 『続 日

本紀』 和銅 2 年10月 の記事 に、 ま た古墳 を 破壊 し て 寺 院造営用の石材 を 入手す る こ と を 禁 じ た

勅が宝亀11年12月 の記事に み ら れ る 。 清水み き 氏の ご教示 に よ る 。



第 2 章 長 岡 京跡右京第475次 ( 7 A N K N T - 3 地 区） 調査概要

長岡 京跡右京六条二坊十一 。 十二町、 開 田遺跡

1 は じ め に

1 本報告は、 1994年 6月 27日 から 1994年 8月 5 日 まで、 長岡京市開田四丁 目 608- 1 · 608- 8 

において実施した長岡京跡右京六条二坊十ー ・ 十二町および開田遺跡の 発掘調査に関 するも

のである。

2 本調査は、 六条々間南小路と本調査地の周辺に存在が推定 さ れている長岡京の西市に関 す

る資料を得る事を主な 目 的として実施したものである。

3 調査は平成 6 年度国庫補助事業として長岡京市教育委員会が主体となり実施した。 現地調

査は財団法人長岡京市埋蔵文化財センタ ー に調査員の派遣を依頼し、 同センタ ー 調査員木村

泰彦が担 当した。

4 調査実施にあたっては、 土地所有者の樋 日 一雄氏、 および隣接 する（株ヘルプより水道水の

供給をはじめ数々のご援助をいただいた。

5 調査後の 図面 ・ 遺物整理は、 船戸裕子、 井上礼子をはじめ多くの方々の協力を得た。

6 本報告の執筆および編集は木村が行った。

第24図 発掘調査地位濯図 (1/5000)
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2 調 査 経 過

今回の調査地は、 阪急長岡天神駅の南東約250m の犬川によって形成 された後背湿地上に位置

している。 周囲は開発が進行する駅周辺地にあって、 今も水田が残る一角 で、 調査以前は畑地

としての利用がな されていた。 調査地の標高は、 北側で18 . 6m 、 南側で18 . 5m を測る。 当 地周

辺は以前から長岡京の西市の候補地の一つとして注目 されており、 長岡京市ではその解明のた

めに国庫補助事業に よ る調査を継続的に行っている。1992年に当調査地の南東100m の地点で行

われた右京第410次調査では長岡京の一町の宅地

を東西に二分する南北方向の溝が検出 され、 土

器をはじめ木製品 ・ 土製品 ・ 石製品等が出土し
I l l  

ている。 特に注目 されるのは 「金銀帳」 と書か

れた題箋で、 金銀に関する出納帳とみられるも

のである。 また文書木簡 ・ 木靴 • 石帯の飾りな

ど官術的色彩の強い遺物も出土している。 この

ことから西市関係の施設が存在した可能性も指

摘 されている。

調査地は北側の608 - 1 番地と南側の608 - 8 

番地を合わせ逆 L 字型の土地で、 まず北側の

608 - 1 番地に南北7 .5m 、 東西1 4m の第 1トレ

ンチを設定 して南側を土置場とし、 第 1トレン

チ調査終了 後埋め戻しを行い、 再度南側の608 -

8番地に南北18m 、 東西7m の第 2トレンチを

設定することとなった。 調査後は再び畑地とし

て利用 されるため、 掘削は耕作土と床土以下を

分けて重機によって行い、 包含層以下を人力に

て掘り下げた。 調査の結果、 予想どおり六条々

間南小路の南側溝が検出 されたため、 第 2トレ

ンチ北側に新たに南北3 .5m 、 東西 4m の第 3ト

レンチを設定して北側溝を追求した。 また第 2

トレンチにおいて検出 された柵列 追求のため部

分的な拡張を行った。 最終的な調査面積は第 1

トレンチが105m ' 、 第 2トレンチが123 m'、 第 3

トレンチが1 4面となり合わせて2 42 面である。

第25図 発掘調査前全景 （南か ら ）

第26図 第 1 ト レ ン チ調査風景 （北東か ら ）

第27図 第 2 · 3 ト レ ン チ調査風景 （北東か ら ）
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y,-21,6 7 0 

xa-1 1 9, 8 1 0 

Xa- 1 1 9, 8 2 0  

第 3 ト レ ン チ

x0-1 1 9, 8 3 0  

X•- 1 1 9, 8 4 0  

S A 4 7 505 

第28図 ト レ ン チ 配直 凶 \ 1 / ムUU/
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3 検 出 遺 構

調査区の基本層序は、 各トレンチ共に耕作土（第 1層）、 床土（第2層）、 暗灰褐色粘質土（第

3層）、 黒褐色粘質土（第17層）で遺構面にいたる。 遺構面のベ ースは灰白色 シルト（第29層）

で、 第2トレンチの南側では黄灰色礫混じり シ ルトに変化し徐々に高くなる。 長岡京期の包含

層である第17層は、 第 1トレンチでは南東隅の旧流路上面、 第2トレンチでは南辺部の高い部

分以外、 第3トレンチでは全面に認められた（第29図）。

( 1) 第 1トレンチ検出遺構

ベ ースとなる灰 臼 色 シ ルトは後背湿地の形成層で、 第 1トレンチでは特に軟弱である。 その

ため後世の水田耕作に伴う無数の足跡がほぼ全面に遺存していた。 検出面はほぼフ ラ ッ トで、

標高は 18. 0- 18. l mである。

流路状遣構S X 475 0 1 トレンチ南東部で検出された流路状遺構である。 北東から南西方向に

蛇行しながら流れていたものとみられ、 調査地の南西に隣接 する（梱ヘルプ建設時の立会調査に

おいて断面で延長部分が確認されている。 幅は 5 m以上、 深さは約 0. 7mで、 最下層では砂礫、

上層に行くに従い砂層・ シ ルト・粘質土 。 粘土と変化する。 このことから徐々に水流が衰え、

埋没していったことが看取される。 また最上層には長岡京期の包含層である第17層が堆積して

いるが、 他の部分においては削平を受けたため遺存していない。 埋土からは遺物がまったく出

土していないために明確な時期は不明である。

Y=-27,680 Y=-27,670 

— X=-11 8,810 

゜ iOm 

第30図 第 1 ト レ ン チ検出遺構図 (1/150)



38 検出遺構
NW 

二三二�

n

SE NW 

A' B  

l=18.0m 

SE 

1 .  暗茶灰褐色砂
2 .  暗茶灰色粗砂 5 . 暗黄灰色砂 8 .  明黄灰色砂
3 荼褐色砂 6 .  暗灰色粘土 ～ シ ル ト 9 談灰色粘質土
4 灰 白 色粘土 7 .  暗茶褐色砂 10 . 淡黄 白 色砂質土

第31図 溝 S D 47502土層図 (1/40)

゜ 2 m  

第32図 溝 S D 47502 (南西か ら ）

溝S D 475 02 北東から南西方向に流れるほぼ直線的な溝で、 幅は最も広い南西部で1 . 5 m、

最も狭い北東部で1 . l m、 深さは部分的に深くなる所もあり 0. 3- 0. 5 mを測る。 埋土は砂層が何

層も堆積しており、 常時水流のあったことが看取される。 また南東肩には部分的に粘土層が見

られることから、 ある程度砂層が堆積した段階で一時的に滞水状況にあり、 それを削るように

再度大きな流れがあったものとみられる。 遺物は奈良時代～長岡京期頃の土師器の小片が数点

第1 層から出土しているのみで、 明確な時期は決めがたいが、 宅地内に当 たることから少なく

とも長岡京期には埋没していたものと考えられる。

(2) 第2トレンチ検出遺構

遺構面は南から北に緩やかに傾斜しており、 標高は南側で1 8.3m、 北側で1 7.9mを測る。

溝S D 475 03 トレンチ北部で検出された東西方向の溝で、 六条々間南小路の南側溝に 当 たる

ものである。 肩部は部分的な崩壊がみられるが幅は最大で 2. 5 m、 最小で1 . 9mあり、 トレンチ

の西辺では南に人江状に入り込んでいる。 検出面からの深さは 0. 3m、 底面の標高は東端、 西端

共に1 7. 65 mを測るが、 周辺の地形から本来は西から東へ排水がなされていたと考え ら れる。 東

端における溝の中心座標は、 Y = - 27, 666. 42、 X = -11 9, 831 . 32で、 後述する北側溝 S D 475 07 

との心々間距離は 9. 45 mである。 溝の埋土は基本的に 4層で、 上層の黒褐色粘質土と そ れ以下

砂質土を主体とする下層に大別される。 上下層とも多くの遺物を含んでいるが、 下層の遺物は

非常に 細片が多く接合できる物も少ない。 溝内部の南側にはテラス状の段が存在するが、 中央

は溝状に凹 んでおり、 西側に深くなる。 テラスの東側では円形の窪みが 2カ�所存在しており、

状況から橋状の遺構が存在した可能性も考えられるが、 溝の北側に対応するものがなく、 また

柱痕跡 も 確認されないために浙定は出来ない。

z
 L-

2m 
L;1!1.0m 

1 黒褐色粘質土 2 黒灰色粘質土 3 .  暗黄灰色粗砂 • 暗灰色粘土 を プ ロ ッ ク 状 に含む

第33図 溝 S D 47503土層図 (1/40) 第34図 溝 S D 47503 (西か ら ）
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Y = -27,670 

第 3 ト レ ン チ

第 2 ト レ ン チ

— X: -11 9,820 

— X= -1 1 9,830 

S A 47506 

一 X= -11 9,840

SA47505 

゜ 1 0m 

第35図 第 2 · 3 ト レ ン チ検出遺構図 (1/150)



40 検出遺構

柵列SA475 0 5 トレンチ中央部で検出された南北方向の柱列で、 東西に柱跡が確認されなか

ったことから掘立柱建物では な く柵列と判断したものである。 方位は北で 30 西に振れている

が、 土坑 S K 475 04の東辺と平行していることから関連 する施設と考えられ、 長岡京期の遺構と

推定される。 柱掘形は、 一辺約 0. 5 mの隅円方形で、 深さは 0. 2- 0. 25 m、 柱跡は直径0. 15 m前

後で、 柱間は北側で 2. l m、 南側で 2. 2mを測る。 位置的には条坊復元 図によれば西二坊々間小

路から約 30mで、 ほぼ―町の東西四等分にあたる。

柵列 SA475 0 6  溝 S D 475 03の南側で検出された東西方向の柵列 で 2間分を確認している。

位涸的にみて宅地の北限と道路とを画 する施設とみられるが、 西側は入江状に入り込んでいる

部分で途切れており、 東側も拡張した範囲内では延長部は確認されていない。 方位は溝 S D 475 03 

の溝肩とほぼ並行しており、 肩部からの距離は 0. 8- 0. 9m、 溝心からの距離は 2. 1- 2. Z mを測

る。 柱掘形は不整形な隅円方形ないし円形で、 直径約 0. 3m、 深さは 0. 2m、 柱間は西側が 1. 5

m、 東側が 2. 0mである。 また東側が途切れてい ることと、 溝 S D 475 03で確認された橋状遺構

の可能性のある円形落 ち 込みとは関連 する可能性も考えられる。

土坑SK475 0 4  トレンチ西辺部で一部が確認された平面隅円方形を呈 する土坑である。 西側

は調査地外に当 たるため全形は不明であるが、 南北5 . 2m、 東西は 3. 3m以上、 深さは 0. 2mを測

る。 北東隅はやや崩 れているが、 東辺と南辺は直線的で南東隅はほぼ直角 である。 東辺は北で

3゜西に振れているが、 出土した遺物から長岡京期と判断されるものである。 埋土は 2層あり、

上層は黒褐色粘質土、 下層は暗灰色粘質土で上層に遣物が集中している。 また内部には若干の

炭片が混入していたが、 土坑周辺には火を受けたような痕跡は認められなかった。 性格は不明

=d 
L G] 

X 0-11 9,839 

I 

(gJ [g _j 
― Y•-27,6 6 9  

L — 

゜

ー L

�
L �1 8.3m 

1 . 黒灰色粘質土
4m 2 .  黒褐色粘質土

3 .  暗灰色粗砂 （地山混）

第36図 柵列 S A 47505実測図 (1/80)
Y•-2 7,669 

I 
(u) ◎ _j 

一 X= —1 1 9,834
- L 

゜ 4m 

第37図 柵列 S A 47506実測図 (1/80) 第38図 石の検出状況 （北東か ら ）
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第39図 土坑 S K47504実測図 (1/80)

第40図 土坑 S K47504 (南東か ら ）

第41図 溝 S D 47507 (東か ら ）
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であるが、 先述のごとく柵列 S A 475 05 と方位

が一致することから一連の施設と考えられる

ものである。

これらの他に土坑 S K 47504の北側、 溝 S D

47503 の入江部分の南側で扁平な石が検出 され

ている（第3 8図）。 入江状に入り込んだ部分の

周 囲は西側に低くなっており、 石は包含層を

除去 した段階で遺構面の直上で検出 された。

平面は不整形な台形を呈し、 長 さ44cm、 輻20

cm、 厚 さは 4 cmを測る。 南側は直線的になっ

ており、 人為的な加工とみられるが表面は風

化 しており、 加工の痕跡や砥石と し て の使用

痕跡は認められなかった。 また上部が水平で

あることから礎石の可能性もあるが、 単独で

検出 されているため性格については不明であ

る。

( 3)第 3トレンチ検出遺構

第 2トレンチにおいて六条々間南小路の南

側溝が検出 されたことから、 北側溝の検出を

目的に急遠設定 したトレンチである。 検出面

での標高は17 .8m である。

溝S 0 475 07 六条々間南小路の北側溝に

当 たるものである。 検出部東側で肩部に崩れ

が認められ、 輻は0 .7-0 .9m と南側溝 S D

47503 に比べると狭くなる。 検出面からの深 さ

は0 .3m 、 底部の標高は東西端共に17 . 5m を測

るが、 南側溝同様西から東への水流があった

ものとみられる。 埋土は2 層で、 上層は粘質

土を主体と し 、 下層は砂礫混じりの粗い砂層

で、 南側溝と同様の堆積状況を示 し ている。

出土遺物は全体に少量で、 上層に多く下層は

特 に 少 な い。 溝 心 の 座 標 は 東 側 で Y = -

27 , 6 65 .93 、 X = -11 9 , 821 . 87である。



42 出上遺物

4 出 土 遺 物

今回の調査で出土した遺物の総量は コ ンテ ナにして9 箱で、 そのうち溝 S D 47503 出土のもの

が5 箱と大半を 占 めている、 次いで土坑 S K47504が1 箱、 溝 S D 47507が1 箱、 その他の遺構

および包含層出土遺物2 箱となる。 紙数の制 限から各遺構ごとの概略を列記する。

溝S D 475 03出 土遺物 今回の調査地では最も遺物が多く出土した遺構である。 土師器、 須恵

器、 黒色土器、 ロ ク ロ 土師器、 赤彩土器、 土馬、 ミ ニ チ ュ アカマ ド 、 累書人面土器、 製塩土器、

瓦、 銅銭、 木製品などの他、 石鏃、 サ ヌカイト片、 古墳時代の須恵器がある。 これらのうち、

土器のみの破片数と比率は、 土師器5152( 89%)、 須恵器622 (10 .  7%)、 黒色土器1 4(0 .2 %) 

となり、 土師器が約9 割と高率である点が特徴である。

土 師 器（第42 · 43 図） 杯 A ( 1 -5)・ 杯 B 、 杯 B 蓋(29 -32)、 皿 A ( 6 - 9)· C

(18 -22)、 椀 A(11 -1 4)· C (1 6 · 17)、 ロ ク ロ 土 師 器( 23 -25)、 高 坪(3 4 -37)、 盤

(33)、 壺 E ( 2 6 -28)、 甕A(3 8 - 46)、 羽釜( 47 · 48)がある。 杯Aの1 - 3 は 口 縁部のみ ヨ

コ ナ デし、 底部は不調整である。 また 4 · 5 には漆の付着がみられるが、 4 は生漆、 5 は黒漆

と生漆である。 18には 口 縁部に灯火器使用の痕跡が残るが、 3 6 の高坪脚部内面にも同様の痕跡

がみられ、 倒立状態で灯火器として使用 されたと推定 される。 23 -25 は ロ ク ロ 土師器で、 回転

を利 用したケ ズ リ ・ ナ デを施す。 壺 E のうち2 6 は内面にハ ケ メ を有し、 27は内面底部が強いナ

デによって凹んでいる。 甕には 口 径13 cmの小型品から 口 径29 . 6 cmの大型品があり、 41 は外面不

調整の河内産のもの、 42は肩部に横方向のハ ケ メ を有する。

土 師 器の出土破片数5152のうち、 杯 ・ 皿 ・ 椀類は33 84( 65 .7%)、 高 杯• 盤 類 が175 (3 . 4  

％）、 甕 ・ 羽釜類が1091 (21 . 2 %)、 壺類29(0 . 6 %)、 その他69(1 . 3 %)、 不明404(7 .8%)と

なり、 食器類が最も多く、 煮沸具がそれに次いでいる。

土製品（第43 図） 壺 B ( 49 · 50)、 土馬(51 ·52)、 ミ ニチ ュ アカマ ド(53 ·5 4)・カマ コ (55 ·

5 6)、 穿孔土器(57 ·5 8)、 製塩土器(59)がある。 壺 B は墨書人面土器タ イプで、 図示した107( 第

45 図）の他、 日と鼻を描いた破片が1 点ある。 49は肩部内面に板状工具による横方向の調整痕

が残る。 52 の土馬は部位が揃い完形に復することが出来るもの。 57 · 5 8は、 土師器の杯ないし

皿の底部に穿孔したものである。

須 恵 器（第 44図） 杯 A ( 60 - 65 · 92)· 杯 B ( 70 -77)、 杯 B 蓋(78 -81)、 皿 A

( 6 6 - 69)、 壺 B ( 85)、 壺 B 蓋( 82 -84)、 壺 G (91)· H ( 86)。 L · M( 89 。90)、 平瓶(93 ·

94)、 鉢 D ( 88)、 甕( 87)がある。 杯Aのうち61 は深手のもの、 92は類例の少ない ミ ニチ ュ ア

である。 6 8の皿は底部が厚く産地の特徴を表すものとみられる。 壺 B の蓋は端部に2 形態あり、

83 は丸く納め、 上面に 自 然釉がかかる猿投産のものである。 ミ ニチ ュ アの平瓶と小型の平瓶の

把手も同じく猿投産で、 他に外面に黄土をハ ケ 塗りした甕の体部片もある。 95 は混入 品で、 T
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K IOに比定 される杯身。 古墳時代の開田遺跡に伴うものとみられる。

須恵器の出土破片数622のうち、 杯 ・ 皿類が410( 69 .  9%)、 壺類が53 ( 8 .  5 %)、 鉢類23 (3 .7 

％）、 甕類が99(15 . 9%)、 その他 2 (0 . 3 %)、 不明35(5 . 6 %)となる。 土師器と同様食器類が

約7 割を 占 め、 次いで甕などの大型貯蔵具、 壺、 瓶類の小型貯蔵具となる。

墨書土器（第45 図） 文字と記号状のものがあり、 このうち文字の判読出来るものには 「万」

(96)、 「道」(99)、 「 八」(103)、 「中」(104)があり、 他に漢字を書いたと思われるもの(105 ・

106 ·109)がある。 これ以外は記号あるいは不明のものであるが、 102は鉢 D の内面に描く珍し

いもの、 100は内外面に墨と内面中央に朱墨が確認できる。

線刻土器（第46 閃） 確認できるものはすべて土師器の食器類で、 器形の判明するものは椀

A (111 · 112)のみである。 内面に施すもの(111 ・ 113 · 117 · 118)と外面に施すもの(112 ·

11 4 -11 6)があり、 大半は 「 X 」が多い。 117は複数の平行線の組み合わせ、 11 4は墨跡がわず

かに残っており、 墨書 されていたと考えられるものである。

この他に和同開称(119)、 混入の二等辺三角 形平基式の石鏃(120)が出土している。 銅銭は

和同開称がもう 1 点出土している。

土坑SK475 0 4 出 土遺物 土師器、 須恵器、 黒色土器、 線刻土器、 赤彩土器、 漆付着土器、

瓦、 製塩土器、 土馬、 墨書人面土器などの他にサ ヌカイト片およびV期の円筒埴輪の小片が出

土している。 このうち土器類のみの破片数とその比率は、 土師器862(90 . 6 %)、 須恵器75( 8 .  7 
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48 ま と め

％）、 黒色土器 6 (0 .7%)となり、 土師器が約9 割を 占 め、 溝 S D 47503 でみられた比率とほぼ

同様となっている。

土師器には杯A、 1II1A(121 · 122)、 椀 A 、 高坪(123 · 12 4)、 盤、 壺 E 、 甕A(125)、 羽 釜

があり、 須恵器では杯A(128 。 129)・ 杯 B (12 6 。 127)、 皿A(130)、 杯 B 蓋(131 ・ 132)、 壺

G · L ·  その他(133)、 甕などがある。 土師器の出土破片数781 のう ち 、 杯 ・ 皿 。 椀類は357( 45 .7 

％）、 高坪 。 盤類が74(9 .5 %)、 甕 。 羽 釜類が3 46 ( 44 .3 %)、 壺類1 (0 .1 %)、 その他3 (0 . 4 

％）となり、 須恵器では出土破片数のう ち 、 杯 . 1II1類は53 (70 .  7%)、 壺類が9 (12 %)、 甕類

が13 (17 .3 %)となる。

溝S D 475 07出 土遣物 六条々間南小路の北側溝で、 南側溝の溝 S D 47503 に比べると極端に

遺物が少なく、 図示出来るものは さらに少量であった。 土師器、 須恵器、 黒色土器、 土馬、 ミ

ニ チ ュ アカマ ド 、 墨書人面土器、 製塩土器、 瓦、 サ ヌカイト片、 櫛などが出土している。 土器

のみの破片数と比率は、 土師器212 ( 87 .3 %)、 須恵器25 (11 . 8%)、 黒色土器 2 (0 .9%)とな

り、 ここでも溝 S D 47503 とほぼ同様の比率となっている。

土師器には杯A、 椀A(13 4)。 C 、 皿A(135)、 高杯、 壺 B (13 6)、 甕が、 須恵器は杯A ·

B (137)、 杯 B 蓋、 皿、 壺 G · L (13 8)、 甕がある。 土師器の出土破片数185 のう ち 、 杯 ・ 皿 ・

椀類は1 41 (76 . 2 %)、 高杯 。 盤類が3 (1 . 6 %)、 甕 ・ 羽 釜類が41 (22 . 2 %)となっており、 須

恵器は出土破片総数25 のう ち 、 杯 ・ 皿類が13 (52 %)、 壺類が 6 (24%)、 甕類が 6 (24%)と

なる。

5 ま と め

今回の調査ではいくつかの知見を得ることが出来た。 長岡京期では、 六条々間南小路の両側

溝が検出 され、 また北側の右京六条二坊十―町では遣構が検出 されなかったものの、 南側の右

京六条二坊十二町において宅地利用の様相の一部が判明した。 ただ残念ながら西市の存在を直

接証明するような手がかりは得られていない。

古墳時代の開田遺跡については混入した須恵器の杯が出土したのみで、 遺構については確認

されていない。 これは当 調査地が後背湿地に位置することから、 この範囲まで広が ら ず、 遺跡

の中心は北側の緩扇状地上に存在するものと推定 される。 また円筒埴輪片の出土は、 北東に存

在する塚本古墳とのつながりが考えられる。

中世開田遺跡に関しても、 南側において多くの遺構 ・ 遺物が確認 されているにも関わらず、

何も検出 されていない。 従ってこれも後背湿地を北限とする遺跡の範囲が推定 され る 。 これら

については今後の調査により、 さらに具体像が判明するものと期待 される。 （木村泰彦）

注 1 ) 小 田 桐 淳 「右京第410次調査概要」 『長 岡 京市文化財調査報告書』 第31冊 1993年



第 3 章 長 岡 京跡右京第479次 ( 7 A N M S I -14地 区） 調査概要

長岡京跡右京七条二坊八町、 開 田遺跡

1 は じ め に

1 本報告は、 1994年 8月 22日 から 10月 7 日 まで、 長岡京市開田四丁 目 405 - 1において実施し

た長岡京跡右京七条二坊八町（六条二坊六町）。 開田遺跡の発掘調査に関 するものである。

2 本調査は、 長岡京跡の西市および中世の開田遺跡に関 する資料を得ることを 目 的に実施し

たものである。 1990年から継続した発掘調査は、 今回で当 初の予定地内の調査を終了した。

3 調査は、 平成 6 年度国庫補助事業として長岡京市教育委員会が主体となり実施した。 現地

調査は財団法人長岡京市埋蔵文化財センタ ーに調査員の派遣を依頼し、 原秀樹が担 当 した。

4 調査実施にあたっては、 土地所有者である藤井博ー氏をはじめ、 水道の借用をお願いした

前川石ー氏、 小田佐一郎氏など周辺の土地所有者、 近隣住民の方々に種々のご協力を得た。

5 調査後の 図面整理は、 橋田邦夫 • 久保 直子 ・ 森昌彦をはじめ多くの方々の協力を得た。

6 本報告の執筆は、 4 出土遺物 2 -(5 )を中尾秀正、 5 まとめ( 1)を木村泰彦、 付載 1を

大山崎町歴史資料館学芸員福島克彦氏、 付載 2を奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センタ ー

主任研究官村上隆氏に依頼した。 その他の執筆と編集は原が行った。

第48図 発掘調査地位置図 (1/5000)
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50 調査の経緯

2 調 査 の 経 緯

( 1) 調査経過

本地点における長岡京跡および開田遺跡の

発掘調査は、 平成 2 年から同 6 年にかけて本

市教育委員会の国庫補助事業と して実施した

ものである。 調査は藤井博ー氏所有の畑地を

各 年度ごとに順次実施しており、 これまでの

調査地については付表3のとおりである。 発
第49図 調査前の状況 （北か ら ）

掘調査にあたっては、 その後も引き続き畑地として利用されるためはじめに重機で耕作土を分

けて置いた後、 遺構検出面まで掘り下げを行い、 調査終了後は最後に耕作士を埋め戻すという

手順で行った。 従って、 発掘調査は最終 年度を除いて例 年収穫後から 年末までの期間に行い、

年度末には報告書を刊行するという状況のなかで進められてきた。 しかし、 限られた期間 内で

は遺物整理が十分に行えないこと、 次 年度以降の調査で関連する遺構が明らかにできる点な ど

を考慮して初 回以後は主要な遺物と検出遺構の報告に止 どめざるをえなかった。 本書では、 今

年度に実施した調査の概要と、 これまで未報告であった出土遺物について報告する。 先 年度以

前の調査地の概要については付表3の各報告書を参照されたい。 また、 一連の調査において遺

構と遺物の報告が分散した点は、 遺跡を理解するうえでさらにわかりにくくしていると思われ

る。 このため、 簡 単な手引 きとして各調査地全体の検出遺構 図（第60図） のほか、 主要な遺構

について時代別の遺構変遷 図（第6 1図） と主要な遺構一覧（付表4) を作成した。 遺物につい

ても、 単独の遺構から出土した遺物以外は各調査地から出士した同時期の遺物を まとめており、

これについても遺物一覧（付表8) を作成した。 なお、 本地点は旧大字神足小字澤井にあたる

ことから小字名による地区標記はM S I となるが、 昭和5 0年に新しい住居表示が実施され開田

四 丁 目 に変更されたことから遺跡名も開田遺跡と呼称している。

( 2 ) 歴史的。地理的環境

調査地 は、 阪急京都線長岡天神駅と J R 東海道本線神足駅にほど近い市中心部の交通至便な

付表3 調査地一覧
調査年度 調査次数 地 区名 調査期間 面積 担 当 者 報 告 書

1 平成2 (1990) 年 右京第364次 7ANMSI-10 11. 8 -12 .15 174m' 中 島 長岡京市文化財調査報告書第27冊(1991)

2 3 (1991) 年 第385次 11 11.14-12 .19 214m' 木村 第29冊(1992)

3 4 (1992) 年 第413次 12 11. 17 -12 28 280m' 原 第31冊(1993)

4 5 (1993) 年 第448次 13 10 .14 -11.15 117m' 原 第32冊(1994)

5 6 (1994) 年 第479次 14 8 .22-10 . 7  297m' 原 本 書
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\l ' �  己 I f 』』 -,,-�ぇ—ふ 二'-ーふ ")しー 京都市土木局都市計画課 昭和10年修正測図
第50図 周 辺の遺跡分布 と 集落 (1/10000)

所に位閤している。 周辺では宅地造成に伴う事前の発掘調査を（財）長岡京市埋蔵文化財セ ン

タ ー が実施しており、 既に多くの中世遺構が検出 されていた。 調査地点は犬川右岸の氾濫原に
(2) 

立地しており、 付近の標高は18 -19m である。 旧地形は川筋に向かって緩やかに南東方向へ傾

斜しており、 調査地の東約60m は後背低地との地形変換線となっている。 当 地は旧小字澤井の

名 のとおりかつて ぱ清水がこんこんと湧き出る所として知られており、 周辺で検出した井戸や

池跡の大半は今なお水が枯れることがない。 当 地の北西約400m の泉殿の森は現在も付近の田畑

を潤す水源地となっている。 また、 第50図中央の競走路は昭和 4 -31年まで存続した長岡地方

競馬場である。
(3) 

周辺の遺跡分布は、 縄文時代中期まで さかのぼるがまだ明確な遺構は発見 されてお ら ず、 土

器片、 石鏃などは二次堆積層から出土したものである。 遺跡の立地は同じ犬川流域の沖積低地

に位閤する中期と後 。 晩期の土器が出土した十三遺跡の状況と類似しており、 住居等の生活遺
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構は周辺の扇状地や段丘部に立地するものと考えられる。 弥生時代では、 犬川上流の扇状地緑

辺部に前期の甕棺墓 1基があるほか、 下流の南栗 ヶ 塚遺跡には中期の方形周溝墓が営まれてい

る。 本地点では中期の土器と石器のほか今回新たに前期の土器が出土した。 周辺では、 中期の

集落は東の犬川左岸段丘部の神足遺跡が拠点的な集落として位臨付けられる。 長岡京期につい

ては、 別項のまとめ( 1) を参照されたい。 一方、 長岡京廃都後の開田地域では断片的ながら

各所で平安時代前期の遺構と遺物が見いだされており、 本地点の北西400mには平安時代の宮跡

伝承地の泉殿跡がある。 一般的に泉殿は寝殿造りの離れ屋を指しており、 湧き水が豊富なこと

と相まって貴族の住居が造営されても不思議ではない。 実際にはまだこれらを結び付ける手掛

かりは乏しいが、 長岡京廃都後も引 き続いて土地利用が行われたことは事実である。 このほか、

平安時代には塚本火葬墓が犬川上流の扇状地縁辺部に営まれており、 開田一帯を望 む 高 台 には

西 陣町遺跡の火葬塚が築かれている。 このように段丘下の氾濫原に立地する本地点では、 古墳

時代の竪穴住居跡 1軒と長岡京の道路と宅地跡を除 く とほとんど生活遺構は見られない状況で

あるが、 これが中世に入ると一転して多彩な遺物と遺構が発見される。 中世の遺構は鎌倉 。 南

北朝期と戦国期に二分されるが、 （財）長岡京市埋蔵文化財センタ ーによる発掘調査が行われる

までは中世集落跡として周知される遺跡ではなかった。 また、 近世初頭の遺物も若干出土して

おり、 一時期の土地利用が行われたことを物語っている。
一方、 当地を含む長岡京市開田。今里 地区の地割については、 1町の形態が坪界線のみ北で

東に 1゜ 38'の振れをもつ菱形であることが指摘され、 「開田•今里 地区東偏菱形条 里 」 として提

示されている。 坪付に関 する地名には 「開田十一」 、 「開田十三」 がある。

3 検 出 遺 構

これまでに実施した調査の概要は個別に報告済みであり、 ここでは右京第479次調査を中心に

述べる。 遺構はこれまでと同じく すべて地山面で検出した。 しかし、 今回は耕作土直下に厚さ

約 20cmにわたってこぶし大以下の石が密に固く締まった状態で堆積しており、 これがほぼ隣接

する調査地の地山面と同等だったことから一時は地山と誤認 する状況であった。 結果的にはさ

X=-120,035 

I 
X=-120,030 

I L
 

4 . 黄褐色斑入茶褐色土 8 .  茶灰色斑入黄褐色土
5 . 暗茶褐色土 9 .  黄褐色斑入茶灰色土ーPit34

� : : 喜虐？
入茶灰色土 } Pit50 

1 .  耕作土
2 .  賀灰色砂礫

（石は拳大以下、 密 に 固 く し ま る ）
3 .  茶灰色砂質土

O 5 m  
L=1 B.2m !, ,,1 ,,, 1,,,,,,1,,,,,,1,,, I,., " ""'""" ,,.,,, 1,, ,  ,,, .,,,, ,,, ;,, .,,I ,, """ ' " " ,,, ,,I '"" """ " .,I 

第51図 調査地断面図 (1/100)
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1 .  電柱の撹乱
2 .  盛土 ・ 耕作土
3 .  黄灰色砂礫
4 .  茶灰色砂質土
5 .  黄灰色砂質土 ＋茶灰色砂質度

（小礫含む） S D 05 
6 .  黄褐色斑入茶褐色土 （小礫含む） ｝

7 .  茶灰色土暗茶褐色土プロ ッ ク 混 り
8 .  黄褐色斑入暗茶褐色土 ｝ S D l7 

9 .  黄褐色斑入灰色砂質土
10. 黄褐色斑入茶褐色土ーPit13
11. 茶灰色砂質土 （小礫含む）
12. 暗茶褐色土
13. 暗茶褐色プロ ッ ク 混 り 暗黄灰色土
14. 茶褐色斑入黄褐色土

L一

L= 1 8.2m ゜ Sm 

らに掘り下げたところで

遺構を確認したが、 本地

点については礫を含む盛

り土で堅固に整地した状

況が明らかとなった。 地

山は黄褐色土と堅い礫層

からなる（第51 図 ） 。

今回の調査では、 長岡

京期の掘立 柱 建 物 • 井

戸 ・ 溝、 鎌倉 。 南北朝期

第52図 堀 S D 47905西壁断面図 (1/100) の井戸 。 土坑 ． 柱穴、 戦

国期の堀 ・ 溝 。 井戸 ・ 柱穴、 江戸時代の溝などを検出した。 また、 隣接する右京第413 次調査時

に一部分しか検出できず全容が不明であった遺構について今回 改めて見直しを行った。 堀につ

いても今回新たに西側部分を調査することから、 既掘部分を再度掘り出すことにした。 なお、

検出遺構図には通 常遺構番号の前に次数（例えば右京第479次） を付けているが、 図中について

は煩雑になるので省 略した。 以下、 主な遺構について述べる。

( 1)近世の遺構

溝の他に遺構は確認できなかった。

東西溝 S D 4 7 9 0 1  ( 第53図） 輻0 . 6 - 1 m 、 深 さ0 . 2 - 0 . 4 m の断面U字形の溝。 水が流れた

痕跡はない。

南北溝 S D 4 7 9 04 • 4 7 9 1 0  調査区西端で検出した S D 47904は、 幅0 . 6 - 0 . 9 m 、 深 さ0 . 2 - 0 . 3

m で部分的に東側が二段に落ち込む。 水が流れた痕跡はない。 調査区東端の S D 47910 は、 西側

のみ検出できた。 同じく流水の痕跡はない。 平行する両溝間の距離は内法で12 m 余りである。

·� � � 

�� ニ：

L-

F

 

〗-::J!

F
, 

1 . 暗茶灰色土 （小礫含む）
2 . 賀褐色斑入淡茶灰色土
3 . 淡黄灰色砂質土
4 .  黄褐色斑入茶褐色土

L

 

L一L一E

 

L

 

L�1 7.4 m  

1 rn 

第53図 溝 S D 47904 · 01断面図 ( 1/40)
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第55図 井戸 S E 47903実測図
(1/50) 

第54図 溝 S D 47902断面図 (1/20)

S D47904 と SD47901の重複関係 は後者の方が新 し い 。 ま た、 今 回の遺物整理で は 16世紀末か

ら17世紀前半 に位置付 け ら れ る 陶磁器が少量存在す る こ と が新た に 明 らかに な っ た が、 ま だ資

料 に 乏 し く その性格 に つ い て は不明 で あ る 。

( 2 ) 中世の遺 構

中世の遺 構 は、 こ れ ま で と 同 じ く 鎌倉・南 北 朝期を 中心 と す る 中世前期 (14憔紀前半代） と、

戦国期を 中心 と す る 中世後期 (16世紀前半代） に わ け ら れ る 。

堀 SD 479 0 5  (第52図、 図版18- 2 )  平成 4 年度の調査で確認 し た と こ ろから西 へ約 4 m 拡

張 し た。 幅 は東 側 で は 3 m あ っ た も のが西壁で は 2 . 3m と 狭 ま っ て お り 、 深 さ も 前回の調査で検

出し た溝底の段 を 境 に徐々 に西 へ浅 く な っ て い る 。 遺物は前回 と 同様 に 小 片 が多 く 量 も 少 な い 。

空堀。 中憔後期。

溝SD 479 0 2  (第54図、 図版18- 1 )  調査区東 端から逆 L 字形 に折れて西 へ延び る 。 部分的

に しか確認で き な い こ とから遺 構の全 容 は不明 で あ る 。 検出時は拳大の石 が集 ま っ た 状 態 で検

出さ れ た が、 石 を 並べ た形跡は認め られなかっ た 。 溝の深 さ はO . l m 前後 と 浅 く 、 石 は途 中で途

切 れ た り 、 溝外 に は み出し た と こ ろ も み ら れ る が、 逆 L 字形の内側で は ほ ぼ直線的 で あ る 。 遺
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1 .  暗黒灰色土 3 .  暗茶褐色粘質土
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第57図 井戸 S E 47914実測図 (1/50)

物 は 石 に 混 じ っ て 土師器、 陶磁器、 砥石

が少量 出 土 し た程度 で あ る 。 中 世後期。
1 .  灰褐色砂質土（礫を多 く 含む） ー S D02 7 .  陪灰色粘質土
2 .  暗茶灰色土 （小礫含む） ー S DlO
3 .  茶褐色粘質土

8 暗灰色枯質土
l 

井戸 s E 4 7 9 0 3  I第55 図 ） 直径約1 . 1
9 青灰色粘質土＋黄褐色枯質土 木片、木ノ葉

4 .  黄褐色斑入茶褐色礫混 り 土 （小礫含む） 多 く 含む
5 .  黄褐色礫混土 10 . 暗灰色シル ト （小礫含む） m 、 深 さ 2 . 2 m の 索掘 り 井戸 。 遺物 は 土 師
6 .  暗茶掲色粘質土 11. 9 に類似

12灰臼色シル ト 器、 陶磁器 の 小 片 が 出 土 し た 。 中 泄後期。
L=17.4m 2m 

土坑 S K 4 7 9 1 9  平成 4 年 度 の 調 査 で

は溝 S D 41316 と し た も の で あ る 。 今回 の

調査 に よ り 溝で は な く 不定形 な 浅 い 土坑 と 判 明 し た 。 投棄 さ れた石の ほ か に 土器、 陶磁器が出

土 し た 。 中 世後期 。

第56図 井戸 S E 47909実測図 (1/50)

土坑 S K 4 7 9 0 7 • 0 8  両者 と も 長辺3 . 8 m 、 短辺2 . 5 m 前後で、 溝 S D 47011 と つ な が っ て い る 。

S K 47907 は深 さ 0 . 15 m と 浅 い 。 S K 47908 は深 さ 約O . l m の 浅 い 平坦面 と 、 底 に石が集 ま っ た深

さ 0 . 8 m の掘形 か ら な る 。 水 は溜 ま っ て お ら ず 、 底 か ら 根石相 当 の石 と 少量の 土器、 陶磁器が出

土 し た 。 中 泄後期。

井戸 S E 4 7 9 0 9  (第56 図 、 図版19- 2 · 3 ) 長辺3 . l m 、 短辺2 . 6 m の い びつ な 円 形 の 索掘 り

井戸。 深 さ 1 . 9 m 。 検出時の大 き さ に比べて 井戸底 は小 さ く 、 壁面 も か な り 凹 凸 がみ ら れ る 。 底
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7 .  黒褐色斑入茶褐色土
8 ,  質褐色礫混 り 土
9 .  暗茶褐色礫混 り 土
10, 黒褐色斑入濁賀褐色上
11 ,  黒褐色斑入茶灰色土

L= 1 7.4m 

゜ 3 m 

第58図 掘立柱建物 S B 47921実測図 (1/80)

付近 に遺物が多 く 、 土器や陶磁器のほかに木製品 が出土 し た。 中世前期。

土坑S K479 15 • 2 0  両者 と も 長辺約0 . 9m、 短辺約0 . 6 mの長方形。 深 さ は S K 20がO . l m 余

り 、 S K 15は0 . 2m で あ る 。 遺物は 土師器の小片 が出土 し た 。 中世前期。

( 3 ) 長岡京期の遺 構

掘立柱建物S8 479 2 1  (第58図、 図版19- 4 )  2 間 X 3 間の東西 棟。 北 側柱列のP 2 と P 4

の間 に つ い て は確認で き なかっ た 。 柱間寸法は梁行、 桁行 と も 2 . 4m で あ る 。

掘立柱建物S8 479 2 2  南 北 2 間分 を 確認 し た 。 柱間 寸法 は 2 . 4m で あ る 。

井戸S E 479 14 (第57図） 一辺1 . 0- 1 . Z mの方形掘形。 深 さ 1 . 7m 。 井戸枠 な どの資材 は残

っ て い な い 。 遺物は底から 曲物の一部が出土 し た ほかは、 井戸中程から平・丸瓦 と 土器が出土

し た 。 土器片 よ り 瓦の方が多 い 。

溝 SD 479 17 長 さ 3 . 5m 分 を検出し た 。 輻0 . 5- 0 . S m 。



X=-1 2002 0 

1
· X=-1 20,030 

I i'<t 

X=-1 20,040 

I 

-Y=-2 7, 6 1 0  

◎ 

0
0
 

®◎ 

〇 ◎ ◎ ◎ ら
□

“ -P 4 8  

_ (
;-:: S K 0 7 )J 

◎ 

◎ ロ
バ

◎ g � � ゾ◎

鷹 ご (〗'""
◎ 2 7 ⑮ 

＠ ◎  ⑯ ◎ © 

2 
◎ 電P B  

◎ 

�Y=-2 7,6 20 

゜

柱穴 内 に石 を 据 え た も の

拳大の石が集 中 す る 箇所

Sm 

遺構番号 は 頭 に つ く 調査次数 (479) を 省 略

第59図 検出遺構図 (1/100)



X =—1 2 0, 0 1 0 

I 
X=-1 2 0,02 0 

I 
X=- 1 2↑ 

:

3 0  

ーニプ
右京第413次調査 ―Y=- 2 7, 61 0 

―Y=- 2 7, 6 2 0 

右京第385次調査
-―Y=-27,6 3 0 

柱穴 内 に石 を 据 え た も の

'c \ 

-Y=-27, 6 4 0 拳大の石が集 中 す る 箇所

L 1 
@1 ゜ 20m 

L=1 7 .4m 

L � 
'7 ア、 一 r , ,_ 髪 L

第60図 全調査地の検出遺構図 (1/200)



-==------JI I 

Xニ ー 1 20 00 0

1
· X =- 1 2 0 02 0  

1 ' 
X = - 1 2 0,04 0  

I 
X=—1 20,0 0 0  

I 
X=-1 20020 

1

' X=-1 2004 0 

1
· 

V =-27,620 ― 

Y=- 27,64 0 ― 

Y0-27,62 0 ― 

Y= -2 764 0 ― ， ---

I I 
近世の 遺構

X=-120000 

1 ' 
X=- 1 2 0 0 2 0  i ' X=-1 20,040 

Y=-2 7 620 � ， 

V=-2 7640 ― ， 

Y0-27,620 -

Yc- 2 7,64 0  -

。
ー，

0

t\

O

O

 

。
6

)̂
0

 

0
 

◎
19

0

0

5

 

。

3
 
3

 
＼
》

芍ヽ

B

o

 

I I 
中 世前期 の 遺構

X=- 1 20,0 0 0  

I 

/1,. 

。
゜

""'' 
゜

．
 

，
 
2
0
 

゜
。

゜

゜

。
[

•

O
 

0

9

 

。
0

0

0
 

゜

. ••
 

c
 

,
1.
1.||．
p’

 

L
 

Xニー1 20,02 0

I 
X=-1 20040 ， 

゜ 20m 

I I 
中 世後期 の 遺構

第61閻

I I 
古墳 ・ 弥生時代の遺構

時代別の遺構変遷図 (1/500、 番号 は付表 4 に対応）



第 3 章 長 岡 京跡右京第479次調査 63 

付表 4 主な検出遺構一覧（番号は第61 図と対応する）
番号 構

遺

l 溝

2 ,, 

3 ,, 

4 " 

5 冒篇
6 井戸

7 土坑

8 溝

9 " 

10 土坑

11 堀

12 土坑

13 溝

14 土坑

)5 II 

16 " 

17 溝

18 井戸

19 " 

20 II 

21 溝

22 土坑

23 " 

24 間翡
25 溝

26 土坑

27 井戸

28 土坑

29 " 

30 " 

31 溝

32 " 

33 土坑

34 " 

35 ,, 

36 II 

37 門'1奇？

38 溝

39 
竪穴

住居

40 ヒ� ッ ト

41 闘

貪
R 479 

” 
” 

R 385 

R 364 

R 413 
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4 出 土 遺 物

各調査地から出土した遺物 量は収納 コ ンテ ナ（長さ54cm ・ 輻 34cm · 深さ 15cm) に換算すると、

およそ右京第364次調査が 8箱、 第385次調査が 1 1箱、 第4 13次調査が 1 1箱、 第448次調査が 4箱、

第479次調査が 8箱であり、 合計42箱となる。 その大半は中世の遺物で 占 められている。 出土遺

物については、 主に未報告遺物と調査 年度にその一部が報告された右京第385次調査の土坑 S K

385 07を中心に報告する。 なお、 遺物は遺構ごとにまた時期別にまとめており、 個々の寸法や出

土遺構等のデー タ については遺物一覧表（付表8) を参照されたい。

( 1) 縄文 ・ 弥生時代の遺物

縄文時代の遺物はごく少 量である。 いずれも二次堆積層から出土しており、 遺構については

明らかでない。 弥生時代の遺物は各調査地からそれぞれ数十片

程度出土 するほか、 以前は周辺で石器が表面採集されたようで

ある。

縄文土器（第62図 ・ 図版 20- 1) 1 · 2は後期前半の磨消縄

文である。 内外面とも余り磨滅していない。 当地の北 15 0mの右
(5) 

京第4 10次調査では流路堆積層から中期と後 ・ 晩期の土器が出土
,' / 2 しており、 犬川流域の沖積低地には広く散布する状況が明らか

0 5cm 
I I I I I I となってきた。

、,‘ 、,' 1
,' i 

第62図 縄文土器実測図 (1/2) 弥生土器（第63図、 図版 20- 2。 3) 高杯(3)、 甕底部(4 。

5 )、 壺か器台の 日 緑部(6)、 甕 ( 7) のほか、 高杯脚部(290)、 壺 日 緑部(29 1· 292)、 甕 日

緑部(293 · 294) がある。 3は 日 緑部外面に 2条の凹線文が巡る。 脚から杯部外面はハ ケ メ 調

整。 4は外面ハ ケ メ 調整。 5 は摩滅しており調整不明。 6は 日 縁部外面に角 度のある凹線文 2

条と、 その間に浅い凹線文が 1条巡る。 7と 293は 「く」 の字状に屈 曲 する短い口縁部をもつ。

端部はつまみ上げる。 290はヘラ描沈線文を施す。 内面下方は横方向にヘラ削りする。 29 1は ロ

縁部端面に 3条の凹線文と 6条 1組の縦線文を施す。 日 緑部内面には刺突文を巡らせる。 292は

短く外反 する 日 縁部に端面をつくり出している。 端面は横ナ デのみで飾らない。 体部外面はハ
�

- �-

�
�

�
/, 會
,' 6 

゜ 20cm 

5
 l i,, � 

第63図 弥生土器実測図 (1/4)
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第64図 石器実測 図 (1/2)

ケ メ 調整。 294 は 頸部 に 3 条の ヘ ラ 描沈線文 と 口 緑端部 に刻 目 を 施す。 外面 に は煤が付着す る 。

こ れ ら の 土器 は そ の特徴か ら 294が前期、 290が中期前半、 そ の 他 は 中 期後半 に位置付 け ら れ る 。

特 に 前期 の遺物 は 本遺跡 で は 北西約300 m の右京第38次調査地 の 甕棺墓が知 ら れ る だ け で あ り 、

294の 出土 は付近 に遺構が存在す る こ と を 予測 さ せ る 。
(6) 

石器 （第64図、 図 版20- 4 )  縄文時代の独鈷石 ( 8 ) 、 打製石鏃 ( 9 ) と 、 弥生時代の 磨製

石鏃 (10) 、 石庖丁 の 小 片 (11 ・ 12) が あ る 。 8 の石材 は砂岩。 真 ん 中 付近で割 れて お り 、 先端

部分 を 欠 く 。 近畿地 方 で は類例 の 少 な い 遺物で あ る 。 後期 の 土器 に伴 う 可能性が考 え ら れ る 。

9 は 凹甚式。 サ ヌ カ イ ト 製。 1 0 は 凸基有茎式。 粘板岩製。 1 1 は 刃 部 直線式。 12 は 刃 部 に 直交す

る 研磨痕がみ ら れ る 。 い ず れ も 粘板岩製。

( 2 ) 長 岡 京期 • 平安時代の遺物

少量小 片 の た め 図 示で き る も の は 限 ら れて お り 、 西ー坊 々 間小路西側溝 S D 38502 と そ の 残欠

の 土坑 S K 38506、 町 内溝 S D 47917、 井戸 S E 47914の 遺物 と 、 中 泄遺構 に混入 し た も の を 取 り

上 げ る （第65図 ・ 図 版21 · 22) 。 な お 、 土坑 S K 38518 の遺物 に つ い て は 実測 図 が す で に報告 さ

れて い る こ と か ら 写真の み を 掲載 し た 。 大半 は 長 岡 京期 の 遺物で あ る が、 24 - 26 は 9 惟紀後半

に 比定 さ れ る 。 23 に つ い て は ま だ資料が少 な い こ と か ら 明 ら か で な い 。

土師器 （第65 図 、 図版21) 皿 A (14) 、 杯 A (15) 、 杯 B (16) 、 甕 (21 。 22) が あ る 。 14 ·

1 5 は 口 縁部外面 と 内 面 を ナ デ調整。 底部 は ヘ ラ ケ ズ リ 。 口 縁端部 は 14が内側 に肥厚 さ せ、 15が

小 さ く つ ま み上 げて い る 。 1 4 は 胎 土 に微砂粒 を 多 く 含む 。 16は底部 に 断面三角 形 の 高 台 がつ く 。

日 緑部外面 は ヘ ラ ミ ガ キ を 施 し て お り 、 端部 は小 さ く つ ま み あ げ る 。 21 · 22 は 「 く 」 の 字 に外

反す る 口 縁部 がつ く 。 端部 は 内側 に 丸 く 肥厚す る 。 こ の 他 に も 土師器の 高杯脚部、 杯 B 蓋、 盤

B な ど が出 土 し て い る 。
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須恵器 （第65図、 図版21) 杯 B蓋 (13) 、 壺 (17· 18) 、 陶硯 (19· 20) 、 羽釜 (23) 、 椀 (24·

26) が あ る 。 13は天井 部 に 宝珠形のつ ま み がつ く 。 17は丸 みのあ る 肩部 に二段構成の日 頸部が

つ く 。 肩部 に は濃緑色の自 然釉が付着す る 。 色調は灰白色。 18は底部が上 げ底 状 に な っ て お り 、

底部外面 は 丁寧 に ナ デ調整す る 。 19は花弁 を 模 し た形象硯の陸部小 片 。 20 も 形象硯の小 片 で あ

る 。 い ず れ も 胎 土 は精良 で色調は灰 臼 色 を 呈す る 。 外面 に は濃緑色の自 然釉が付着す る 。 こ れ

ら は尾張猿投窯の製品 で あ る 。 当地の南 東 約270mの右京第297次調査地で は脚部 を 残す 八花硯

が出土 し て い る 。 濃緑色の自 然釉が付着す る も の に は、 肩部 と 体部の境 に 耳がつ く 壺 (300)

と、 壺 A 蓋 (299) が あ り 、 硯 で は他 に 円面硯の透かし部分が出土 し て い る 。 23は鍔 を は り つ け

た羽釜。 焼 き は硬質で暗灰色 を 呈す る 。 煤の付着 は み られな い 。 右京第479次調査のピ ット58か

ら同形態の羽釜が出土 し て い る 。 硬質で灰白色 を 呈す る 。 24は 高 台 を 削 り出し て お り 中心部 は

三 13

ー 二二三

� ノ�5
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14-16、 21 · 22 土師器 13、 17-20、 23 · 24 · 26 須恵器 25 緑釉陶器

第65図 長岡京期 • 平安時代の 出土遺物実測 図 (13- 18 · 2 1-26-1/4、 19 · 20-1/2)
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わずかにくぽむいわゆる蛇ノ目高台。 内面に重ね焼きの痕跡が残るほかは、 丁寧にヘ ラ ミ ガキ

調整 している。 硬質。 2 6 は底部外面に糸きり痕と焼成前のヘ ラ記号がみられる。 内面は2 4と同

じく重ね焼きの跡が残る。

緑釉陶器（第65 図、 図版21) 椀底部(25)と日縁部小片(3 07)がある。 25 はいわゆる蛇ノ

目高台であり、 底部外面から内面に淡緑色の釉を施す。 硬質。 3 07の 口 縁部小片は釉が斑状に変

化 している。 硬質。

灰釉陶器（図版21) 端反りの 口 緑部小片(3 06)がある。

瓦（第6 6 · 67図、 図版2 2) 当 地区から出土 した瓦は近世以降の瓦を除き、 大半が奈良 ～ 平

安時代のものである。 これらの瓦は長岡京期の井戸 S E 4791 4からまとまって出土 した( 29 -35)

ほか、 一部に井戸 S E 413 01 · 02 など中世の遺構からも出土 している(27 · 28)。 なお、 当 地区
(81 

の東隣で駐車場建設工事に伴って実施 された第933 00次立会調査において、 長岡京期の井籠組井

戸から平瓦の破片が数点出土 しており、 その中には 「理」と印刻 されたものもあった。

27は単弁蓮華文軒丸瓦。 摩滅 した瓦 当 面の一部が残る。 中房面は欠損 し 、 蓮子数は不明であ

るが、 輪郭線がわずかに残る。 蓮弁は 8 葉とみられ、 線的に表現 される短い単弁は弁端が尖 り 、

互いに接 しない。 外区には内外緑を画する界線を有 し、 幅の狭い内縁に珠文を配する。 残存す

る部分では珠文は蓮弁 。 間弁と対応 して配 される。 外緑は欠損のため不明。 精良な胎土には石

英、 長石、 チ ャ ートの細粒を含む。 焼成は軟質。 色調は表面黄灰色、 断面は暗灰色を呈する。

型式は不明である。

28は均整唐草文軒平瓦。 長岡宮式7757A型式で、 端部片のため細分類 し難い。 この瓦は外縁

の上端部が面をな しており、 これまで出土 した同型式のものと異なる。 脇区中央の珠文の上に

は約1 cmの砲傷ら しきものがある。 平瓦部凹面には側面に沿って面取りが されている。 曲線顎。

胎土には0 .1 cm以下の砂粒を含む。 焼成は軟質で、 色調は表面黒灰色、 断面は灰 白 色を里する。

29は均整唐草文軒平瓦。 平城宮式6 6 6 4 H型式である。 唐草文の主葉は大きな弧を描き先端を

巻き込む。 段顎。 良質な胎土には赤色粒と0 .2 cm以下の砂粒を含む。 焼成は軟質で、 色調は表面
(9) (10) (11) 

暗灰色、 断面は淡灰褐色を呈する。 同型式の瓦は長岡宮跡の第89次 ・ 1 00次 ・ 128次調査などで

出土 している。

3 0 · 31 · 35 はいずれも一枚作りの平瓦である。 3 0は狭端面側の破片。 凹面に7 本/cmの布目

痕を残 し 、 調整を加えない。 凸面には縄叩き目を施 し 、 成形時に使用 した離れ砂が付着する。

側面にはヘ ラケ ズ リ を施す。 厚 さ2 .2 cm。 緻密な胎土には黒色粒子をわずかに含む。 焼成は軟質

で、 表面は黒灰色、 断面は灰 白 色を呈する。 31 は狭端面側の破片。 凹面に布目痕を残 し 、 周緑

には端面側が輻3 cm、 側面側が1 .5 cmのヘ ラケ ズ リ 後ナ デを施す。 凸面には縄叩き目を施 し 、 成

形時に使用 した離れ砂が付着する。 側面および端面にはヘ ラケ ズ リ 後ナ デを施す。 厚 さ2 .1 cm。

胎土には赤色粒と0 .2 cm以下の石英、 チ ャ ート、 長石 を 多く含む。 焼成は軟質で、 表面は淡黄茶
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第66図 瓦実測 図 1 (1/4) 
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色を呈 する。 35は広端面側の破片。 凹面に布目

痕を残し、 調整を加えない。 布目 は 9本/cmで

あるが、 両側面端には布の横糸が数条重なりあ

っ た痕跡が明瞭に残る。 また、 粘土板切断時の

斜め方向の糸切り痕が残る。 凸面には縄叩き 目

を施し、 成形時に使用した離れ砂が付着 する。

側面および端面にはヘラ ケ ズ リ 後ナ デを施す。

厚さ 2cm弱。 胎土には 0. 3cm前後の石英、 チ ャ ー

トな ど の砂粒や黒色粒子を含む。 焼成はやや硬

質で、 淡灰色を呈 する。

32- 34は丸瓦で、 いずれも玉緑部を有 するも

ので、 すべて粘上板巻付け作りとみられる。 32

は凹面に布H 痕を残し、 凸面はナ デを施し、 成

形時の痕跡を消 す。 玉緑部は筒部をしぼり込ん

で成形し、 側縁は不明だが、 端緑はヘラケ ズ リ

をしない。 凸面の玉緑との境にはわずかに段を

も ち 、 その上に粘土を貼りつけ段部を作る。 玉

緑の長さは 4cm。 胎土には赤色粒と石英、 長石、

チ ャ ートなどの 細粒を多く含むが、 中には 0. 3cm

前後の砂粒もわずかにある。 焼成は軟質で、 断

面・表面とも灰黄色を呈 する。 33は凹面に布目

痕を残し、 凸面にはナ デを施し、 成形時の痕跡

を消 す。 玉緑部は筒部をしぼり込んで成形し、

凸面の側緑と凹面の端縁を斜めにヘラケ ズ リ し

て調整する。 凸面に粘土を貼りつけ段部を作る。
20cm 玉緑の長さは 5 cm。 緻密な胎土には赤色粒と

第67図 瓦実測図 2 (1/4) 0. 05 - 0. 5cmの石英、 長石、 チ ャ ートな どの 細粒

を含む。 焼成は軟質で、 表面黒灰色、 断面は灰黄色を呈 する。 34はほぼ完形で、 幅 18. 2cm、 長

さ 39. 8cm、 厚さ 2. 1cmである。 凹面に布目 痕を残し、 凸面はナ デが完全ではなく、 成形時の縄叩

き 目 を一部に残す。 筒部凹面は端縁をヘラケ ズ リ して調整する。 玉緑部は筒部をしぼり込んで

成形し、 凸面の側縁と端縁、 凹面の端縁を斜めにヘラケ ズ リ して調整する。 凸面に粘土を貼り

つけ段部を作る。 玉縁は6. 2cmと長い。 緻密な胎土には赤色粒と石英、 チ ャ ートなどの 細粒を含

むが、 中には 0. 4cm前後の砂粒がわずかにある。 焼成はやや軟質で、 灰黄色を呈 するが、 表面の
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一部は黒灰色である。

このほか、 図化できなかったが、 井戸 S E 4 13 0 1から均整唐草文軒平瓦の破片が出土してい

る。 右側の瓦 当面が唐草 2葉と上外区に珠文 1つが残る。 曲線顎。 平瓦部凹面は布目 痕を残す。

凸面は縄叩き 目 を残し、 瓦 当接合部のみをナ デる。 緻密な胎土に赤色粒と 0. 3cm以下の石英、 長

石、 チ ャ ートなどの砂粒を多く合むが、 中には 1cm前後の砂粒がある。 焼成は軟質で、 表面黒

灰色、 断面は灰色を呈 する。 型式は不明だが、 唐草の先端の強い巻き込み具合や珠文の位濫な
(12 )  

どから平城宮式67 26D に類似 する。 なお、 平城宮式67 26D は長岡京跡左京第3 0次調査で出土し

ている。

(3 ) 鎌倉 。 南北朝時代の遺物

当 地における一連の発掘調査では、 本時期の遺物が最も多く出土しており中世開田遺跡の盛

時を物語る資料として注 目 される。 ここでは 図示できた 主な遺物を中心に報告する。 この中で

注 目 されるものには瓦器椀と土師器皿が隙 間なく重なる状態で出土した土器埋納坑 S X 3 85 07が

ある。 既に検出状況をはじめ士器の一部は調査 年度に報告されているが、 ここでは再度報告書

から簡単に遺構の状況を述べたの ち に土器類について報告する。 なお、 今回の報告では遺構の

性格をより明確に示す意味で遺構名を土器溜りから土器埋納坑とした。

土器埋納坑S X38 5 07出 土遣物（第69図、 付表5 · 6、 図版 23 - 25)
1 ,"-"·"" 

土坑は 「検出面で南北

|
／
し ＼
一

し ＿

日色塙

石 他は土師器

＿ ＿］ 

土器埋納坑 S X38507実測図 (1/10) と 検出状況 （南か ら ）
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付表 5 S X38507出土土器法量分布

5
 

器
高(cm) 土師器小皿

ロ｀
土師器大皿ロ

付表 6 S X38507出土土器の破片数籠

.
5
 

゜
ロ 径 (cm) 1 0 

器 種 破片数 ％ 破片数 ％ 

土師器小皿 380 24 . 4 

大皿 847 54 . 4  
1459 93 8 

椀 24 1 5 

不明 208 13 4 

瓦器 椀 97 6 2 97 6 . 2  

合計 1556 99 . 9 1556 100 0 

1 5 

0. 55 m、 東西 0. 48m、 深さ 0. 25 mの規模 を もつ。 埋土は淡茶褐色弱粘質土の単層であり、 焼土、

炭などの混入はなかった。 土器は、 土坑の上半に集中しており、 一括廃棄されたものと考えら

れる。 完形品が多いが接合できない破片も多く含んでいた。 （中略）長さ 10cm程度の砂岩が出土

したが、 これは廃棄時の混人と考えられる。 土器埋納坑 S X 385 07は、 土器廃棄用の土坑と考え

られる」。 出土状況については、 調査 年度の報告書から遺構 図と写真 を 再度掲 載した（第68

図）。 土器 を 埋納した事例には、 本遺跡の右京第364次調査の P l 8 1のほかに、 13世紀前半の右京
(13) (14) 

第139次調査土坑 S K l 39 14、 16世紀前半の右京第330次調査土器溜 ま り S X 33004などがある。

遺物は 「口縁部が 1/ 2以上残存 するもので、 瓦器椀 12個体、 土師器皿 I （小皿）が48個体

以上、 皿 II(大皿）が42個体以上、 椀 2個体 を 確認している」。 各土器の法 量分布と破片 数につ

いては付表5 · 6のとおりである。

土師器では小皿(36-60)が口径6. 8- 8. 4cmの個体幅がある中で 7. 8cmのものが最も多く、 器

高は 1. 0- 1. 5cmの中で 1. 1cmのものが最も多い。 大皿(6 1- 97) は、 ロ 径9. 8- 1 1. Zcmの個体幅

がある中で 10. 1cmが最も多く、 次いで 10. 6- 10. 8cmに集中する。 器品はl . 4- 2. 4cmの中で 1. 9cm

が最も多い。 大小とも平らな底部と外へ ひらく口緑部からなる。 この中には、 底部に太い筋と

細い筋からなる縦縞状の圧痕がつくもの(45 · 5 2 · 5 7 · 5 8 · 63 · 65 · 67 · 88 · 90) や、 成形時

に別の粘土 を 継 ぎ足したもの(36) がある。 底部の圧痕は全体に及ぶものではなく、 内面を は

つるようにナ デ を 加えたところ に付いており、 強いナ デの場合には底部が突起したり、 器壁が

1 mmくらいの薄い小皿もある。 縦縞状の圧痕は凸 凹や太さの異なる複数の平行する筋からなっ

ており、 乾燥時の敷物が写ったものと考えられる。 調整は、 底部外面を 指 オ サ エ、

と内面を ナ デ調整する。 胎土は赤色斑粒 を 含む在地産で、 色調は淡褐色系である。

煙がつくものはみられない。

口縁部外面

ロ 縁部に油

椀 (98 · 99) は、 ロ 径1 1. 4cmと 1 1. 6cm、 器高 2. 9cmと 3. 5cmである。 椀については本土坑のも

のは少ないが、 他の遺構から一定 量が出土している。 小さい平らな底部と丸みのある体部 を も

ち 、 日 緑端部 を わずかにつまみあげる。 内面はナ デ調整、 外面は口縁部 を 横ナ デするほかは指
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第71図 溝 S D 38503 · 44803 出土遺物実測図 2 (1/4) 

オ サ エする。 このうち98は白 色系の深椀 タ イプである。 いわゆるヘ ソ 皿は本土坑か ら は出土し

ておらず、 全体でも両者の数は少ない。 99を含めて他の遺構出土の土師器椀は皿の胎土と類似

する。
(15) 

瓦器椀(100 -111)は日径10 .7cm、 器高3 .5 cmの100と、 口 径11 . 6 -12 . 5 cm、 器砧2 .0cmを中心

とする101 -111 がある。 小 さい平らな底部と外上方へ ひらく体部からなり、 日緑端部はわずか

に外反する。 全体に器壁は薄手である。 高台の形状は一個体の中でも細部で異なっており、 低



_ _ _ _ _ _ _ _  _, - - - - - - -
20 cm 

185 - 187 瓦器

第72図 溝 S D 38503· 44803出土遺物実測図 3 (1/4) 
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第73図 井戸 S E 47909出土遺物実測図 (1/4)
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く て小さな断面三 角 形を呈 する部分と

粘土紐をこすりつけたものがあるほか、

高 台 が剥がれたり高 台が最初からない

ものも存在 する。 調整は体部外面を指

オ サ エ、 日 緑部を横ナ デするほか、 内

面には 10本程度の粗いヘラミガキを施

す。 見込みには鋸歯状の暗文を施す。

色調は黒色のもの以外に部分的に炭素

が未吸着のものがある。

溝S D38 5 03 • 4 4 8 03出 土遣物（第70

- 72図） 土師器皿(1 12- 15 1)、 椀

(15 2- 15 9)、 須恵器鉢(176 。 177)、

瓦器の椀(160- 175)、 羽釜(178- 184)、

鍋 (185 - 187) がある。 土師器皿と瓦

器椀については墓本的に土器埋納坑 S

X 385 07の土器類と形態、 調整等が共通

する。 土師器には口縁部に油煙がつ く

皿 (1 14· 124)、 底部に縦縞状の圧痕が

付いた皿と椀 (1 19 。 140 · 145 。 147 ·

15 2· 154。 155) がある。 底部の圧痕は

皿 ・ 椀ともに類似 するが、 椀には内面

をはつるようなナ デはみられない。 176・

177は東播系の鉢。 178は三足のついた

小型羽釜。 残存部に煤はつかない。 羽

釜には 日 緑部が内傾するもの(179。 180)

と、 直立 するもの(18 1 。 182) がある。

日 緑部直下には断面方形の鍔がつ く 。

183 · 184は口緑部直下に水平方向へ張

り出す鍔がつ く 大型 品である。 185 - 187

は口緑部が断面三 角 形の受け 日 を呈 す

る。 羽釜と鍋は体部外面を指オ サ エ、

内面はハ ケ メ 調整を施す。 185はヘラ状

のエ具で外面調整する。
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井戸 S E 479 0 9 出 土遣物（第73図） 土師器皿(189- 195)、 瓦器の椀(196- 200)、 小 型 壺(188)

がある。 188は、 球形の体部に短く直立 する 日 縁部をもつ。 日 縁部は横ナ デ、 体部は内面ナ デ調

整、 外面は指オ サ 工を行う。 内外面とも黒色を呈 する。 本遺跡では他に類例はない。 土師器小

1Illは 日 径 8cm前後、 器高 1. 5cm未満。 大皿は口径9. 6cm前後、 器高 2. 0cm未満である。 この中には

口縁部に油煙がつくもの(189・ 19 1)、 底部に縦縞状の圧痕がつくもの(189· 190) があ る 。 197

は、 内外面とも炭索が未吸着で灰白色を呈 する。 198は外面に煤が付着する。 瓦器椀には、 196- 198

の他に法 量が縮小した 199と 200がある。 199は 日 径1 1. 3cm、 器高 2. 8cm。 内面は粗雑な螺旋状暗

文を施す。 器壁はやや厚い。 本遺跡では他に類例はみられない。 200は口径10. 0cm、 器高 3. 3cm。

内面は摩滅しており調整不明。 低い小さな高 台をつける。

中世前期の 出 土遺物（第74図） 土師器皿(20 1- 2 10)、 椀(2 1 1)、 瓦器の椀 (2 12 · 2 13)、

小型羽釜(2 14)、 羽釜(2 15 - 2 18)、 常滑焼甕(2 19- 222) がある。 土師器皿と瓦器椀 は法 量、

形態。手法が埋納土坑 S X 385 07等と共通 する。 203- 209は大型の瓦器羽釜とともに ピ ッ ト 108

から出土した。 皿は 日 径 7cm台、 器高 1. 5cm未満に集中 する。 羽釜は 2 16がほぼ底部まで残る。

2 18は体部下半が直線的に割れており、 一部に丸くあけた痕跡が残る。 転用した可能性が高い。

常滑焼甕は外面に濃緑色の 自 然釉がかかるもの(2 19- 22 1) と、 茶褐色のもの(2 22) がある。

日 緑部の縁帯幅は 2 - 3. 5cmである。 222の胴部上半にはヘラ描きがみられる。 胴部に押 印 する

小片を 1点確認した。

(4) 戦国時代の遺物

各遺構から出土した遺物は全体的に少なく、 小 片が多いことから 図示できるものは限られて

いる。

溝S D38 5 0 1 • 4 4 8 0 1 出 土遺物（第75 図） 土師器小型鉢 (223)、 土師臨皿(224)、 瀬戸 ・ 芙
(16) 

濃焼の灰釉皿(225)、 灰釉水差 (226)、 灰釉平碗(229)、 信楽焼の 壺 (227)、 揺鉢 (228)、 備

前焼揺鉢(230。 23 1)、 青磁碗(232 · 233) がある。 223は精良な胎土を用いている。 全体に器

壁が薄く約 2mmである。 224は 日 緑部をつまみあげており、 端部は断面三角形を呈 する。 225は

底部糸切りの平底。 内面と 日 緑部外面に施釉 する。 226は糸切りした底部の縁を削りだしてい

る。 筒状の1本部外面には灰釉が流れて溜まる。 229は底部外面を欠失 する。 227は口緑部の緑帯

が頸部に接着しており、 内面に段を有 する。 器表面には長石の吹き出しがみられる。 230は すり

目 が 8本。 23 1はすり 目 が 7本。 23 1の外面には重ね焼きの痕跡が残る。 232は高 台 内面が露胎 す

る。 233は内面見込みに双魚のスタ ンプを押 す。 全面に施釉しているが、 高 台内面と体部外面は

部分的に釉切れする。

井戸 S E 4 130 1 出 土遺物（第76図） 土師器1II1(234)、 瀬戸•美濃焼の灰釉皿(235 · 236) 青

磁碗(237)、 瓦器羽釜 (238) がある。 234は長円形でゆがんでおり、 底部をわずかに押し上げ

ている。 235は底部を糸切りする。 内面と 日 緑部外面の一部を施釉 する。 236は小さな高 台と内
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第76図 井戸 S E 41301 出土遺物実測図 (1/4)

湾気味の日緑部をもつ丸皿である。 全面に施釉する。 237は内面見込みに花文のス タ ンプを押

す。 高台内面をのぞいて全体に施釉する。 23 8は体部外面から鍔にかけて煤が多く付着する。 日

縁部には沈線が1 本め ぐ る。

中 世後期 の 出 土遺物（第77図） 土師器小型壺(239)、 須恵器小皿(2 40)、 土師器皿( 2 41 -

2 47)、 瀬戸 ・ 美濃焼の天目茶碗(2 48)、 灰釉平碗( 2 49)、 灰釉花瓶(250)、 信楽焼の壺(251 ・

252)、 播鉢(253)、 備前焼揺鉢(25 4 · 255)がある。 239はいわゆる紅壺である。 手づくね成

形。 内容物については明らかでない。 2 40は ロ ク ロ 成形。 底部をヘ ラ切りする。 色調は内外面と
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第77図 中 世後期 の 出 土遺物実測 図 (1/4)

も 淡灰褐色。 硬質 に焼成 さ れて お り 、 胎土 は 灰 白 色 を 呈す る 。 本遺跡 で は 他 に類例 は な い 。 242

は 内 面全体 に ハ ケ メ がナ デ消 さ れず に残 る 。 243 - 247は平 ら な 底部 と 外へ ひ ら く 日 緑部 を も つ 。

口 緑部 の 屈 曲 度 は指オ サ エ の 強弱 に よ り 個体差がみ ら れ る 。 こ の タ イ プの 皿 は わ ず か な 醤 し か

出 土 し て い な い 。 248 は体部下方が露胎 と な る 。 ヘ ラ 削 り 調整す る 。 249 は体部外面下半 が露胎

と な る 。 内外面 と も 灰釉が剥離 し て お り 、 二次的 な 影響 と 考 え ら れ る 。 こ の 他 に 、 口 緑部 と 底

部片 (319 - 312) が あ る 。 250 は頸部 内面上半 と 外面全体 に施釉す る 。 い わ ゆ る 尊形瓶 を 模 し た

も の で あ る 。 25 1 は 日 緑部 の縁帯が上下 に拡張 さ れ、 内面 に 段 を 有す る 。 252 は胴部上半 に横方

向 の ヘ ラ 描 き 沈線 を 施す。 桧垣文 の 一部 で あ ろ う 。 253 は 口 縁部が外反す る 。 す り 目 は み ら れ な

い 。 254 は す り 目 が 7 本。 255 は す り 目 が 8 本。 口 縁部上端 に は 沈線 を め ぐ ら せ る 。 255 と 315 は

口 緑部 が直立 し 端部 に 沈線 を 施 す。

火鉢 と 風炉 （第78 図 ） 暖房具 の 火鉢 (256 - 261) と 喫荼具 の風炉 (262 - 269) が 出 土 し て
(17) 

い る 。 内 外面 と も 摩滅 し た も の が多 い が、 外面 は ヘ ラ ミ ガ キ 調整 し て お り 器表面 は平滑で あ る 。

内面 は ナ デ調整す る 。 黒色の も の 以外 に 二次的 な 影響 を 受 け た と 考 え ら れ る 淡橙色系 の も の が

わ ず か に あ る 。 256 - 258 は 直立す る 体部 と 断面方形 の 日 緑部 か ら な る 。 口 縁部外面 に は 2 本の

凸線 を め ぐ ら し 、 そ の 間 に ス タ ン プ を 押 す。 256 は 主葉が反転 し た も の を 1 単位 と す る 唐草文。

257 · 258 は、 S 字状文。 259 は 直線的 な 体部 と 内側 に折 り 返 し た逆 L 字形 の 日 緑部 を も つ 。 口 緑

部外面 に は 2 本の 凸線 を め ぐ ら せ る 。 体部 は 方形で器高 の低 い 形 態 で あ ろ う 。 縦長 の 菱形文 を

連続 し て 押 印 す る 。 260 は 口 緑部 の 外面上端 を 肥厚 さ せ る 。 外面 に は唐草風の花文 を 押 印 す る 。
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26 1は逆台形の脚部。 外面に 1本の沈線がめ ぐ る。 262- 265は内湾 する体部と上部を平らにした

日 縁部からなる。 日 緑部外面に 2本の凸線をめ ぐ らせており、 その間にスタ ンプを連続して押
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第79図 輸入陶磁器実測図 (1/4)

す。 262 。 263は 雷文、 264は 四 つのま す形 を 入 れ子 に し た も のに X 印 を 加 え た文様。 265 は花菱

文。 262 と 264は火窓の一部が残 る 。 266 と 269は体部下半 に猫足がつ く 。 猫足のみ 単体で出土 し

て い る が、 足の本数が明 らかな も のは な い 。 2 本の凸線の間 に は花菱文を 押 印 す る 。 267 は 直立

す る 口 縁部 と 丸 い 胴部から な る 小片 。 そ れぞれ凸線の間 に花菱文を 押 印 す る 。 268は 日 緑部 に蓮

子文を め ぐ らせ る 小 片。

( 5 ) その他の出土遺物

輸入磁器 （第79図、 図版28 · 29) 白磁の碗 (270) 、 Jill (271 。 272 · 273) 、 青磁の碗 (274 ·

277 · 278) 、 皿 (275)、 盤 (279) 、 鉄釉壺 (276) のほかに、 白磁、 青磁、 染付の小 片 が あ る 。

270は低 い 高 台の内 面 は 露胎 と な っ て お り 、 内側 は斜め に外側 は 直立す る 。 口 縁部 を 玉緑 に す る

碗 と 考 え ら れ る 。 271は い わ ゆ る ロ ハ ゲ皿 で あ る 。 272は全 面 に施釉す る 。 内外面 に文様 は み ら

れな い 。 273は厚みのあ る 底部 に小 さ な 高 台 を つ け る 。 高 台 は 露胎 と な っ て い る 。 274は 内面見

込み に線彫 り に よ る 花文を 施す蓮弁文碗。 高 台 内 面 は 露胎 と な る 。 中世前半の遺構 に伴 う も の

で あ ろ う 。 275 は 内面見込み に線彫 り に よ る 小 さ な 花文を 施す。 高 台 内側の底部のみ 露胎 と な

る 。 276 は 全 面 に黒褐色の鉄釉 を 施す。 底部 に は 目 痕が残 る 。 こ の他 に胴部の小 片 が出土 し て い

る 。 277は全 面 に細かい 貫人がは い る 無文碗。 278は 片切彫 り に よ る 文様 を 施す。 279は体部内面

に 断面 U 字形の菊花弁 状 のえ ぐ り を 施す 。 胎 土 は薄卵色 を 呈す る 陶器質で あ る 。 釉調は 内外面

と も 濁 り のあ る ベ ー ジ ュ 色 で部分的 に釉が溜 ま る 。 こ のほか白磁 に は合子の身 (330) 、 ロ ハ ゲ

皿 (321) 、 玉縁 を も つ碗 (322) 、 高 台 に え ぐ り を 入 れ る 皿 (323) な ど が あ る 。 青磁 に は、 蓮弁

文碗 (324- 331) と、 い わ ゆ る 酒会壺 と 考 え ら れ る 332が あ る 。 端反 り の碗 (333- 335) と 底部

(336) のう ち、 333 · 334 · 336 は釉層 が薄 く 器表面 は斑 状 を 呈す る 。 336 は 高 台 内面の露胎部分

が焼成時に酸化 し て 赤褐色 を 呈す る 碗 で あ る 。 337は 日 緑部 を 折 り 返 し て 平緑 と す る 盤か。 花弁
(18)  

形の日 縁部 と、 型抜 き 成形 に よ る 多角 形の1本部から な る 。 338は、 花瓶の日 緑部。 339は染付。
(19) 

高 台 を も つ 端反 り のJlil で あ る 。 口 緑部外面 に唐草 と 花文が描かれ る 。 小野正敏氏の分類 に よ る
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と、 皿 B群 に 該 当 す る と 考 え ら れ る 。 こ のう ち白磁 に つ い て は 320· 322が平安時代末期、 321は

本遺跡の中世前半期に相 当 し、 その他 は 中世後半期に伴 う も ので あ る 。

肥前系陶磁器 （図版29) 唐津焼 (350- 352) 、 伊万里焼の染付 (340- 347) 、 肥前産京焼風
(20) 

陶器 (351) が あ る 。 340は 高 台 と 体部 に 圏線文を 施す碗。 341は初期伊万里の筒形碗。 線描 き し

た あ と に染付 し た唐草文を 描 く 。 342は唐草 と 花文を 描 い た 丸碗。 見込み に二重圏線 と 花文を 配

す る 。 343 は 高 台 部分が釉切 れ し た碗。 344は 高 台 と 体部下端 に 圏線文を 描 く 。 340· 342- 344の

高 台 畳付は打 ち 欠 い た 割 れ方 を し て い る 。 345は 内面蛇の目 釉剥 ぎ し た皿。 高 台 は 露胎 す る 。 高

台 内のヘ ラ ケ ズ リ は深 く 高 台 は 三 日 月 状 を 呈す る 。 346 は全 体 に 細かな貰入がは い っ た碗。 347

は 内面蛇の目 釉剥 ぎ し た皿。 内 面 は コ ンニ ャ ク 印判の五弁花 と 花唐草 を 描 く 。 348は全 面 に 明 る

い 灰黄色の釉 を 施釉 し た唐津系の碗。 349は全 面 に 臼 濁色の釉 を 施 し た唐津系の碗。 350は唐津

刷毛 目 碗。 351は京焼風陶器碗。 精製さ れた 胎 土 に く す ん だ黄色 い 釉 を 施す。 高 台 は無釉で高 台

内 面 中央 に 円刻を 施 し て い る 。 見込み に 山水文を 描 く 。 大半の遺物は盛 り 土や耕作 土から出土

し た も ので あ る 。 こ のう ち、 340- 344は初期伊万里 を含む17世紀前半代、 そ の 他 は 17世紀後半

から18世紀代 と 考 え ら れ る 。

木製品（第80図 ・ 図版30) 井戸S E47909の底付近から出土 し た も ので あ る 。 打毬の木球 (280)

は 長 さ 3 . 9cmの円 筒形の両端 を 細かく 面取 し て 角 を 落 と し て い る 。

片側 に は粗い 面取 と 斜め に切断 し た痕が残 る こ とから未製品 と 考

え ら れ る 。 刀形 (282) は切 っ 先から途中で折れて い る 。 羽 子板 (282)

は 長方形の平 ら な 板 に Y 字形の柄がつ く 。 こ の他 に 曲物の一部が

出土 し て い る 。 陽物 (360) は 長 さ 15 . 5cmの芯持材 を T寧 に削 っ て

お り 、 亀頭部 は写実的 な作 り で あ る 。 こ の他、 井戸S E47914から

曲物底板 と 側板が出土 し て い る 。

金属製品 （第81図 ・ 図版14) 堀SD41305最上層の 埋 め 土から

火縄銃の火縄 を は さ む火挟 (283) が出土 し た。 長い棒 状 の先端は

. 2 80 

］ ＼
ー

ロ
り 、 中心 よ り やや後ろ に は 装着す る 側 を

凹 ま せ た だ けの支点 が あ る 。 棒 状 の本体 —

は末端から先端 ま で上面の背 が平 ら に な I鳳 位Ill� I 
っ て お り 、 断面形 は支点 ま でが方形、 支

点 か ら 先 は両側が膨れた形 と な る 。 な お、

火挟みの形 状 が支点から真ん 中 にかけ て

わ ずかに屈 曲 す る 点 は銃本体 に 装着す る 曼）
:� 281 

た め に 加工 ・ 調整 さ れた も ので あ ろ う 。

7
 

I ―-- --=) 

360 O 10� 282 
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第80図 木製品実測図 (1/4)
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第81図 火挟実測図 (1/2)
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第82図 土製品実測図 (286 ·287-1/2、 284 •285-1/4)

二 288 

283 V/////� 289 
0 10cm 
c-下 I , —一——一―J

第83図 砥石実測図 (1/4)

第84図 石仏 出 土状況

開田遺跡では他に鉄砲関連の遺物は出土していない。

土製品（第82図・ 図版 30) 土錘 (284) 、 加工円盤(285) 、 人形(286) 、 犬形(287) 、 泥面

子 (35 9) がある。 285は瀬戸・芙濃焼の灰釉皿の底部。 周囲を丸く打 ち 欠いている。 286は芯棒

に粘土を巻き付けた手づくね製品。
(21) 

石製品（第83· 84図、 図版 30) 砥石(28 8· 289· 35 2- 355) 、 石仏 (356) がある。 354は大

きな石から打 ち 割った破片を砥石に使用している。 石材は ホ ルンフ ェ ルス。 355は花岡岩質アプ

ラ イ ト。 288· 289· 35 2 · 35 3は珪質頁岩・粘板岩製。 356は花岡岩製。 井戸底から石仏 の 他に赤



84 出土遺物

褐色を呈 するレ ッ ド チ ャ ート片が出土した。

付表7 主要遺構の遺物破片数 量

（ 中 世前期）

S E 47909 

器 種
土 師 器

瓦 器
中 国掬磁 I 青 磁

A ロ 計

（ 中 憔後期）

S E 41301 

器 種
土 師 器

瓦 器
国産掏器 瀬戸 灰釉

美濃
天 目

信 楽

備 刊I

中国陶磁 青 磁
A ロ 計

S D 47902 

器 種
土 師 器

瓦 器
国産掏器 瀬戸 灰釉

美濃
天 El

信 楽

備 前
不 明

中 国掬磁 青 磁
白 磁

A ロ 計

器形
椀
皿

不明
椀 • 皿

碗

器形
皿

不明
火鉢 ・ 風炉

碗
皿
碗

甕 ・ 壺
す り 鉢
甕 ・ 壺
す り 鉢

碗

器形
Jill 

紅壺
羽釜
壺

不明
碗

甕 ・ 壺
す り 鉢
す り 鉢
甕 ・ 壺

碗
皿

S E 41302 

破片数 ％ 器 種
1 0 . 4  土 師 器

103 36 . 1  
18 6 3 瓦 器

158 55 . 4  
5 1 8 

285 100 0 須 恵 器
国産陶器 常 滑
中 匡陶磁 青 磁

白 磁
鉄 釉

A ロ 計

S E 47903 

破片数 ％ 器 種
9 12 . 7 土 師 器
2 2 . 8  
6 8 5 瓦 器
6 8 , 5  国産掬器 禰戸 i灰釉
2 2 、 8 A ロ 計
1 1 4 

19 26 8 S D 41305 
7 9 . 9  S D 47905 
4 5 . 6  器 種

14 19 . 7 土 師 器
1 1 . 4  

7 1  100 . 0  瓦 器
羽 釜

国産陶器 瀬
美濃

戸 灰釉

破片数 ％ 信 楽
3 3 . 4  
1 1 . 1  備 前

34 38 6 中 国掬磁 青 磁
5 5 7 
1 1 . 1  白 磁
5 5 .  7 A ロ 計

18 20 5 
2 2 . 3  
8 9 . 1  
9 10 . 2  
1 1 1 
1 1 . 1  

88 100 . 0  

器形 破片数 ％ 
Jill 58 32 . 8  

不 明 2 8  1 5  8 
椀 · fill 33 18 、 6
鍋 • 釜 16 9 . 0  
不 明 3 2  1 8  1 
鉢 5 2 . 8  

甕 ． 壺 2 1 . 1  
碗 1 0 6 
Jill 1 0 . 6  
空士 1 0 6 

177 100 . 0  

器形 破片数 ％ 
皿 32 28 . 1  

不明 44 38 .  6 
羽釜 24 21 1 
碗 14 12 . 3  

114 1 100 . 0  

器形 破片数 ％ 
皿 21 14 . 2  

不 明 4 0  2 7  0 
火鉢 ・ 風炉 6 4 1 

45 30 4 
碗 5 3 . 4  
皿 1 0 7 

甕 ・ 壺 14 9 5 
す り 鉢 1 0 ,  7 
す り 鉢 8 5 . 4  

碗 5 3 4 
JIII. 1 0 7 
Jill I 0 .  7 

148 100 . 0  

S D 38503 

S D 44803 
器 種
土 師 器

瓦 器

須 恵 器
国産掬器 I 常 滑

合

S D 38501 
S D 44801 

器

計

種
土 師 器

瓦 器
国産陶器 瀬戸 灰釉

美濃

天 目
信 楽

備 前

中 国陶磁 青 磁
A ロ 計

器形 破片数 ％ 
椀 llO 3. 7 
皿 1239 41 7 

不明 34 1 . 1  
椀 ・ 皿 1061 35 、 7
鍋 • 釜 257 8 7 
不明 240 8 . 1  
鉢 11 0 . 4  

甕 • 壺 18 0 . 6  

2970 100 . 0  

器形 破片数 ％ 
皿 73 16 . 7 

不明 211  48 3 
火鉢 ・ 風炉 25 5 7 

碗 3 0 .  7 
1IIl 1 0 . 2  

水 さ し 1 0 2 
碗 1 0 . 2  

甕 ・ 壺 83 19 . 0  
す り 鉢 7 1 6 
甕 ・ 壺 3 0 ,  7 
す り 鉢 18 4 1 
不明 1 0 2 
碗 10 2 3 

437 100 . 0  
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5 ま と め

( 1 ) 長岡京期の遺構について

これまでの一連の調査では長岡京期の遺構 ・ 遺物も少なからず発見 されており、 特に以前か

ら 当 調査地周辺に存在が推定 されている長岡京の西市との関連が注目 される。 そこで 当 地にお

ける一連の調査と周辺の調査を合わせ概観しておきたい。

長岡京の市の場所に関して最初に述べたのは中山修一氏である。 中山は長岡京市神足付近に

残る 「棚次」 「典薬」 「橋本」などの地名をもとに左京五条二坊と三坊にまたがる四 町域を東市
(22) 

の候補地としてあげ、 西市も右京の対称位置に推定 された。 ただし、 この推定では市の中心を

東西の二坊大路が貫くことになり、 平城京 。 平安京のあり方からみれば若干の課題を残すもの

であった。 その後数回にわたって左右京で市の推定地にあたる部分の調査が行われたが、 関連

する資料は得られなかった。 ところが、 1982年に当 調査地の南東約250m 付近で行われた右京第

102 次調査において 「 自 司 進」 「三年十二」と書かれた木簡が出土し、 にわかに注目を集めるこ
(23) 

ととなった。 木簡に書かれた 「 司 」 は出土地点から考えれば 「市司」の可能性が高く、 さらに

同時に出土した土器のなかに 「西」と書かれた墨書土器が存在し、 西市の候補地として有力と

なってきた。 さらに1992年に 当調査地の北約100m で行われた右京第410次調査において 「金銀
(24) 

帳」 と書かれた題箋が出土し、 金銀の出納に関わる施設の存在が推定 され、 市との関連が指摘
(25) 

されることとなった。 また、 近年長岡京の新しい条坊復元案が出 されるに伴い、 市の推定地は

右京で七条二坊付近に推定 されることとなった。

当 調査地のこれまでの長岡京期の遺構は、 西二坊々間小路西側溝と掘立柱建物 ・ 柵 • 井戸な

どが検出 されており、 七条二坊八町の状況がある程度推定 される。 それによれば、 掘立柱建物

はいずれも小規模なものが多く、 宅地内での配涸も比較的疎らである。 検出 された柵列は一町

を32分割 する ラインにのらないため、 1 / 2 あるいは一町域の宅地利用も考えられるが、 現状

では断定するには至らない。 出土遺物では第93300次立会調査において比較的まとまった資料が

出土しているが全体的には量が少なく、 宅地の性格を推定するものはなかった。 また、 包含層

からではあるが、 長岡京では類例の少ない猿投産の八花硯が出土しているものの、 これもただ

ちに西市に結び付くような資料とはいえない。

以上のように、 当 地の調査では残念ながら西市の存在を積極的に証明する資料は検出 されな

かった。 しかし、 当 地が西市の有力な候補地であることには変わりがなく、 今後周辺地での調

査が進展することにより、 木簡や墨書土器等の新たな発見が期待 される。

( 2 ) 中世の開田遺跡について

中世の開田遣跡における各時期の遺構を概観したあと、 出土した火挟の年代について整理し

ておきたい。 なお、 中世遺構の評価について既報告と異なる点は本書に従うものとする。
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1 4世紀前半 の 瓦器椀と土師器皿を中心とする中世前期は、 開田遺跡の調査の中でも最も遺物

量が多い時期である。 大半は溝 S D3 8503 。 44803 (31)と土器埋納坑 S X3 8507 ( 41)から出土

したものであり、 他 の井戸や土坑などと比べて量的に圧倒的な差が認められる（付表 6 。 7)。

このよ う な遺物量の差は遺構の在り方とも関連しており、 柱穴や溝、 井戸、 土坑などの主たる

生活の場に少なく、 遺構の 希薄な領域に大量の土器が投棄または埋納 された状況が見て取れる。

一方、 （財）長岡京市埋蔵文化財センタ ー が南側で実施した調査では中机井戸7 基のほか池状の

落ち込みを検出し、 旧小字澤井の名のとおり水に関する遺構が集中する。 本地点は広範囲に及

ぶ開田遺跡の 中でも遺構内容と遺物量が周辺地に比べて卓絶しており、 当 地が集落の中心部に

近いことを物語るものであろ う 。 集落は地形条件からみて さらに北西方向に展開する可能性が

高い。 また、 東側の第93300次立会調査では土壊墓を検出している。 これより東は川筋へ下る後

背低地となる点も加味すると当地が墓域であった可能性が考えられよ う 。 建物柱穴は中世前 。

後期を通 じ て、 右京第3 85 · 413 次調査地から集中して検出したが、 建物を復元するには決め手
V=-2 7,6 4 0 

� 
Y=-2 7

I 
,6 2 0  Y=-2 J;6 0 0 Yニー 2 7,
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5 80 
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第86図 主 な 中 世遺構の検出状況 (1/600)
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を欠く。 このう ち 、 掘形が他の柱穴より大きく深い S B 4 13 17 ( 24)は物見櫓ではないかと考え

ている。 また、 高い火熱を受 けた土器片の他にスサを合む焼けた土の塊が土坑 S K 4 13 12 ( 23) 

から出土 し ており、 金属 関係の生産が行われていたことが推測できる。

16世紀前半を中心とする中世後期では、 南を堀 S D 4 13 05に西を溝 S D 3 85 0 1· 4480 1で区画 し

た状況が認められ、 建物柱穴や 井戸な ど もこの内側に集中する。 北については、 右京第433次調

査で東西方向の池状遺構を検出 しており、 この間の南北幅は約35 mとなる。 西では、 区画する

明瞭な遺構は未確認であるが、 川筋へ下ることから遺構の密度は低いと考えられる。 また、 井

戸や溝、 土坑の中には拳大程度の石が集中 するものがある。 中でも底から石仏が出土 した井戸

S E 4 13 0 1 (6) の中間層 には隙 間なく石が詰まっており、 意 図的に埋めた状況がわかる。 これ

らの石は打 ち 割られた形跡をもつものが多い。 堀 S D 4 13 05 ( 1 1)については、 西で溝 S D 3 85 0 1・

4480 1 (4) に接続 すると考えられる。 東側は立会調査で堀の延長部分の溝 S D 07を検出 したが、

途中で途切れることが判明 し た。 両地点の溝底には約 0. 7mの比高がある。 立会調査の溝 S D 06 

も同時期の溝 S D 47902 ( 17) につながるものと考えられる。 北側の右京第433次調査では池状

の落 ち 込みから彩色独楽が出土 している。 中世後期の遺物は 16世紀前半代を主体とするが、 中

には 236· 23 9· 255 · 272· 33 9な ど 16世紀中菓 ～後半のものが少数含まれている。 これらの遺物

は包含層や前代の溝、 井戸等から出土 し ており、 量的に少なく単発的な出方を し ている。 同時

期の遺構については明らかでないが、 その後の土地利用を物語る資料である。 この他、 注 目 さ

れるものと し て埋没 した堀 S D 47905 ( 1 1)の最上層から出土 した鉄砲の火挟がある。 史料では

鉄砲は天文 12 ( 1543) 年にポルトガル人が種子島にもたら したとされるが、 伝世する鉄砲は初

期のものほ ど 少なく、 大半は江戸時代中 ・ 後期のものである。 鉄砲伝来から間もない時期、 主

と して 16憔紀後半代の遺跡から出土 した火挟は知り得た限りでは 4点ある。 このうち 福 井県一

(26) (27) 

乗谷朝倉氏遺跡から 2点、 青森県浪岡城から 2点 出土 し ている。 一乗谷朝倉氏遺跡は戦国大名

朝倉氏の本拠地であり、 天正 2 ( 15 7  4) 年に織田信長との戦いに敗れて城下町は灰儘に帰 した。

鉄砲関連の遺物は、 火挟の他に弾き金、 鉄砲玉、 鉛延べ板、 鉄砲玉を入れたル ツ ボな ど が出土

している。 一方、 青森県浪岡城は北畠氏によって築かれた戦国時代の城館である。 落城 し たの

は天正 6 ( 15 78) 年とされる。 火挟の他、 鉄砲玉が出土 し ている。 これらの火挟を比べた場合、

本例のものは支点の穴が装着 する片側に しか空いていない点が他と大きく異なる はかは、 基本

的な形態や寸法は似通っている。 中でも各寸法は一乗谷朝倉氏遺跡の 2例に近似 しており、 こ

のう ち の 1点は末端が輪になるところ も同じである。 開田遺跡の火挟が出土 し た堀最上層から

は時期の決め手となる共伴遣物は不十分なもの しか出土 し ておらず、 概ね近世初頭までの時期

輻を考えな ければならない。 しか し、 下限 年代の一端が明らかな上記 2遺跡出土の火挟との類

似性や、 本書付論 2で明らかにされたとおり材質が銅 ー 銀合金である等の特徴からみて本例は

鉄砲生産が開始された初期の製品であることは間違いない。 付近には、 北に開田城、 犬川を隔
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て た 東 に桂川 以西 の 西 岡地域 を 支配 し た 細川 藤孝 の勝龍寺城 が あ り 、 天正10 (1582) 年 に は羽

柴秀吉 と 明 智 光秀 に よ る 山 崎合戦が繰 り 広 げ ら れた 。 本遺跡 の 火挟 も こ れ ら の戦 国動乱の 中 で

埋 も れ た も の か も し れな い 。 今後、 各地 の初期鉄砲部 品 と の 比較検討が待 た れ る 。

な お 、 末筆で は あ り ま す が、 火挟の 資料 に つ い て 種 々 の ご教示 を た ま わ っ た福井県立朝倉氏

遺跡資料館岩 田 隆氏 、 浪 岡 町史編纂室工藤清泰氏、 滋賀県立安土城考古博物館稲垣正宏氏、 堺

鉄砲研究会澤 田 平氏 の 各氏 に感謝申 し 上 げ ま す。
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乙訓 の 中 世城館研究 に 関 す る 覚書
福 島克彦（大山崎町歴史資料館）

1 は じ め に

近年、 乙訓における中世城館の研究は、 網羅的な調杏に加え、 個別の考察も成果を上げつつ

ある。 筆者は、 この地域の現地踏査を行っていないため、 これ ら について批判する力最がない。

本稿では不充分なが ら 、 研究史を確認した上で、 問題点を整理し、 責を塞 ぎたい。 なお、 今回

は旧乙訓郡だけでな く 、 歴史的にも深い関係にあった桂川西岸の総野郡も検討の範囲に加える。

京都近郊の城館については、 すでに元禄期、 黒川道柏 『碓州府志』 に城跡が記 されている。

このうち、 乙訓および桂川西岸地域の城郭跡は香西城（嵐山城）、 上野城、 勝龍寺城、 天皇山城

（天王山城）の四つを記すに過 ぎない。 地誌の示す城郭遺構の数はかなり少ない。

こうした状況下、 木下良氏は防御集落の観点か ら 、 歴史地理学の個別成果を吸収しつつ、 文

献 ・ 地名で確認できるものを摘出し乙訓の城館と環濠集落を総合的にまとめている。 ここで木

下氏は有名な 「野田泰忠軍忠状案」（以下 「泰忠軍忠状」と省 略）の 「城」と 「館」の使い分け

か ら 、 その規模の差異の可能性を指摘し、 勝龍寺城 ・ 鶏冠井城 。 上野城が乙訓地方で別格的存

在を推定している。 今谷明氏は文献による京都市近郊の城館調査を進める中で、 乙訓の城館に

ついても触れ、 京都近郊の城郭は国人のものが少な く 、 守護代や郡代の城郭が目立つことを指

摘した。 この視角は守護所研究へつながり、 嵐山 。 峰ヶ堂 。 勝龍寺 ・ 淀 ・ 槙島 ・ 吉祥院 ・ 西十

條を山城国の守護所、 郡代役所として捉えている。 山下正男氏は大原野まで調査範囲を広げ、

現地調査を徹底することで、 遺構の有無を確認し、 本来の意味での分布調査を展開した。

中井均氏は近年の乙訓における発掘事例（久憔城之内遺跡 ・ 今里遺跡 。 勝龍寺城など）も加

え、 方法の範囲を広げた。 また、 南山城や近江との比較検討か ら 、 ①乙訓地域の山城は臨時的

なもので、 領主が保持した詰城はみ ら れないこと、 ②居館が濃密に分布し、 その背景に惣国体

制があったと推定できること、 ③以上の2 点を支える基本姿勢として15 世紀は平地居館が一般

的で、 山城は1 6 世紀に入って全国的に展開する構想があること、 を指摘した。 これ ら の検討に

よって、 乙訓の城館研究は他地域との城館分布や構造の比較への段階に逹したといえる。

簡潔なが ら 、 年代順に各氏の成果をまとめた。 逐次検討材料が増 え 、 方法論も多様化してお

り、 着実に研究が進展している様子が窺い知れよう。 ただ、 同時に視角が次第に狭まってきた

ことも事実である。 嘴矢となった木下氏は城 。 居館 ・ 環濠集落と対象を輻広 く されていたが、

今谷氏は領主の居館の考察については控えている。 さ ら に山下、 中井氏は環濠集落への視角に

ついては対象外とした。 研究の進展で、 個別専門化することは常であるし、 それにも増して環

濠集落の検討は、 構築時期や復元方法も含めて難し く 、 禁欲的にな ら ざるを得ないのが実情で
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あろ う。 ただ、 乙訓の城館は、 む し ろ 村落の中での位置づけと遺構の残存状況に大きな意味が

あるように思われる。 すなわち 、 城館の維持主体（在地土豪）の存在形態の変化や村落側によ

る規制や開発で、 城館や城館跡 自 体が大きな改変を迫られ、 村落内部に埋没 する可能性があっ

た点である。 例えば、 遺構や伝承が残らなかっ たにもかかわらず、 城跡の存在を推定させる地

名が集落内部や周辺に残っ ていることは、 こう した点を傍証 している。 また、 乙訓に領主に詰

城と想定される 山城が皆無にというのも、 城館と環濠集落の関係で捉えていくべき課題であろ

う。 む し ろ 平地における居館・環濠集落のあり方を追求 することで、 乙訓の山城遺構も特質も

より明確になるのではないだ ろ うか。 本稿は、 具体的な検討はできないが、 こう し た問題意識

から、 外部勢力の城郭 • 在地土豪の城館 。 環濠集落の 3つに分けて、 考察 したい。

2 外部勢力 の城郭

外部勢力の城郭という表現は曖昧だが、 ここでは便宜上、 守護代などの非在地勢力によ っ て

取り立てられ、 郡規模の広域地域の支配拠点を指 向 し た城郭を指 すことと し たい。 近 年在地土

豪の城館など、 村落との密着度の高い城を 「小規模城館」 という概念が使われて いるが、 これ

らと基本的に対峙する存在と して扱う。 も ち ろ ん後述 するように、 在地の居館を外部勢力が使

用する場合もあり、 両者を明確に区別 することはできない。 ただ、 少なくとも在地勢力が、 中

心的な維持主体とならなか っ たことが確実な城郭を取り上げたい。 ここでは嵐 山城 ・ 峰ケ 堂城、

勝龍寺城・山崎城の 4か所をあげる。

嵐 山 城はすでに南北朝の動乱期に戦闘に使用され、 文和 4 年(1355)、 仁木左京大夫 頼単が丹

後。丹波の軍、 三千余騎を従えて 「嵐 山 二取 リ 上ガ」 っ ている（ 『太平記』）。 また戦国期は、 山

城国守護代と し て半済米を課 したことで有名な香西元長の永正 2 - 4 (15 05 - 15 07) 年の段階

の居城にな っ ている。 このことから今谷氏は史料上登場する 「嵐 山 城」 と 「嵯峨城」 の両方は

同一と考えられることを確認 した上で、 嵐 山 城を守護所と して把握されている。 ただ し 、 きわ

めて軍事性の強い側面もあり、 南北朝期と同じく戦国期も隣接 する丹波との軍勢移動が多く、

半済米の徴発を含め、 地域に対 し て威 嚇的な性格も多分にあるようである。

城郭遺構については 『薙州府志』 『 山 城名跡志 』などの地誌がすでに取り上げてい る が、 現地
(5) 

遺構の残存度については、 近年上山 春平氏により紹介された。 西岡の北へ延びる丘陵の先端の

嵐 山 山項に位置する。 比高は 335 mで、 嵯峨側にあたる北斜面は急峻である。

峰 ヶ 堂城は桂の西の丘陵上にある。 この城の確認は今谷氏が天文 3 (15 34) 年の茨木長隆の

奉書（ 『東寺百合文書』 ひ）を取り上げて、 存在が知られた。 この史料から西岡から徴収された

米済米を 当 時の守護代木沢長政が 「峯城之米」 と して収蔵 していた様子がわかり、 下五郡の守

護所か、 郡代役所と推定されている。 遺構の確認は近 年、 山下氏がなされ、 法華山 寺の故地が

推定されている。 この地は山 陰道を見下ろ す丘陵上で、 比高 130mの地である。 また稜線上の唐
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櫃越のル ート上でもあり、 交通の要地であったことは間違いない。

勝龍寺跡は戦国期全体を通じて、 乙訓の中心的な城郭である。 すでに多くの研究があり、 詳

細は譲りたいが、 ここで注目 されるのは、 百瀬ちどり氏の 「小塩荘下向引付」 に関する検討で

ある。 百瀬氏は、 永正 2 (1505)年、 小塩荘の直務支配のため入城しようとした九条政基を、
(6) 

香西元能（元長の弟）が城の木戸を閉めて妨害した記事を取り上げ、 この城郭を勝龍寺城とした。

また政所給田が勝竜寺周辺にあることから、 政所屋敷も近辺にあった。 このことから、 勝龍寺

城は乙訓に散在する小塩荘の拠点的存在だったことが知れる。 また、 香西元能が入っているこ

とは、 同時期の元長の嵐山居城と関連して重要である。 以後、 戦国期の各権力の抗争の中で、

勝龍寺城が争奪の対象になったことはいうまでもない。

山崎城は戦国期、 やはり軍事的緊張下において外部勢力がたびたび使用した。 これは南北朝

にすでにみられ、 林真弘軍忠状には 「 八王寺山馳参、 鳥取尾城、 自五月 廿九 日、 迄六月 廿三 日

夜、 致用害警固候」（ 『前田家所蔵文書』 ）とある。 八王寺山は酒解神社の前身、 天神八王子社か

ら 由 来することが考えられるから、 やはり天王山 と 考えられる。 鳥取尾城も天王山周辺にあっ

たものと思われる。 また文明元(1 471)年には応仁の乱の戦闘で西軍が 「天王山」に山城を1存
えている。 「泰忠軍忠状」 にも鳥取尾山城に陣取られた様子が記 されている。 これらのことか

ら、 山崎に外部勢力が築いた城は碁本的に天王山周辺にあったものと思われる。

さて天文7 (1537)年9月 、 山崎の 「城料」 として、 山城下五郡から段銭が徴収 されている

（ 『大徳寺文書』 ）。 この 「城料」 という表現については、 検討が必要だが、 同年3月 細川晴元が

山崎に城を構えるとの風聞があること（ 『親元 日記』 ）から、 城郭構築に関係するものと考えら

れる。 山城下五郡への段銭賦課が行われていることは、 京都及び山城国の防衛の一環として当

城郭を重要視していることがわかる（比高2 40m)。

以上、 4 つの外部勢力の城郭についてまとめてきたが、 これらのうち、 勝龍寺城以外はすべ

て、 山城あるいは丘陵上の城郭である。 それぞれ比高にばらつきがあるが、 少なくとも、 集落

から離れたところに立地している。 前述したように、 乙訓地域の特質として、 集落から距離を

隔てて、 維持 されていた在地土豪の詰城 （山城）は皆無に等しい。 このことから勘案すると、

乙訓において外部勢力の構築した山城は、 立地的にもより特異な存在だったと考えられる。

3 在地土豪の城館

戦国期乙訓地域には、 物集女氏 ・ 鶏冠井氏 。 竹田氏 。 神足氏などの在地土豪がいた。 彼らを

中核として乙訓惣国一揆が形成 されていたことは有名である。 明応7 (1 498)年、 細川政元か

ら守護代香西元長 を 通して、 山城国の5 郡に五分ー済と人夫役が課せられた 際、 彼らは談合を

繰り返し、 乙訓郡を国持ちにするように交渉している。 郡内において 「国之寄合」 を行い、 合

議する体制があったようである。 一方で彼らは西岡被官人として室町幕府の重要な軍事力の一
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翼を担っていた。 そのため、 その本貫地にも何らかの城館が維持管理 されていたと考えられる。

応仁の乱期乙訓地域の城館がまとまって登場する 「泰忠軍忠状」によれば、 乙訓の城館は「城」

と表現 されているものが、 鶏冠井城 ・ 鳥取尾山城、 「館」が秋田館 。 井内館 ・ 寒川新左衛門尉

館、 「 陣」が山崎、 上野、 谷之堂、 嵯峨、 寺戸山などが確認できる。 勝龍寺は 「勝龍寺捐手北の

口 」と表現 されていることから、 城館として機能していたことは確実である。 また 「 陣」は一

過性が想定 されるが、 何らかのタ イプの城館か、 環壕集落の既存の防御施設を利用した可能性

もある。 このよ う に応仁の乱時、 乙訓地域でかなりの軍事的緊張があり、 城館をめぐる戦闘が

あった。 ほかに、 文明2 年山名是豊、 丹波勢に攻められた 「開田城」が登場している（ 『大乗院

寺社雑事記』 ）。 なお、 鶏冠井城は細川氏の抗争（高国と晴元） さなかの大永 7 (1527)年にも

現われ、 『実隆公記』 同年10月2 4 B 条に 「鶏冠木井未退散云々」、 翌25 B 条に 「西岡城未退」と

ある。 『二水記』 にも 「鶏冠井城未落居」とあり、 西岡衆の拠点で籠城戦があったことを窺わせ

る。 また、 この前哨戦で高国と対立した柳本賢治は丹波から西岡に出て、 「西岡野田城」を落と

し、 一帯の 「十所計」焼き払っている（ 『言継卿記』 ）。

も う ひとつ、 寒川新左衛門尉館（寒川光康館）は東寺領土久世荘の公文寒川氏の本拠と推定

される。 この寒川氏の館は長 享 2 (1 488)年に 「城」として現れる。 公文寒川家光は盗難事件

で逐電した久世の地下人富林弥九郎が 「私之城」に夜 陰にま ぎれて忍び込んだため、 これを殺

害した こ とを東寺側へ報告している（ 『東寺百合文書』 を）。 時期がずれるが、 「私之城」は個人

名で登場していた 「寒川新左衛門尉館」の流れを組むものと考えていいだろ う 。

永正元(1504)年、 細川氏の当主として澄元の擁立をねらった薬師寺元ーは、 西岡衆の協力

を得て、 管領細川政元に反旗をひるがえした。 『後法興院 H記』 には、 このとき戦闘の舞台とな

った場所として 「西岡神谷城」と 「淀藤岡城」をあげている。 この 「西岡神谷城」が神足城と

推定 されている。

さて、 戦国後期(1 6 憔紀中葉以降）になると、 こ う した乙訓地域の城館名は勝龍寺城以外、

文献から姿を見せなくなる。 勝龍寺城の乙訓における歴史的位罹が高まったため、 この地域を

めぐる抗争が、 この城の争奪戦にのみ集中し、 史料上現れにくくなったものと思われる。

取り上げた城館の現地比定や構造の推定については、 すでに前章であげた各研究者によって

な されている。 本稿では、 これらを逐一検討する準備をもてなかったので、 細かい考察は今後

の課題とせ ざるを得ない。 ただ、 問題点としては、 史料上現れにくくなった乙訓の城館を土豪

層の消長とも含めて検討する必要があることであろ う 。 これは現在でも、 乙訓の城館遺構が村

落のなかに包摂 されて、 明確な範囲が画定できないこと、 あるいは、 江戸期の地誌類にも城主

や伝承が明確に残っていないこととも関連するよ う に思われる。 その意味で、 集落の検討、 す

なわち環濠集落（防御集落）の考察は、 乙訓の城館を検討する不可欠の視点となる。
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4 環濠集落

よく取り上げられるように 『洛外 図厨風』 には、 乙訓各集落の周囲に竹やぶや垣根に相 当 す

る施設が描かれており、 周囲を堀などで遮断 する集落形態が指摘されていた。 また集落には 「北

の 日 」 などの方角 の 入 日 を示した地名があり、 決まった箇所で村人の出入りがあったことを想

起させる。 こうした、 出入口は村の 防御上重要な意味を も った も のと思われ、 環濠集落の存在

を窺わせる。
(8) 

最近小島道裕氏が環濠集落に関 する貴重 な史料を紹介している。 それは永禄 5 (1562) 年大

薮蔵介らが植松荘代官へ提出した請文（ 『田中穣氏旧蔵典籍古文書』）で、 内容は恒常的な放火

や 「懸銭」 に困 惑した大藪氏が、 年寄層と も 「談合」 し、 堀を構え、 出入 日 をーか所すること

で、 泄間の物騒に対処しようとした も のである。 この史料では地名の特定はできないが、 小島

氏の指摘のように大藪氏の 姓から久憔郡 の 大藪村か、 あるいは植松荘の ある上桂あたりと想定

される。 いずれにせよ、 乙訓と隣接 する地域である。

この史料で重要な点は、 第一に堀を構え、 出入 日 を 1か所に集約して村の 防御しようとして

いること、 第二に大藪氏が村落の 年寄層 も 交え、 対外的な防御意識から、 環濠化を進めている

こと、 第三に堀構築分の 年貢が減ること も 含め、 荘園領主側へ環濠化の同意を確認しているこ

とである。 年寄層の同意を得ていることは、 環濠化の際、 下からの 意見が反映 する可能性があ

る。 また荘園領主へ確認は、 彼らによる規制 も 存在したことを物語っている。 荘 園領主側は耕

地の滅少による 年貢の減少という点に神経を払ったらしく、 応仁の 乱時、 西軍 の最勝光院の周
(9) 

囲 の堀構築で、 その分の 年貢の減り方を東寺が調査した事例がある（ 『東寺百合文書』 え）。 し

たがって、 戦国期において も 荘 園領主の権力が強かった京都近郊では、 在地側による防御施設

構築に大きな規制力となったことが想定される。 すでに山下氏が簡単にふれておられるが、 土

豪の城郭分布にムラがあり、 特に神社の社領域は皆無に等しいことを報告されている。 城館遺

構や環濠集落の分布状況に も 多少なりと も 影響を及ぱしたのではないだ ろ うか。

さて、 集落の出人 日 が集約され、 防御上の 重要地点になったことについては、 大山崎などで

も 推定できる。 天王山（山崎城）の 麓、 大山崎は応仁の乱時、 「侍衆」 として幕府の 軍事力の 一

翼を担った。 史料価値は藩 ち るが、 『応仁別記』によれば、 文明 2(1467) 年天王山の城を任さ

れた東軍 の浦上芙作守は畠山義就の夜討 ち のため、 いったん 「五位川口」 へ退いている。 その

後、 大山崎の 井上治郎、 井尻左衛門太郎が天王山の城への 間道を教えたため、 芙作守は城を奪

回した。 この 「五位川 日 」 は大山崎の北と東面を流れる五位川と西国街道が交わった地点と想

定され、 かつて大山崎惣中の境界 の黒 門があったところ である。 やはり史料価値は低いが 『大

閤記』 に も 、 山崎合戦の際、 秀吉軍が 「東惣構」 から出撃したとある。 現在 も 残る黒 門跡の屈

曲は 『洛外 図屏風』 によって、 少なくと も 承応 3 年 ～ 万治 2 年(1654- 5 9) に存在したことは
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確実だが、 これが戦国期のいつ頃まで淵り得るのか、 問題となろう。 美作守が城を追われて、

いったん 「五位川日」へ退いていることは、 単に境界を示すだけにとどまらず、 防御的な意味

もあったものと思われる。 すでに大山崎は文明2 年、 東軍の山名是豊から 「特就堀構已下粉骨

之 由」を称賛 されている（『離宮八幡宮文書』 ）。 「堀構」は天王山の城の普請手伝いだったと想

定 されるが、 こうした軍事施設の構築に大山崎の住民が参加していた様子が窺われる。

5 お わ り に

以上、 研究史を寄木した粗雑な文になってしまったが、 城館遺構の各視角 を簡単にまとめて

みた。 今回、 三つの視角 に分類したが、 言うまでもなく筆者は各遺構を分類して固定化を提唱

しているのではなく、 それぞれの要索の強弱や重複が今後の問題となるということを確認して

おきたい。

近年の 「村の城」論のように、 村落住民が避難する山城（ 「山小屋」）の存在が叫ばれて久し

いが、 これに対して集落の環濠化は生活 • 生産の場と一体的に防御しようとする点に特色をも

つ。 したがって、 在地勢力の山城分布の希薄性と環濠集落のあり方は密接に関連するものと思

われる。 こうした分布論を展開するためにも、 遺構を残り方 自 体も史料化する必要が迫られて

いる。 すでに戦国期の後半や近世段階で淘汰、 消滅が推定 される城館 ・ 集落も存在する。 本稿

では充分な検討が出来なかったが、 地下遺構や生活の消長など幅広く検討できる考古学は、 今
(10) 

後 乙訓地域の中世城館を遺構評価する意味で、 より重要な存在となるであろう。

注 1 ) 木下良 「西岡地方 に お け る 城館 と 防御集落」 『京都杜会史研究』 1971年

2 ) 今谷明 『言継卿記』 そ し え て 1980年、 『守護領国支配機構の研究』 法政大学出版局 1986年

3 ) 山 下正男 「京都市 内 お よ び そ の近辺の 中 世城郭」 『京都大学人文科学研究所調査報告』 35 1986 

年

4 ) 中井均 「地域に お け る 中 世城館の構成」 『長 岡京古文化論叢』 2 1992年

5 ) 上山春平 『城 と 国家』 小学館 1982年

6 ) 百瀬ち ど り 「九条政基の 『小塩荘下向 引 付』 を 読む」 『長 岡京古文化論叢』 2 、 1992年

7 ) 上島有 『 京郊庄園村落の研究』 塙書房 1970年

玉城玲子 「15世紀後半 に お け る 乙訓の惣国 につ い て 」 『長 岡京古文化論叢』 1 1986年

乙訓の政治史 に つ い て は、 森田恭二 『戦国期歴代細川 氏 の 研究』 和泉書院 1994年 を 参照。

8 ) 小 島道裕 「平地城館跡 と 村落」 『 シ ン ポ ジ ウ ム 小規模城館』 1992年

9 ) 京都府立総合資料館編 『応仁の乱』 第六回東寺百合文書展展示図録 1989年

10) 乙訓の 中近世の土地利用 を 考古学か ら 網羅的 に集約 し た も の と し て 、 山 中章「長岡廃都後以後

の土地活用 （上 ・ 下） 」 『研究紀要』 2 · 3 向 日 市文化資料館 1987 · 88年があ る 。
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付論2

長 岡 京市開 田遺跡 出土火挟 （鉄砲金具） の 材質 に つ い て

村上 隆 （奈良国立文化財研究所）

1 は じ め に

ポルトガル人によって種子 島に鉄砲が伝来したのは、 15 43 ( 天文12)年のことといわれる。

鉄砲伝来が当 時の社会に与 え た影響は大変大きかったが、 同時にわが国の技術史 を 考 え る上で

も重要なできごとであった。 伝来後直ちに鉄砲鍛冶が生まれ、 急激な需要の拡大に対して、 完

全な国産化と大量生産化が急務であったことは想像に難くない。 その過程で鉄砲製作 にどのよ

うな材料が用いられたのか興味あるところである。 開田遺跡から出土した火挟はかな り 初期の

鉄砲の部品と考 え られ、 鉄砲製作技術の変遷 を 考 え る上で貰重な資料と考 え られる。

2 分析方法

分析は主に非破壊的手法によるマ ク ロ 分析用蛍光 X 線分析法 を 用いた。 使用した装涸は、 昧

リ ガク製文化財用非破壊蛍光 X 線分析装箇 C3371 ( 波長 分散型）である。 管球の タ ー ゲ ットは

ク ロ ム( C r)、 分析条件は、 電圧50kV、 電流は50rnA、 今回の資料には、 主に10mm <p の照射面積

調整用マ ス ク を 使用した。 この装躍は、 表面 を 研磨調整した青銅製標準試料に対する F P法に

よる分析値の再現性が20mm cf> マ ス ク使用時に99%以上になるように調整してある。 また、 資料

細部の材質確認のため、 鞠 テ クノ ス 製 ミ ク ロ 分析用蛍光 X 線分析T X 650 ( エネル ギ ー分散型）

を 用いた。 この装躍は、 X 線の照射面積 を100µ m cf> まで絞ることができるので、 資料の微細部

の分析に適している。

なお、 非破壊的手法では、 資料の表面状態や形状 を 一定に調整しX 線の照射条件 を 規格化す

ることは不可能である。 従って、 分析結果は、 資料の構成元索に関する大まかな情報 を 与 え て

くれるが、 資料の正確な組成 を 示すものではない。 蛍光 X 線分析のデー タ を 扱う時にはこの点

に十分注意する必要がある。

3 結果及び考察

非破壊的手法によるマ ク ロ 分析用蛍光 X 線分析の結果から、 この火挟は基本的に銅 を 主体に

する合金であることには間違いない。 銀、 ヒ 索、 さらには鉄や金も検出 され、 銅系合金として

はいくつかの可能性が考 え られる。 第一に、 銅 ー 銀合金で、 これに ヒ 索が加わった合金が想定

される。 ただし、 ヒ 索の量が高めなのが気にかかる。 第二に、 銅 ー ヒ 索系合金の表面 を 銀で コ
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ー テ ィ ングしたものとも考えられる。 資料表面全体は、 錆と絡ん だ土で覆われ灰褐色を呈して

いるが、 所々表層部が剥げ落 ち 少々黒く地金部分が顔を覗かせている（第 87図）。 この部分でミ

ク ロ 蛍光 X 線分析を行い、 マク ロ 分析の結果と比較してみた。 鉄は表層部だけに見られること

から、 土中埋蔵時の土成分の吸着と見られる。 銀と ヒ 索が、 表層部よりむしろ 地金部の方がや

や高めであることから、 上で述べた第一の仮定、 すなわ ち ヒ 素を含む銅 ー 銀合金とする方が 自

然である、 と考えられる。 正確には、 資料内部からサンプ リ ングし、 再チ ェ ッ ク する必要があ

る。 今後の課題としたい。

4 ま と め

長岡京市開田遺跡から出土した火挟の非破壊分析の結果、 ヒ 素などを含む銅 ー 銀合金ででき

ている可能性が高いことがわかった。 今後、 さらに材質について精査すると共に、 この合金が

火挟の材質として適 当 であったのか、 また 当時の火挟の材料として定着したものなのか、 など

の材料科学的な検討を、 他の出土事例を調査する中で探ってゆく必要があるだ ろ う。 それによ

って、 鉄砲という外来の武器がわが国において短期間で定着していく過程を追えるのではない

か、 と期待 するものである。

第87図 火挟細部



第 3 章 長 岡 京跡右京第479次調査 99 

付表 8 遺物一覧表
（縄文 ， 弥生土器）

遺物
種別 器形

番号 次数

出 土 地 点

遣構 ・ 層位
1 縄文 鉢か R 413 S X 0 5 · 2 区
2 ” ” ” 精査

寸 法 (
存
cm

値
) 

（ ） 内 は現

ロ 径 〔底径〕. . .  
, , , 

器高
(2 4) 
(3 . 8) 

残 存 度

小 片” 
3 弥生 晶杯 R 448 S D 02 · 2 区 l 層 11 8 (9 6) 杯部1/3
4 II 甕 R 413 南拡張区耕作土 〔6 1〕 (3 . 1) 底部
5 ” 壺 R 448 S D 04 〔6 4〕 (2 4) ” 
6 ” 益"" -"

ロ II S D OZ ・ 1 区 2 層 21 . 3  (4 2) 1/8 
7 II 甕 R 479 S D l6 ・ 2 区

（石 器）

遣物 出 土 地 点

番号
形態

次数 遣構 ・ 層位

8 独鈷石 R 385 S D Ol ・ 1 区， 石鏃 R 479 S D 05 · 1 区
10 ” R 413 茶灰色土
11 石庖丁 R 448 精査
12 II R413 耕作土

（ 土 師器 。 須恵器 。 施釉陶器）

逼物 出 土 地 点
種別 器形

番号 次数 遣構 ・ 層位
13 須恵器 杯 B 蓋 R 479 S E l4上層
14 土師器 皿A R 448 S D 04 · 4 区
15 ” 柘(A R 479 S E l4下層
16 ” 杯 B R 448 S D 04 · 1 区
17 須恵器 壺 ” S D 04 · 4 区
18 ” ” ” 茶灰色土
19 ” 硯 ” 精査
20 ” ” R 385 S D Ol ・ 1 区
21  土師器 甕 R 479 S E l4 
22 ” ” ” S D 17 
23 須恵器 羽釜 R 385 S D 01 · 3 区
24 ” 椀 R 448 S D Ol ・ 2 区 2 層
25 緑釉 椀 II S D 02 ・ 1 区 1 層
26 須恵器 皿 R 479 S E 09 · 2 区 2 層

（ 瓦）

遣物 出 土 地 点

番号
形態

次数 遣欅 ・ 層位

27 軒丸瓦 R 413 S E O l · 3 層
28 軒平瓦 R 448 茶灰色土
29 ” R 479 S E l4 
30 乎瓦 ” ” 
31 ” ” ” 
32 丸瓦 I I  ” 
33 ” ” II 

34 ” ” ” 
35 平瓦 ” ” 
（ 土器 。 陶磁器）

追物
種別 器形

出 土 地 点

番号 次数 遣構 ・ 層位
36 土師器 皿 R 385 S X 07 
37 ” ” ” ” 
38 ” II ” II 

39 ” ” ” ” 
40 ” ” ” ” 

16 . 0  (5 . 6) 1/8 

寸 法 (cm)

長 さ 幅 犀 さ

(6 9) (5 . 1) (4 7) 
1 . 8  0 95 0 2 
4 7 2 . 15 0 3 

(3 . 3) 3 7 0 . 45 
(3 . 05) ( 1  85) 0 45 

寸 ま法
現

( cm
値
) 

（ ） 内 1 存 残 存 度
ロ 径 〔底径〕 器高

17 6 2 6 1/8 
18 . 2  2 4 1/4 
17 4 (3 1)  1/5 
16 . 6  4 . 8  底口 部和た

部

1 /小3 、片. . .  (6 8) 底部1/8
〔13 6〕 (7 6) 底部1/3

長 さ (3 . 5) 幅 (4 2) 厚 さ (1 . 1)
長 さ (5 1) 幅 (5) 厚 さ (1 . 2)

20 . 2  (4 . 6) 1/5 
22 . 3  1 8  8 1/3 
17 9 (5 3) 小片
〔6 2〕 (1 4) 底部
〔6 6〕 (1 . 5) 底部1/2
〔6 . 4〕 (2 . 1) 底部

寸 法 (cm)

長 さ
. . .  
. . .  
● . .  

. . .  . . .  . . .  . . .  
39 . 8  . . .  

幅
． ． ．  . . .  
。 , , 
． ． ．  

。 ・ 。. . .  . . .  
18 2 

• 0 • 

（
寸

） 内 は
法

現
( c

存
m

値
) 

ロ 径 〔底径〕 器高
7 1 1 3 
7 4 1 4 
7 .  7 1 . 2  
7 . 4  1 . 5  
7 6 1 3 

厚 さ
. . .  
0 0 0 

0 0 0 

2 2 
2 1 . . .  

ロ . .

2 1 
2 . 0  

残 存 度

完形” ” ” ” 

挿図 図版
備 考

番号 番号

62 20 ” ” 
63 II ” 
II ” 20 ” 

挿図 図版

番号 番号
備 考

64 20 砂岩” ” サ ヌ カ イ ト
II ” ” ” ” 帖板岩” II II 

挿図 図版
備 考

番号 番号

65 ” ” ” ” ” 
II 21  猿投産” ” ” ” 
II 21 ” 
II ” 21  ” 

挿図 図版

番号 番号
備 考

66 22 ” 長岡宮式7757 A 型 式” 22 平城宮式6664 A 型 式” 
II ” 
II ” 22 ほほ完形
67 

挿図 図版
備 考

番号 番号

69 23 粘土 を 継 ぎ足す” ” ” II ” ” ” ” 



1 00 遺物一覧表

遣物 出 土 地 点 寸 よ
法
現( cm値) 挿図 図版

種別 器形 （ ） 内 ｛ 存 残 存 度 備 考
番号 次数 遺構 ・ 層位 ロ 径 〔底径〕 器高 番号 番号

41 土師器 皿 R 385 S X07  7 5 1 4 完形 69 23 
42 II ” ” ” 7 .  7 1 . 0  ” ” ” 
43 ” ” ” ” 7 . 6  1 5 ” II ” 
44 ” ” ” ” 70 V 只 1 3 ” ” II 

45 II II ” ” 7 5 1 . 1  ” II ” 底 部 に圧痕
46 ” II ” II 7 . 7  1 1 ” II II 

47 I I  I I  ” ” 8 0 1 2 ” II II 

48 II II ” ” 7 8 1 . 3  ” II II 

49 II ” ” ” 7 . 9  1 3 ” ” ” 
50 ” ” ” ” 7 8 1 0 II ” II 

51 ” ” ” ” 7 8 1 3 II ” " 
52 ” ” ” ” 7 . 9  1 2 II ” II 底部 に圧痕
53 II /I II II 7 . 8  1 . 4  ” II ” 
54 II ” II II 7 . 9  1 . 1  ” II ” 
55 II II II II 7 . 8  1 . 4  ” II ” 
56 II ” II II 8 . 0  1 . 2  ” II ” 
57 ” II ” ” 8 0 1 4 ” ” II 底部 に圧痕
58 ” ” ” ” 8 . 1  1 3 ” ” II II 

59 ” II ” ” 8 1 1 3 ” ” II 

60 II ” II ” 8 . 4  1 . 0  1/2 ” II 

61  II ” ” II 9 . 8  2 . 0  完形 II 24 
62 ” ” ” II 9 . 8  1 . 6  ” II ” 
63 ” ” ” II 10 . 0  1 .  7 ” ” ” 底部 に圧痕
64 II II ” ” 10 0 1 9 II ” II 

65 II II II ” 10 1 2 2 II ” II 底部 に圧痕
66 II II II ” 10 1 2 0 ” ” II 

67 II ” ” ” 10 1 1 8 II ” II 底部 に圧痕
68 ” ” ” II 10 . 1  1 . 9  ” II ” 
69 ” ” ” II 10 . 2  2 . 0  2/3 ” ” 
70 ” ” ” II 10 . 2  1 . 8  完形 ” ” 
71  ” ” ” ” 10 . 2  1 .  9 ” ” ” 
72 II ” ” ” 10 2 1 9 II ” II 

73 II ” II II 10 4 1 9 II ” ” 
74 II II ” ” 10 2 2 0 II ” ” 
75 II ” ” II 10 . 4  1 . 8  ” ” II 

76 ” ” ” ” 10 . 3  1 .  9 ” ” ” 
77 ” II ” ” 10 . 5  2 . 0  ” ” ” 
78 ” II ” ” 10 . 6  2 . 2  ” ” ” 
79 ” ” II ” 10 5 2 0 ” ” II 

80 ” ” ” II 10 6 2 1 ” ” ” 
81  ” ” II II 10 6 2 1 ” II ” 
82 ” ” ” ” 10 7 2 . 0  ” ” II 

83 ” II ” ” 10 . 6  2 . 0  1/2 ” ” 
84 ” II ” ” 10 . 6  1 . 8  ” ” ” 
85 ” ” ” ” 10 . 7 2 . 0  完形 ” ” 
86 ” II ” ” 10 . 2  1 .  7 ” ” ” 
87 ” ” ” II 10 7 2 0 ” ” ” 
88 ” ” ” II 10 8 1 5 ” ” ” 底部 に圧痕
89 ” ” ” II 10 8 1 8 ” ” ” 
90 ” ” ” II 10 7 2 2 ” II ” 底部 に圧痕
91 I I  ” ” ” 10 . 8  1 .  9 ” ” II 

92 ” ” II ” 10 . 8  1 7 ” ” ” 
93 ” ” ” ” 10 . 7 2 . 3  ” ” II 

94 ” ” ” II 10 8 1 8 ” ” ” 
95 ” ” ” ” 10 8 1 9 II ” ” 
96 ” ” ” II 11 0 1 7 II II ” 
97 ” ” ” II 10 7 2 1 2/3 ” ” 
98 土師器 椀 ” ” 11 . 7 2 . 7  完形 ” 25 白 色系
99 II ” ” ” 11 . 8  3 5 ” ” ” 

100 瓦器 椀 ” ” 10 . 8  3 . 5  ” II ” 
101 ” ” ” ” 11 . 6  3 . 8  ” ” ” 
102 ” ” ” ” 11 9 4 1 ” ” ” 
103 I I  ” ” II 12 . 0  4 2 II ” ” 
104 ” ” ” ” 12 . 4  4 1 II II ” 
105 ” ” II ” 12 . 2  4 0 II ” ” 
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遺物 出 土 地 点 寸
ま
法

現
( cm

値
) 挿図 図版

種別 器形 （ ） 内 1 存 残 存 度 備 考
番号 次数 遣構 。 層位 ロ 径〔底径〕 器高

番号 番号

106 瓦器 椀 R 385 S X07  12 . 1  4 . 4  完形 69 25 
107 ” ” ” II 12 2 3 8 ” ” ” 
108 ” ” ” ” 12 . 4  3 . 9  ” II ” 
109 ” ” ” ” 1 2 . 4  1 . 9  ” ” ” 
llO I I  ” ” ” 12 5 3 9 II ” II 

111  ” II ” ” 12 3 4 0 ” ” ” 
112 土師器 皿 R 448 S D 02 · 1 区 1 層 7 0 1 0 1/2 70 
113 ” ” ” S D 02 • 1 区 1 層 6 . 8  1 . 2  1/3 I I  

114 ” ” R 385 S D 03 7 0 1 2 1/3 ” 
115 ” ” R 448 S D 02 · 1 区 2 層 7 . 5  1 . 2  完形 ” 
116 ” ” ” S D 02 口 1 区 1 層 7 . 4  1 . 3  1/4 ” 
117 ” ” R 385 S D 03 · 3 区北 7 . 4  1 0 完形 ” 灯明皿
ll8 I I  I I  ” S D 03 · 3 区 中 央 7 4 1 . 2  1/2 ” 
119 ” ” ” S D 03 7 6 1 . 0  1/2 ” 底部 に圧痕
120 ” ” ” II 7 .  7 0 . 9  2/3 I I  

121 I I  ” ” ” 7 .  7 1 . 3  3/4 ” 
122 ” ” R 448 S D 02 · 3 区 1 層 7 . 6  1 . 3  1/2 I I  

123 I I  ” ” S D 02 。 1 区 2 層 7 . 5  1 4 完形 ” 
124 ” ” II S D OZ · 1 区 1 層 7 .  7 1 1 3/4 ” 
125 ” II ” S D OZ · 1 区 2 層 7 4 1 . 3  完形 ” 
126 I I  I I  R 385 S D 03 7 . 5  1 . 1  ” ” 
127 ” ” ” ” 7 . 6  1 . 4  ” ” 
128 ” ” ” S D 03 · 3 区南 7 . 5  1 5 ” ” 
129 ” ” R 448 S D 02 · 1 区 2 層 8 . 2  1 3 1/2 ” 
130 ” ” R 385 S D 03 7 . 8  1 . 1 完形 ” 
131 ” ” ” ” 8 . 3  1 1 ” ” 
132 ” ” ” S D 03南拡張区 9 2 1 . 8  ” II 

133 ” ” R 448 S D OZ 。 1 区 2 層 9 6 1 .  7 1/2 ” 
134 ” ” ” ” 9 . 5  2 . 1  完形 ” 
135 ” ” ” II 9 . 8  1 8 3/4 ” 
136 ” ” ” ” 9 . 8  2 1 1 ” 
137 ” ” ” ” 10 . 0  2 0 完形 ” 
138 ” ” ” ” 10 0 1 8 1/2 ” 
139 ” ” ” ” 10 2 2 . 0  1/3 ” 
140 ” ” R 385 S D 03 · 3 区 10 . 2  1 .  7 完形 ” 底部 に圧痕
141 ” ” ” ” 10 . 2  2 2 II ” 
142 ” ” ” S D 03 10 . 2  1 . 8  ” ” 
143 ” ” ” ” 10 3 1 9 3/4 ” 
144 II  ” ” ” 10 . 3  1 6 1/2 ” 
145 ” ” ” ” 10 4 1 9 ” ” 底部 に庄痕
146 ” ” ” S D 03 · 3 区 10 6 2 . 1  完形 ” 
147 ” II ” S D 03 10 . 9  2 . 1  ” ” 底部に圧痕
148 ” ” ” ” 10 . 7 2 . 0  ” ” 
149 ” ” R 448 S D 02 · 1 区 2 層 11 4 1 9 1/3 ” 
150 ” ” R 385 S D 03 · 3 区 11 . 6  2 1 3/4 ” 
151 ” ” ” S D 03 10 4 1 . 8  2/3 ” 
152 ” 椀 ” S D 03 11 2 3 7 完形 ” 底部 に圧痕
153 ” ” ” S D 03 · 3 区南 10 8 3 . 3  ” ” 
154 ” ” ” S D 03 1 1 . 3  3 . 8  ” ” 底部に圧痕
155 ” ” ” S D 03 · 3 区南 10 . 9  3 4 ” II ” 
156 ” ” R 448 S D 02 ・ 1 区 2 層 11 . 6  3 3 3/4 ” 
157 ” ” R 385 S D 03 11 5 3 9 完形 ” 
158 ” ” ” S D 03 · 3 区南 11 6 3 4 1/2 ” 
159 ” ” R 448 S D 0 2 · 1 区 11 7 (3 . 7) 1/2 I I  

160 瓦器 ” R 385 S D 03南拡張区上面 12 0 3 6 完形 ” 
161 ” ” ” S D 0 3 · 2 区 10 . 9  3 2 ” II 

162 II ” R 448 S D 02 · 1 区 2 層 11 . l 3 . 6  ” ” 
163 ” ” R 385 S D 03 11 . 2  4 2 ” ” 
164 ” ” ” S D 03 · 3 区 12 2 3 7 ” ” 
165 ” ” II ” 11 8 4 . 0  ” ” 
166 ” ” ” ” 11 7 3 . 8  ” ” 
167 ” ” ” S D 03 11  5 3 . 6  ” ” 
168 I I  ” II ” 12 1 4 . 3  ” II 

169 I I  ” R 448 S D OZ · 1 区 1 層 12 . 3  3 . 9  1/2 ” 
170 ” ” ” ” 12 . 4  3 9 完形 ” 



1 02 遺物一覧表

遣物
種別 器形

番号

171 瓦器 椀
172 ” ” 
173 ” ” 
174 ” ” 
175 ” ” 
176 須恵器 鉢
177 II  II 

178 瓦器 羽,J ヽ 宝翌

179 ” 鍋
180 ” ” 
181 ” ” 
182 ” 羽釜
183 ” ” 
184 ” ” 
185 I I  鍋
186 ” ” 
187 II ” 
188 ” 小型壺
189 土師器 皿
190 I I  ” 
191 II ” 
192 ” ” 
193 ” II 

194 ” ” 
195 ” II 

196 瓦器 椀
197 I I  ” 
198 I I  ” 
199 ” ” 
200 ” II 

201 土師器 皿
202 ” ” 
203 ” ” 
204 ” ” 
205 ” II 

206 ” ” 
207 ” ” 
208 I I  ” 
209 ” II 

210 I I  ” 
211  ” 椀
212 瓦器 ” 
213 ” ” 
214 II 司,J9ヽ 型釜

215 ” 羽 釜
216 ” ” 
217 ” ” 
218 ” ” 
219 陶器 甕
220 ” ” 
221 ” ” 
222 ” ” 
223 土師器 皿
224 ” ” 
225 陶器 II 

226 ” 壺
227 ” 甕
228 ” 鉢
229 ” 乎碗
230 I I  す り 鉢
231 ” ” 
232 青磁 碗
233 ” ” 
234 土師器 皿
235 陶器 ” 

出 土 地 点

次数 遺構 ・ 層位
R 385 S D 03 
R 448 S D 02 · 1 区 2 層
R 385 S D 03 
R 448 S D OZ · 1 区 1 層” S D OZ · 1 区 2 層
R 385 S D 03 · 3 区上面

II  ” ” S D 03南拡張区
II  S D 03南拡張区” S D 03 · 3 区上面” II ” S D 03上面
II S D 03 
II S D 03南拡張区” S D 03 · 3 区上面
II S D 03 · 3 区

R 448 S D 02 · 1 区 2 層
R 479 S E 09 ・ 2 区 2 層

II ” ” ” ” ” ” S E 09 · 7 層
II S E 09 ・ 2 層” S E 09 ・ 2 区 2 層” ” 
II S E 09 ・ 2 区 2 層
II ” ” II ” S E 09 · 2 区 1 層” ” 

R 413 P 27 
R 448 S K07 
R 413 P l08 ” ” ” ” ” ” 

II ” ” II 

II ” 
R 448 S D 01 · 3 区 2 層” 茶灰色土
R 479 S D l7 
R 385 S D 03上面
R 413 S K06 
R 385 S Kl9 
R 448 S D Ol · 3 区 2 層
R 385 S Kl9 ” S D 03 
R 413 S E Ol · 3 層
R 385 S D OI · 3 区
R 448 暗茶褐色土
R 413 S E Ol · 3 層
R 448 S D Ol · 3 区 2 層
R 385 S D 01 ・ 1 区
R 448 S D Ol · 4 区 2 層” S D OI ・ 2 区 2 層” S D Ol · 4 区 1 層” S D 01 ・ 2 区 2 層

II S D Ol ・ 1 区 1 層
R 385 S D OI · 3 区” II ” II ” II 

R 413 S E Ol · 5 層
II S E 01 · 3 層

（
寸

） 内 は
法現( 存cm値) 

ロ 径 〔底径〕
12 2 
12 . 4  
1 2  1 
12 5 
12 7 
32 . 6  
〔9 . 5〕
7 9 

22 . 6  
2 3  1 
17 0 
29 . 0  
35 . 9  
38 6 
18 8 
29 4 
29 4 
2 5 
7 . 6  
7 . 6  
7 9 
8 2 
9 . 5  
9 7 
9 7 

12 . 6  
12 . 3  
1 2  1 
11 3 
10 . 0  
6 7 
7 . 5  
7 . 0  
7 1 
7 5 
7 6 
7 . 8  
7 8 
7 . 1  
9 . 5  

1 1  5 
10 1 
12 . 0  
8 3 

22 3 
22 6 
31 8 
34 6 . . .  

, , , 

． ． ．  
41 5 

4 . 4  
7 6 
9 . 2  

〔12 . 4〕
● . .  

． ． ．  . . .  
23 5 
30 
〔6 . 8〕
〔6 5〕
6 . 4  

〔4 . 5〕

器高
4 1 
4 . 0  
4 . 1  
3 8 
3 7 

(8 . 7) 
(6 . 0) 
(5 . 2) 
(4 . 3) 
(6 0) 
(6 0) 
(6 0) 

(14 3) 
(15 . 1) 
(9 0) 
12 . 0  
(12 . 3) 

3 7 
1 5 
1 .  3 
1 2 
1 3 
2 . 2  
1 8 
1 5 
4 . 1  
3 . 7  
3 . 6  
2 8 
3 . 3  
1 1 
1 1 
1 . 4  
1 . 1  
1 4 
1 2 
1 . 4  
1 3 
1 . 6  
1 . 3  

(3 5) 
(3 2) 
3 6 

(5 . 0) 
( 12 . 3) 
16 4 
(9 0)  
(9 7) 
( 4 . 5) 
(7 . 0) 
(9 0) 

(17 8) 
1 .  2 
1 8 
1 . 8  

(2 . 2) 
(8 5) 
(5 0) 
(4 . 4) 
8 . 1  

(6 . 4) 
(3 . 0) 
(2 5) 
1 4 

(1 . 5) 

残 存 度

完形
II ” 

2/3 
1/3 
ロ 緑部小片
底部
1/4 
1/7 
1/6 
1/5 ” 
1/6 
1/3 
1/4 
1/3 
1/6 
完形

II ” ” 
完形

II 

II 

II 

1/3 ” 
1/4 
2/3 
2/3 
1/4 
1/3 
2/3 
1/2 
完形
1/3 
1/4 
1/5 
1/4 
1/2 
1/5 
2/3 
完形
2/3 
2/3 
2/3 
1/5 
1/4 
口 緑部小片

II 

II ” 
1/4 
2/3 
1/2 
底部1/3
口 緑部小片
底部小片

II 

1/5 
口 緑部小片
底部2/3
底部1/2
2/3 
底部2/3

挿図 図版
備 考

番号 番号

70 
II ” ” ” 
71 東播系” ” ” 脚部 1 本” ” ” ” ” ” 
72 
II ” 
73 26 
I I  底 部 に 圧痕、 灯明皿” ” ” 灯明皿
73 
II ” 
II ” ” ” ” 26 ” 
74 ” ” ” 
II ” ” ゆ がん だ小 片” ” ” ” ” 底部 に圧痕
II 

II ” ” 脚部欠失” 
II 26 
II 

II 

II 27 常滑焼” ” ” ” ” 27 ” 
75 ” 
II 26 瀬戸 • 美濃焼” ” ” ” 27 信楽焼
II ” II ” 26 瀬戸 • 美濃焼” 備即焼” ” ” 28 ” ” 双魚文
76 26 ” II 瀬戸 ・ 美濃焼



遺物
種別 器形

出 土 地 点
番号 次数 遣構 ・ 層位
236 陶器 皿 R 413 S E Ol 
237 青磁 碗 ” S E O l · 3 層
238 瓦器 羽 釜 ” S E Ol · 4 層
239 土師器 小籾帝 R 479 S X 02精査
240 須恵器 小型皿 R 448 S K07 
241 土師器 皿 R 413 S K04 
242 ” ” II 耕作土
243 ” ” ” 東拡張区精査
244 ” ” R 479 S E 09 ・ 2 区 1 層
245 II  II  ” S E 03下層
246 ” ” R 413 P 74 
247 ” ” II 暗灰色土
248 陶器 碗 R 413 S K04 
249 ” 平碗 R 479 S E 03上層
250 ” 宜� ” S X 02 · 20 区
251 ” 甕 R 413 精査
252 ” � 宰 ” S X05 · 3 区
253 I I  す り 鉢 ” S K06 
254 ” ” R 448 S D Ol · 1 区 2 層
255 ” II II S D 0 1 · 2 区 2 層
256 瓦器 火鉢 R 385 S D 01 ・ 1 区
257 ” ” ” S D 01 ・ 2 区
258 ” ” R 413 S E Ol第 4 層
259 ” ” R 479 S X 0 2 · 8 区
260 //  ” R 385 S D Ol ・ 精査
261 ” ” ” S D Ol ・ 1 区
262 II 風炉 R 413 S E Ol · 3 層
263 ” ” R 479 S K07 · 1 区
264 ” ” R 448 S D 0 1 ・ 1 層
265 I I  ” R 413 S X 0 5 · 3 区
266 ” ” ” S E Ol第 4 層
267 I I  ” R 479 S KOS · 1 区
268 II  I I  R 385 S D Ol ・ 2 区
269 ” ” ” II 

270 白磁 碗 R 385 S D 03 · 1 区
271 ” 皿 R 448 暗茶褐色土
272 ” ” R 413 S X 0 5 · 3 区
273 ” ” R 413 S E 01 · 3 層
274 青磁 碗 R 448 S D Ol · 3 区 1 層
275 ” 皿 R 413 S D 07 · 4 区
276 鉄釉 壺 R 413 S E 02 
277 青磁 碗 R 448 S D 0 2 · 1 区 1 層
278 II  I I  ” 暗茶褐色土
279 ” 舟 R 413 S

S 
D
D

0
0 57 •· 34 lR 「を

（木 • 金属 • 土 • 石製品）

遺物 出 土 地 点

番号
種別 形態

次数 遣構 ・ 層位
280 木製品 木球 R 479 S E 09 
281 ” 羽子板 I I  ” 
282 I I  刃形 ” ” 
283 金属製品 火挟 R 413 S X 05 
284 土製品 土錘 R 448 茶灰色土
285 ” 訓工円盤 ” S D 0 1 ・ 2 区 2 層
286 ” 人形 R 413 茶灰色土
287 ” 犬形 R 479 茶灰色砂質土
288 石製品 砥石 R 479 S X 02 · 20 区
289 ” ” R 364 P 85 
360 木製品 陽物 R 479 S E 09 
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（
寸

） 内 は
法現( c

存
m

値
) 

ロ 径〔底径〕
10 4 
〔5 . 4〕
31 . 5  
2 . 0  
4 . 3  
6 . 9  
7 0 

13 . 2  
13 . 6  
16 . 2  
16 . 3  
16 . 0  
1 1 . 9 
17 . 0  . . .  . . .  
． ． ．  
・ 。 ・

． ． ．  
． ． ．  
26 . 6  
30 4 . . .  
． ． ．  
． ． ．  
2 7 .  2 . . .  

0 0 0 

． ． ．  . . .  
． ． ．  
0 0 0 

37 5 
． ． ．  
〔7 3〕
11 . 8  
1 1 . 0  
〔 3 7〕
〔4 . 9〕
〔7 3〕
〔6 . 1〕
15 . 7 
18 0 
23 . 2  

器高
2 4 

(2 3) 
(13 2) 

2 . 6  
1 . 0  
1 5 
1 . 6  

(2 8) 
3 2 

(2 . 8) 
3 3 
3 . 6  

(6 . 5) 
(4 . 6) 
(9 . 4) 
(5 . 4) 
(6 . 8) 
(7 0) 
(5 7) 
(8 8) 
(7 . 2) 
(7 7) 
(5 . 9) 
(4 . 9) 
(3 4) 
(5.  7) 
(6 . 2) 
(3 . 6) 
(4 . 9) 
(3 9) 
(5 2) 
(7 1) 
(6  0) 
(4 . 4) 
( 1 . 9) 
(2 2) 
( 1 . 9) 
(1 5) 
2 2 
2 . 1  
5 0 

(3 . 6) 
(3 4) 
(3 2)  

残 存 度

1/4 
底部
1/2 
完形” ” ” 
1/7 
2/3 
1/5 
1/2 
1/5 
1/4 
1/6 
頸部2/3
口 縁部小片
胴部小片
口 緑部小片” ” 
ロ 線1/10
ロ 線1/8
口 緑部小片” ” 

II ” ” ” ” 
II ” ” 

小 片
底部
1/5 
1/4 
底部

I I  

底部1/2
底部1/2
1/7 
1/8 
1/8 

寸 法 ( cm )

長 さ 幅 厚 さ
3 9 3 5 . . .  

24 1 5 . 1  0 7 
34 . 3  2 . 9  0 . 5  
13 . 9 1 0 ロ . .

2 . 6  0 . 9  . . .  
4 . 9  4 . 5  0 . 9  
3 . 4  3 . 1  1 7 
4 . 6  2 . 1  . . .  
8 8 5 0 1 . 5  

10 . 2  3 . 8  1 . 5  
15 . 5  1 . 6  . . .  

挿図 図版
備 考

番号 番号
” 26 I I  ” 
II 

77 26 ” ” ” ” 内面全体にハケ メ が残 る
II 26 
II II ” ” 26 ” 
77 瀬戸 • 美濃焼” 26 I I  ” ” II 

II 27 信楽焼” ” ” 沈線 1 条” ” ” 
II II 備即焼” ” ” 
78 
II ” ” 方形か” ” ロ 径 に あ わせて復元
II 火窓が一部残 る
II ” ” ” ” 
II 

II ” 
79 ” ” 28 
II II ” ” ” ” 
79 29 ” 28 ” ” ” ” 

挿図 図版
番号 番号

備

80 30 
I I  ” ” ” 
81 ” 
82 ” ” ” 30 頭部欠損” ” 
83 II ” II 

80 ” 



1 04 遺物一覧表

（ 図版の遺物）
遣物 形態 出 土 地 点 図版

番号
種別

器形 番号
備

次数 遣構 。 層位

290 弥生 品杯 R 448 P 7  20 
291 ” 空� R 364 S E OZ ・ 1 層 ” 
292 ” ” R 113 精査 ” 
293 ” 乖平 ” S K06 ” 
294 ” ” ” P 91 ” 
295 石器 剥片 R 479 S D 0 5 · 1 区 ” 
296 ” ” ” 耕作土 ” 
297 ” ” ” S D 04 · 8 区 ” 
298 ” ” ” 茶灰色砂質土 ” 
299 須恵器 壺A蓋 ” S D 04 · 12 区 21 
300 陶器 壺 R 413 S D 0 5 · 3 区 ” 
301 土師器 椀 R 385 S K18· 北拡張区 ” 
302 ” ” ” S Kl8 ” 

l
実測図

303 ” 杯 ” S Kl8 ·  北拡張区 ” 長岡京市文化財調査
304 須恵器 ” ” S K06· 北拡張区上面 ” 報告書 第29冊
305 土師器 甕 ” S Kl8 ” 
306 陶器 椀 ” S D 01 · 3 区 ” 灰釉陶器
307 ” 皿 ？ ” S D Ol ・ 1 区 ” 緑釉陶器
308 土師器 皿 R 413 S E 03 · 2 区 26 
309 陶器 碗 ” S E Ol ・ 1 区 3 層 ” 瀬戸 • 美濃焼
310 ” ” 1 11 S K06 ” ” 
311 ” 平碗 ” 耕作土 ” ” 
312 ” 甕 R 385 南拡張区 27 常滑焼
313 II ” R 364 S KOl ” ” 
314 ” す り 鉢 R 413 S E Ol · 4 層 ” 備即焼
315 ” ” ” S E O l · 3 層 ” ” 
316 ” 甕 R 479 S K19 ・ 1 区 ” 信楽焼
317 ” ” ” S X 02 · 11 区 ” ” 
318 陶器 甕 R 479 S X 02 · 20 区 2 7  信楽焼
319 ” 鉢 R 413 S E O l ·  第 3 層 ” ” 
320 白磁 合子蓋 R 448 S D 02 · 2 層 ・ 1 層 28 
321 ” 皿 R 479 S X 08 ・ 精査 ” 
322 ” 碗 R 385 S Kl9 ” 
323 ” 皿 R 479 耕作土 ” 
324 青磁 石宛 R 479 S E 09 ・ 2 区 2 層 ” 
325 ” ” ” S E 09 ・ 1 区 1 層 ” 
326 ” ” ” S E 09 ・ 2 区 2 層 ” 
327 I I  ” R 364 S K l28 ” 
328 ” ” R 479 S KOS · 1 区 ” 
329 ” ” ” S Kl8 · 1 区 ” 
330 ” ” R 479 S E 09包含層 ” 
331 ” ” R 413 S E Ol ・ 1 区 3 層 ” 
332 ” 壺 R 479 S E 09 ” 
333 ” 碗 R 413 精査 ” 
334 ” ” ” ” ” 
335 ” ” R 479 S D l l · 3 区 ” 
336 ” 皿 ” S X 0 2 · 6 区 ” 
337 ” 般 ？ ” 不明 ” 
338 ” 花瓶 R 364 S K20 ” 
339 染付 皿 R 479 耕作土 29 景徳鎮
340 ” 碗 R 413 耕作土 ” 初期 伊万里焼
341 ” ” R 413 耕作土 ” ” 
342 ” ” R 385 S D 0 1 · 3 区 ” ” 
343 ” ” R 479 耕作土 ” 肥 月 lj系磁器
344 ” ” R 479 ” ” ” 
345 ” 皿 R 413 ” ” ” 
346 ” 碗 R 413 精査 29 ” 
347 ” 皿 R 364 斯

ト

ちレ 割
ン

J '"井イ乍土 ” II 

348 ” 碗 R 479 S D 04 · ll区 ” 肥 目 lj系陶器
349 ” ” R 448 暗褐色土 ” ” 
350 ” ” R 479 耕作土 ” ” 
351 ” ” R 385 南拡張区 I I  肥 即産昂焼風陶器
352 石製品 砥石 R 479 精査 30 
353 ” ” ” S KOS ” 
354 ” ” R 413 S Kl2 · 2 区 ” 
355 ” ” R 479 S Kl3 ” 
356 ” 石仏 R 413 S E Ol ” 第83図 に 出土状況
357 ” 碁石 R 479 S D l7 ” 
358 ” ” ” 不明 ” 
359 土製品 泥面子 R 364 S K20 II  
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ふ り が な

書 名

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名

シ リ ー ズ番号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 年 月 日

所収遺跡名

井
い

ノ
の う内

ち
稲
い な

荷
り づ
塚

か
古こ

ふ墳な
長
がんお

岡
（

か
第

き
京
ょ2う

次
あ
跡

と調査）

（右京第478次調査）
- - - - - - - - - - - - - - -
な
長
がお

岡
かき

京
ょ う

跡
あ と

か
開
（右

いで京
田
ん第
遺
い
47

せ

跡
5次

き
調査）

- - - - - - - - - - - - - - -
な
長

がお
岡
かき

京
ょう

跡
あ と

か（右いで京ん第い
47

せ
9次

き
調査）

開 田遺跡

所収遺跡名
井 ノ 内稲荷塚古

墳 （第 2 次調査）
長岡京跡

（右原第478次調査）

＇ ，． ．，． 一 ― - - - - - - - - -

長 岡 京跡
（右原第475次調査）
開 田遺跡

- - - - - - - - - - - - - - -

長 岡 京跡
（右京第479次調査）
開 田遺跡

ながおかき ょ う し ぶん か ざいち ょ う さ ほう こ く し ょ だい 3 3 さつ

長 岡 京市文化財調査報告書 第33冊

長 岡 京市文化財調森報告書

第33冊

中 尾秀正 • 福永伸哉 。 杉井 健 • 木村泰彦 。 原 秀樹 他

長 岡 京市教育委員会

〒 617 京都府長 岡 京市 開 田 一丁 目 1番1号 TEL075-951-2121 

西暦1995年 3 月 31日

所在地
コ ー ド

北緯 東経
市町村 ： 遺跡番号

な
長う
内

が
ち
小

お
岡お
か
に
西

き
京

し

ょ う

4
市
0

し 井
い ノの

26209 : 10 34度 135度
， 

: 107 56分 41分

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
な
長
がお

岡
か き

京
ょう

市
し か

開
い で

田
ん

26209 
四 丁 目
608 - 1他

" '●' ' ●  ● " ・・ " '  ' '  ' ' ' ' ' ' 

長
ながお

岡
か き

京
ょう

市
し か

開
い で

田
ん

26209 
四 丁 目
405 - 1 

種 別 主 な 時 代

古墳 古墳時代後期
平安時代前期

都城跡 （長 岡京期）

17秒

- - - - - -

107 34度
80 55分

10秒

- - - - - - - - - - - - -

107 34度
80 55分

3秒

16秒

- - - - ·- ·-

135度
41分
50秒

- - - - - -

135度
41分
53秒

主 な 遺 構

墳丘面 ・ 周溝
横穴式石室

（後円部）
木棺直葬

（前方部）
- - - ·- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - "' , . .  " " ' ' '  

都城跡 平安時代前期 溝、 柵列 、 土坑
（ 長 岡 京期）

集落跡

- - -· - "" ●' "" ., '●' "' ● " "' ·- ·- "" ●' ' ● " '● 9● 9● .. - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

都城跡 平安時代前期 掘立柱建物、 井戸
（長岡京期） 井戸、 溝、 建物

集落跡 鎌倉末～ 南北朝 井戸、 堀 、 土坑
室町時代末期

調査期 間 調査面積 調査原 因

19940720 40m' 古 墳 の 範 囲 お よ
I び主体部 の 残 存

19940811 状況の確認

- - - - - - - -· 一 一， ー - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

19940627 242m' 遺跡確認
I 

19940805 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

19940822 297m' 遺跡確認
I 

19941007 

主 な 遺 物

須恵器、 墨書土
器、 土師器、 陶
磁器、 鉄鏃、 北
宋銭

,., " ●  , ., . .. ·- "" -· 一， ・' " '

土師苔、爾應若，開色士苔、
ロ ク ロ土師苔、 茄彩土苔、
士贔 ミ ニチュアカマ 凡璽
書A面士苔、 製塩土器、瓦、
銅銭、木嬰品、石鏃、植輪

- - - - - - - - - - - - - - - -

土 師 器、 須 恵 器、
瓦、 土師器、 須恵
器、 瓦器、 国産陶
器、 輸入磁器

特 記 事 項

後円部 • 前方部 と も
良 好 に 主体部 が残
存

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ →  - - - - - - - - - - - -

六 条 々 間 南 小 路 両
側溝

- - - - - - - - - - - - - - - - - -· - -



図 版



井 ノ 内 稲荷塚古墳第 2 次調査

図
版

1 墳丘の現状 （後円部から前方部を望む）

2 前方部墳項トレンチ （前方部から後円部を望む）



2 前 方 部 第 2 ト レ ン チ 全 景 （ 東 か ら ）

1 前 方 部 第 1 ト レ ン チ 全 景 （ 南 か ら

＃ ＼ 耳 蔀 封 蒟 叶 蜂 濶 2 済 匿 閾

I I
雨

図



2  ク ビ レ 部 第 2 ト レ ン チ 全 景 （ 東 か ら ）

l ク ビ レ 部 第 1 ト レ ン チ 全 景 （ 西 か ら ）

＃ ＼ 苫 苗 蔀 踊 叶 蜂 涸 2 洛 墓 廠

I l
l 雨

医
l



2 後 円 部 第 2 ト レ ン チ 全 景 （ 北 か ら ）

1 後 円 部 第 1 ト レ ン チ 全 景 （ 北 内 か ら ）

# ＼ 互 苗 耳 蒟 叶 藤 繋 2 洛 璧 碑

目
雨

医
l



井 ノ 内 稲荷塚古墳第 2 次調査

図
版
五

1 墳丘裾の浅い溝
（後円部第 2トレ ン チ
北半部）

2 後円部第 1トレ ン チ上部の
盛土状況 （東小 口 壁）



井 ノ 内 稲荷塚古墳第 2 次調査

図
版
六

1 後円部墳頂トレ ン チ全景（南から）

2 後円部横穴式石室（羨道側から）



井 ノ 内 稲荷塚古墳第 2 次調 査

図
版
七

1 後円部墳項トレ ン チ東区北壁土層断面（攪乱の切り込み ライ ン ）

2 後円部墳項トレ ンチ西区北壁土層断面（攪乱の切り込み ライ ン ）



井 ノ 内 稲荷塚古墳第 2 次調査
図
版
八

前方部木棺直葬



井 ノ 内 稲荷塚古墳第 2 次調査

図
版
九

1 前方部墳項トレ ン チ東区北壁土層断面

2 木棺に副葬された須恵器



井 ノ 内 稲荷塚古墳第 2 次調 査

図
版
一

〇

1 7  

22 

1 古墳に伴う土器

29 

30 

2 鉄鏃 3 古墳以降の土器1



井 ノ 内 稲荷塚古墳第 2 次調査

図
版

27 

43 

46 

44 47 

古墳以 降の土器 2



長 岡 京 跡右 京第4 7 5次調査
図
版

l 発掘調査地全景 （南か ら ）

2 六条々 間 南小路全景 （西か ら ）



長 岡 京 跡右 京 第 4 7 5次調査
4キP 図

版
一

三

ー 第 1トレンチ遺構検出状況（南から）

2
 

第 1トレンチ全景（西から）



長 岡 京跡右京第4 7 5次調査
図
版―
四

1 第 2トレンチ遺構検出状況（西から）

2 第 2トレンチ全景（北から） 4 S X 47501 全景（北西から）



長岡京跡右京第4 7 5次調査

6 0  

図
版
一
五

54 

53 

64 

72 

80 

4
 

57  

58  

96 

52 I 1 9  1 20 

溝S D47503出土遺物



長岡京跡右京第 4 7 5次調査

図
版
_._ ノ‘

I 0 4  

1 06 

1 溝S D 47503出 土墨書 土器

2 溝S D 47503出 土線刻土器



長岡 京跡右京 第 4 7 9次調査
図
版
一
七

発掘調査地全景（北から）



長岡京跡右京第 4 7 9次調査
図
版
一
八

1 溝S D47902検出状況（北から）

2 堀S D47905 西壁（東から）



長岡 京跡右京第47 9次調査

図
版
一

九

1 拡張区全景 （東か ら ） 3 井戸 S E 47909 出土の 曲物 （東か ら ）

4 掘立柱建物 S B 47921 (北か ら ）



長 岡 京跡右京第 4 7 9次調査

ー 縄文土器

2
 

弥生土賂 1

側面

図
版
二
O

3
 

弥生土器 2

上面

8
 

，
 

I 0 1 2 297 298 

石器



長 岡 京跡右京第4 7 9 次調査

299 19 

図
版
ニ
ー

300 20 

30 1 
304 

302 

305 

303 

307 

22 

長岡京期•平安時代の土器 。 陶器



長岡 京跡右京第 4 7 9次調査

図
版
ニ
ニ

27  29 

34 



長 岡 京 跡右京第4 7 9次調査

36 

37 

38 

39 

40 

4 1  

43 

44 

45 

46 

47 

53 

図
版
二
三

49 

50 

5 1  

52 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

土器埋納坑 S X 385 07出土遺物 1



長 岡 京跡右京 第 4 7 9次調査

6 1  

62 

65 

67 

68 

70 

7 1  

72 

73 

74 

図
版
二
四

75 

76 

78 

79 

80 

8 1  

88 

9 1  

93 

95 

土器埋納坑 S X 385 07出土遺物 2



長 岡 京 跡右 京 第 4 7 9次調査

98 

99 

1 00 

I O I  

1 02 

] 03 

1 04 

1 05 

図
版
二
五

1 06 

1 07 

1 08 

1 09 

1 1 0 

1 1 1 

土器埋納坑 S X 385 07出土遺物 3



長岡 京跡右京第4 7 9次調査

240 234 

図
版
...... ノ‘

239 

1 99 

244 

236 

225 

土師器 ・ 瓦器 ・ 施釉陶器



長 岡 京跡右京第 4 7 9次調査
図
版
二
七

3 1 2  
3 1 3  

222 

3 1 4  

国産陶器（上段：常滑焼、 中段：備前焼、 下段：信楽焼）



長岡京跡右 京 第 4 7 9次調査
図
版
二
八

323 

325 326 

329 330 

336 23 1 

輸入磁器（上段 ： 白磁、 中 ・ 下段 ： 青磁）



長岡 京跡右 京 第 4 7 9次調査

, 340 

図
版
二
九

339 

34 1 276 

342 

輸入磁器と伊万 里 焼

344 

348 349 350 

肥前系陶磁器



長岡京跡右 京 第 4 7 9次調査

284 286 

図
版
三
〇

357 

280 

356 28 I 282 360 

木製品 ・ 金属製品 ・ 土製品 ・ 石製品



長岡 京市文化財調 査報告書 第33冊
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〒617 京都府長 岡京市開田 一丁 目 1 番 1 号

電話 075-951—2121 

印 刷 株式会社 闘 喜 同 朋 舎
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